
マステ.／ サラスワナ
一

アイ

サラスワテイ峰(6,94077z)初登頂の記録一

Indo-JapaneseLadiesJointExp.!92

日本ヒマラ ヤ協会

THEHIMALAYANASSOCIATIONOFJAPAN



～

I



サラスワティ峰-Mt.Saraswati-(6,940m)



マナ村の女性-WomenofManavillage-

マナ村-Manavillage- ガストーリヘーTrailtoGhastoli-

サラスワティ谷とマナ峠へ続く雪原 SaraswativalleyandplateaufollowingtoManaPass



:一スキャンフ。--BC C1～C2E RoutebetweenC1&C2

瀞‘篭"： ＆、蕊"*‘・段蕊ｬ

ー
ぐアイスフォール帯-lcefallaboveC2-

僻
朝

骸“ 1歯1

ざ軍

C3直下のトラヴァ スーTraversetoC3-

痢

3から頂上へ FromC3tothetop－ 頂上にて Onthetop



ラタコナ付近の花畑-FIowerfieldinRatakona-

ラタコナ･キャンプ．で祝賀会-CelebrationinLatakona-ガストーリのナグ･タルーNagthalinGhastori-

デリー、|TBPにて報告会（左よりフカム･シン氏、|MF総裁M.S.コーリー氏、インドの女
性大臣マーガレット･アルバ氏、|TBP、D.G、R.K.ワデラ氏)-ReportinginDelhi-



目次

序………………………………………………日本ヒマラヤ協会理事長稲田定重2

ご挨拶………………………･………………………･･総隊長サントシュ・ヤダヴ6

はじめに………………………………………………………日本側隊長寺沢玲子11

一 …

1.登山隊報告

経緯と登山隊成立…･……………………･………･…………………寺沢玲子13
登山隊概要及び行動概要…･……………･………………･･･…………･………15

隊員紹介…･…………………………………………………･……………･……17

遠征活動報告…･……･…………………･………･…………･……………･……23

各係からの報告

渉外………………･………………………………･………･寺沢玲子36

タクテイクス……･…………………………･…･……………寺沢玲子37

装備…………………･……………………．．…白沢真弓・亀田佳恵39

輸送・梱包…･………………･…･………･･……･楠田愛里・白沢真弓43

食料（キャラバン～BC)………………………………山口恵美子43

食料（高所）………………………･…･………………･…楠田愛里44

医療・………･………………………･………………………加藤孝子47

環境…………………･…･……･………･･……………･……加藤孝子53

気象…………………………………………………………加藤孝子54
感想

EXPを終えて……．.………………･………………………寺沢玲子55

感想・…･………………………………………･……………加藤孝子56

登山を終えて…………･………･…･………･…………･…･…白沢真弓57

感想………………….．……………･……･･……………･山口惠美子58

遠征を終えて.……………･……･……･…………………･･…楠田愛里59

初めてのヒマラヤ体験……………･………･………･………亀田佳恵59

座談会一高所順応はこれでバッチリ!?……･………･……･…………………61

||・資料編

カメツト山群小史……………･……………………………．．………寺沢玲子67

3人の開拓者達一シユラーギントワイト兄弟一……楠田愛里・寺沢玲子78

日本人女性インドヒマラヤ登山年表･…･…………………･………寺沢玲子83

ヒンドウの神々………………………………………………………楠田愛里88

合同登山に思う……………･…･………･……………………………寺沢玲子90
1TBP(インド・チベット国境警察）………･……･…･…………･･……･91

関連記事……………………………………………･…………･……………･…92

英文概要･…･……………………………………………･………………………104

ご協力いただいた方々 …･………………………･……･………………………………106

編集後記‘……｡……………………………………･……………………………………107



序

稲田定重

日本ヒマラヤ協会理事長

合同隊の隊長をつとめた寺沢さんとは、ついこの前に知り合ったような気がしてならな

いが、数えて見たらもう8年もたっていた。1986年のキンナウル・カイラス合同隊は

登頂は成らなかったが、この山を契機にしてインドとの付き合いが深まって行った。キン

ナウルのきっかけを作って寺沢さんに苦労をかけてからは、その人柄のいいことに甘えて

加速度的にHAJの日常運営の面でもお世話になってきた。

インドから来た山岳関係者で彼女のお世話にならなかった向きは皆無で、また、その人

たちは、一様に彼女のホスピタリテイに感銘し、インドに行って会うたびに消息を尋ねら

れる。

そんな寺沢さんにスピテイの話をまた持ちかけたのは、この人ならばきっと困難なこと

もまとめ上げてくれるだろうという信頼感と、その飽くなき向上心への期待感からであっ

た。

当初の計画は、スピテイの最奥に位置する「ギヤ=6794m」で、この地域の未踏

の最高峰であった。大鳥が翼を広げたような山容は魅力的であり、第一級の登肇価値を有

すると思われた。ギヤのフロンティアであるH.カパデイアも是非と推薦してくれた山で

あった。しかし、研究を進めれば進めるほど容易ならざる山であることが判明してきた。

しかも、隊は合同隊であり、無理は出来ない性格も持っていた。ITBPと幾つかの候補

を検討し、ボンベイのカパデイアからガルワールの興味ある山々の写真を入手し、あらた

めて検討する中から見出したのがP.6940であった。遠征隊の出発まで残された日々

は多くなく、隊員の結集も含めて隊長には眠れぬ夜が続いたことと思われる。

加えて、出発真近になっても許可とビザは下りず、ついにインドにまで飛んでもらう羽

目になったのは、まことに申し訳ない次第であった。私もイギリスへの往復途中、デリー

に寄っていくばくかのお手伝いが出来たのがせめてもの罪滅しであったと思っている。

しかし、隊は、困難な条件を突破して見事な初登頂をおさめてくれた。日印全隊員の登

頂、両国隊員のチームワークも完壁なものであった。あらためて、寺沢さんのご苦労と隊

員の皆さんの奮闘に敬意を表したい。

登った山は、中印国境上の政治的に極めて難しい位置にあり、ここ45年間外国人の足

跡を見ないという貴重な探検的エリアである。ヒマラヤに興味を持つ者にとって、探検史

のごく初期にイエズス会士たちが越えたというマナ峠は、一度は行って見たい憧‘際の地で

ある。現代においてこの貴重なエリアの未踏峰に立ち、しかも、サラスワテイという名を
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その山に冠する栄誉を担うことができたのは希有の幸運と言えよう。

いま、インド登山界はなかなか活気付いており、中でも、エヴェレストを成功させた女

性登山者の将来には見るべきものがあろう。合同隊の総隊長をつとめたサントシユ・ヤダ

ヴは、世界で最初の2度エヴェレストに登った女性となった。

やがて、また、両国の女性たちが手を組み、より高い目標をめざす日が来ることだろう。

HAJの組織内においても、より一層女性会員たちの精進を期待したい。

この遠征を実施する上では、ITBPの総監閣下をはじめ、フカム・シン氏、その他の

関係者、そして、インド登山財団総裁キャプテン・コーリー氏の絶大なご理解と協力があっ
た。記してあつく御礼申し上げたい。

インド・ヒマラヤは広大であり、未知の領域はまだまだ多い。ITBPとHAJの良好

な関係が遠い将来にまで続いていくことを心から願ってやまない。

1993年7月
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ご挨拶
サントシュ・ヤダヴ

総隊長

初めに、ITBPのD.G.、R.K.ワデラ氏、I.G.のパトニック氏、AddDIGのフカム・シン氏並

びに、私達の遠征を各方面から支えて下さった多くの方々に御礼申し上げます。私の様な若輩者が

二国合同遠征隊の総隊長に選ばれるとは、夢にも思いませんでした。全能の神の手によって導かれ

たような気すらしました｡6,940mの未踏峰を目指して隊を率るという立場を私に与えて下さった

D.G並びにITBPには特に感謝しています。

初めての遠征はフカム・シン隊長率る九国合同隊（1989年）でした。その後サセル・カンリI峰

登頂(1990年)、カンチェンジュンガ遠征(1991年）を経て、1992年5月フカム・シン隊長指揮の

もと、ついにエヴェレスト登頂を果たしました。

隊員という立場とは違い、隊長が直面しなければならない困難性はベース・キャンプから上だけ

でなく、至る所に限りなくあります。日本側隊長寺沢玲子さんは、謙虚さ・穏やかさ・親切さをもっ

て常に私を助けてくれました。他の日本人隊員もいい人ばかりでした。初めのうちこそ両国隊員間

にぎこちなさが漂っていましたが、キャラバン開始の頃にはすっかりうちとけ合っていました。

我がITBPは女性登山家の育成に力を注いでいますo6月の時点ではITBP内の女性登山家

は私ひとりでしたが、7月には今回のメンバーとなった5人が揃いました。本局は遠征の準備が迅

速に進むよう配慮してくれましたo7月12日及び19日、日本隊がデリーに到着o7月22日のフラッ

グ・セレモニーではM.M.ヤコブ州知事より激励の言葉を頂きましたo7月23日デリーを出発、7

月26日マナよりキャラバンを開始しました。

豪雨や、ポーター、ポニーの不足、道の崩壊等でBCまでの行程は遅々として進みませんでした。

荷送のアレンジメントに関しては、ITBP第8部隊が手助けしてくれました。

サラスワティ川を始め、BC方面から流れてくる川という川は全て増水していました。とても危

険な状態でした。ドクターが、壊れかかった鉄橋の上を渡っていた時、あやうく滑り落ちそうにな

りましたが、リュック・サックだけ流され彼女が無事だったのは不幸中の幸いでした。

8月6日、バルバラ氷河下部5,160mの地点にBCを設営。先行パーティーのサンゲ・シェルパ

(エヴェレスト登頂者）達が整地しておいてくれたので、キャンプが正常に機能するまで大した時

間はかかりませんでした。隊員全員、十分な高度順化ができており、登山への意欲満々でした。サ

ラスワティ谷は草原の中に色とりどりの花が咲き乱れたとても美しい谷です。それを目にした時、

まるで自然界が私達を歓迎してくれる為に広大な美しいカーペットを敷いてくれたかのように思え

ました。疲労感は消え去り、神の力を注ぎ込まれる気がしました。

気象の神インドラは私達をあまり甘やかしたくなかったとみえて、上部では雨や雪の日が周期的

に訪れました。

未踏の山を登るのは、とても心が踊りまた緊張もします。誰も知らない地を探検する事であり、

自らルートを切り開いていくからですoBC～C1間には一部落石地帯があり、通過の際は緊張を

強いられました。Clはバルバラ氷河の下部・上部の境目に設営（標高5,420m)。キャンプ・サイ

ト周辺は安全でした。2日以内でC1への荷上げは終わりました。ルートの選択は隊の安全確保に

もかかわる、重要なポイントです。この山に関する詳しい情報や可能性のあるルートについての助

言は、事前にフカム・シン氏から受けていました。皆で検討した結果、バルバラ氷河左岸上にルー

トを取る事にしました｡8月11日、バルバラ氷河上部にC2を設営（標高5,730m)｡
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C2上部はヒドゥン・クレバス帯となり、そこを過ぎるとアイス・フォールにぶつかります｡フォー

ルには3本ロープを固定しました。そこを越えると所々ヒドゥン・クレバスのあるわずかな勾配の

雪面です。正面の雪稜上までは急な登りとなり、6本ロープを固定しました。8月12日、ついに雪

稜上にC3を設営（標高6,450m)o私達全員BCに戻り、休養と準備の為2日間過ごしましたo8

月15日、悪天の中一気にC2へ移動。翌々17日、ぐずつく天気の中4人のメンバーと共にC3入り

しました。8月18日の朝はガスがたちこめていましたが、7時頃から好天の兆が見え始め、8時に

私が率る一次アタック隊は頂上に向け出発しました。登高困難な所にはロープを固定しました（計

6本)｡正午近く、頂上まであとわずかの地点で急に天候が悪化し、視界が悪くなってしまいまし

た。私達はそこで1時間待機しました。この地点で、リエゾン・オフィサーのアルパナさんが高所

ポーター1人と共にC3に引き返しました。

突然、奇跡が起こりました。30分程、すっきり晴れ渡ったのです。勇気付けられた私達は再び動

き出し、午後2時、サンゲ・シェルパ、ジョティカ・ネギ、マムタ・タクール、バータ・ティムン

ピ、サンドゥ．シェルパ、そして私の6名は頂に立ちました。インド国、ITBP、HAJ、IM

Fの各旗を掲げ、祈りをささげてから、記念写真を撮りました。

翌19日、寺沢玲子隊長以下5人の日本隊員達とリエゾン・オフィサー、4人の高所ポーターはC

3を午前6時に出発し、同11時、登頂を果たしましたC

D.G、I.G、AddlDIG各氏の励ましに支えられ、11人の女性と5人のサポーターはこうして未踏

峰の頂上に立つ事ができました。

日本隊隊長の寺沢玲子さん、そして全隊員のすばらしい協力関係とチーム精神の賜物であります。

また、無線技士として同行したカシミール・シン氏の的確な任務ぶり、そして登山においてのサン

ゲ・シェルパの活躍も今回の成功には無くてはならないものであったと、最後に付け加えさせて頂

きます。（訳・楠田愛里）
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はじめに

寺沢玲子

日本側隊長

1992年8月18日、19日の両日にわたり、日印双方の全隊員10名と連絡官が、

マナ峠に隣接するカメット山群中印国境上の未踏の6,940mの頂に立つ事が出来た。

直前での山の変更や特別地域内での合同登山のプレッシャーに、ともすれば押し潰され

そうな私を支えてくれたのは、日印双方の隊員達の底抜けに明るい笑顔と、彼女達の陽気

な歌声だった。

風俗や風習、文化、社会体制そして言語の異なる国の女性達との合同登山である。全く

何のトラブルも起こらないと言ったらウソになる。しかし、小さなトラブルは、どんな合

同隊にもつきものであり、むしろ寝食を共にし、それを乗り越える事によって知り得た彼

女達の人生観や登山観、そして育まれた友情や相互理解は、合同隊ならではの大きな収穫

であったと思う。

かつてはバドリナートからのカイラス山、マナサロワール湖巡礼の主要ルートの一つで

あったサラスワイ川沿いの路を辿るのは、心踊るものであった。キャラバン途中に垣間見

たマナ峠へと続く雪原は、先駆者達への畏敬の念を呼び起こさせると共に、歴史にするに

はまだ生々しい中印国境紛争の舞台となった地の一角に足を踏み入れている事を、実感さ

せた。

未知の地や未踏の頂を心に思う時、国際情勢の変転に一喜一憂しているのは、岳界の先

輩諸氏の時代も今も大差はないであろう。絶望の時代に、いつか結実する日が来るであろ

う事を信じ、暖めていて下さった諸先輩が存在していてごその、此の度の計画の実現と成

功であった。私も己の夢を継いでくれる存在を信じていたいものである。今回の隊員達が、

次期担い手となる事を願って止まない。

私達がインド女性と共に今回の成功を治める事が出来ましたのも、皆様の深いご理解と

ご支援、ご協力の賜と隊員一同心より感謝申し上げます。本当に有難うございました。

－11－



FOREWARD

ReikoTerasawa

Japaneseleader

昭
江
Ｓ
ｔ

、
１
ｔ
ａ
Ｔ
ｎ
Ｓ
ａ
ｎ

ｄ
ｅ
ｈ
Ｚ
ｃ
Ⅱ
Ｓ
ｄ
ｒ
ｙ
ｅ
二

ｕ
ｎ
ｎ
９
ｔ
・
１
ｒ
ｒ
副
ｄ

ｌ
ｄ
ｉ
ｉ
ｉ
、
、
ｎ
園
山
舵
顧
配
”
ｒ
ａ
ｌ
ｌ
Ｔ
Ｊ

正
迦
Ｓ
ｌ
肱
、
配
ｍ
ｈ
函
Ⅲ
Ｗ
ａ
串
ｒ
噸
、
”
皿
肌

、
函
ｍ
ｐ
ｅ
ｅ
Ｗ
ｃ
Ｗ

・
１
ｅ
ｒ
５
Ｊ
ｒ
ｔ
ｔ

ａ
・
１
ｅ
ｒ
０
．
１
・
１
Ｕ
ｄ
画
．
Ｏ
Ｓ
Ｏ
ｅ

迦
血
此
ｍ
“
肥
１
函
Ⅳ
麺
ｆ
辻
Ｈ
ｄ
ｒ
ｔ
正
咋
肥
曲

皿
，
釦
ｈ

ｅ
ｎ
ｕ
ｉ
伽
ｔ
ａ
ｐ
Ｓ
ｔ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
肥
加

爬
ｍ

ｔ
了
１
ｃ
・
１
Ｘ
ｙ
Ｓ
Ⅲ
Ｘ
ｔ

Ｈ
皿
・
鍜
匪
ｅ
血
ａ
ｎ
ｅ
ｇ
ｍ
配
膨
血
ｅ
即
皿
鵡

ｒ
ｎｕ
ｅ
ｆ
ｅ
Ｗ
Ｓ
ｒ
ｄ
ｇ
ｙ
ｎ
Ｗ
ｅ
ｒ
ｈ
Ｓ
Ｗ

Ｏ
ｅ
・
１
ｎ
Ⅲ
ｕ
ｙ
ｎ
制
１
ｒ
・
１
ｎ
ｅ
〆
工
Ｏ
”
ｔ

Ｗ
利
ｄ
・
１
Ｓ
，
Ｏ
皿
ｕ
・
１
ｅ
制
．
Ｓ
・
１
Ｗ
Ｏ
１
ｔ
ｙ

穴
工
ｔ
寸
。
・
１
Ｓ
ｐ
Ｖ
ａ
ｒ
制
、
ｐ
ｔ
ａ
ｌ

Ｏ
匪
鵬
皿
唾
Ⅷ
唾
、
Ⅲ
皿
ｙ
Ｓ
に
配
Ｃ
＆
応
駆
叩
曲
は

ｒ
ｒ
・
叩
極
。
．
、
ｅ
昭
皿
ｂ
”
ｎ
皿
一
曲
、
０
曲
ｅ
錘

Ｓ

膨
曲
串
駈
血
ｈ
鰯
皿
Ⅲ
血
Ｃ
・
．
ｉ
ｉ
Ｏ

陣
ｍ
ｔ
随
即
肥

ｐ
ｅ
ｌ
ａ
ｐ
ｄ

卿
”
四
Ｗ
垂
皿
唖
ｃ
ｕ
ｎ
ｅ
・
１
Ｓ
ｌ
ｎ
Ｓ
Ｓ
ｉ

Ｏ
ｅ
Ｗ
勺
、
ｕ
ｔ
ｐ
ｅ
子
１
ｒ
ｔ
・
’
千
１

ａ
Ｏ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｔ
Ｓ
，
．
ｅ
畑
Ｗ
ｔ
ｅ
，

ｈ
Ｏ
虹
皿
肥
舵

肥
肥
ｍ
ｔ
ｄ
Ⅲ
ｒ
ｎ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
Ｓ
Ｏ
ｆ
ｂ
ｅ
・

ｔ
ａ
ｅ
０
０
・
ｅ
ｅ
ｎ
ｎ
ｈ
ｅ
・
ａ
ｆ
・
１
１
ｕ
ｔ

‐
ｔ
‐
ｔ
西
Ⅲ
ｅ
ｎ
９
ｎ
Ⅲ
ｔ
ｎ
Ｓ
刊
、
・
１
０
０
Ｓ
ｔ
‐
、
ｅ
ｅ
Ｓ
ｅ
Ｓ
ｒ
Ｘ

Ⅲ
・
１
Ｓ
ｅ
ｔ
ｒ
Ｓ
・
１
Ｗ
Ｃ
ｒ
ａ
Ｓ
・
‘
正
ｅ

ｌ
ｎ
ｒ
Ｏ
Ｓ
ｅ
ｕ
Ｓ
ｌ
ｅ
ｆ
Ｓ
ｅ
Ｗ
ｎ
ａ
ｎ

ｌ
Ｏ
ａ
ｒ
ｊ
ｒ
Ｖ
ｃ
ａ
ｂ
ｇ
ａ
，
ｈ
ａ
ｅ
，
昭
、
判
ｅ

ａ
ｅ
Ｏ
Ｗ
ｕ
０
ｔ
Ｗ
ｒ
ｔ
改
配
五
、
頤
腫
皿
的
皿
鵡

、
ノ
、
ｆ
ｅ
陸
喫
，
０
ｔ
ｅ
ａ

，
Ⅲ
ｈ
Ⅲ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｇ
ａ
ｗ
配
ｍ
ａ
配
、
ｍ
噸
Ｓ
Ｒ
Ｃ
曲

の
。
ｎ
Ｕ
ａ
ｅ
ｔ
ｅ
Ｓ
ｒ
ｒ
ｔ
Ｓ

９
４
ｅ
ｌ
Ⅲ
ｙ
ｅ
ｅ
Ⅲ
ｄ
Ｖ
ｒ
Ｓ
蔀
肥
啄
雌
麺
函
恥
皿
錘
園

－

０
Ｊ
ｒ
司
り
ｇ
ａ
、
９
，
ｅ
ｅ
ｎ
．
１
ａ

‐
ａ
甑
、
配
加
ｍ
ｔ
Ⅲ
１
ａ
Ｒ
Ｓ
ｄ
ｔ
Ⅲ
１

ｔ
ハ
リ
０
画
ｂ
ａ
勺
１
ｅ
ｔ

Ｓ
ｒ
、
ｔ
Ｓ
ｄ
ｅ
ａ
Ⅲ
ｙ
Ｓ
Ｏ

ａ
ｒ
ｇ
は
皿
皿
Ⅲ
、
皿
、
ｒ
叩
唾
ｄ
砒
膨

哩
或
韮
、
樫
画
酷
吐
Ｓ
Ｓ
ｐ
ｎ
ａ
Ⅱ
Ｃ
ｅ
ｔ
ｌ
ｔ
ｈ
Ⅲ

ａ
・
１
Ｗ
㎡
０
ｇ
ｒ
Ｏ
ａ
Ｓ
ｔ
画
．
Ｏ

Ａ
配
Ｋ
ｎ
ａ
Ｃ
ｔ
ｈ
㎡
α
串
睦
咋
岨
、
、
９
ｎ

ｅ
ｄ
Ｔ
Ｊ
ｉ
ｄ
《
ｏ
ｒ
９
ｍ
ｍ
ｔ

、
勺
Ｋ
Ⅲ
０
．
１
ｅ
ｎ
ａ
皿

・
１
．
㎡
配
ｍ
ｄ
ｍ
ｍ
函
．
皿
鮨
・
正
鋤
ｍ
ｙ
Ｗ
１
ｉ
ｔ
ｔ
Ｖ
・
１
０

ａ
ｅ
ａ

ｈ
比
Ｓ
ｅ
ｋ
釦
９
ｔ
ｎ
ａ
，
Ｗ
ｉ
Ｗ
ｎ
ｇ
皿
肥
印
ｇ
皿
ｎ

Ｖ
ａ
ｎ
ｒ
Ｏ
ｅ
・
１

枇
加
醜
釧
函
ｎ
ｉ
Ｗ
ｌ
ｉ
ｅ
ｙ
ｎ
ｔ
ｒ
ｄ

ｎ
０
１
血
腫
虹
哩
鋸
ｅ

制
１
．
賑
ｈ
ｐ
埴
昭
ｔ
ｕ
Ｏ
ｌ
ｈ
ｅ
ｅ
Ｓ
ｈ
ｔ
ｅ
ｅ
ｄ
配

＆
産
ｙ
０
１
．
１
ｔ
ｈ
ｅ
ａ
Ｓ
ｎ
ｈ
ｈ
ｅ

ｍ
１
〆
１
・
１
・
１
Ｔ
“
Ｗ
Ｃ
ｙ
Ｘ

ｍ
ｍ
ｅ
↓
ｙ
Ｗ
ｎ
Ⅲ
ｅ

ｔ
ｍ
ｍ
乱
町
鋲
駆
皿
Ⅲ
ａ
血
ｎ

ａ
可
、
、
ａ
で
１
ａ
Ⅲ
画
．
ｅ
・
〈
Ｕ
・
壱
．
１
戸
Ｉ
。
、
ａ

ｅ
、
ｔ
己
０
ｅ
ｅ
ｕ
ｔ
ｎ
ｔ
‐
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
Ｏ
Ｏ
ｅ
刊
ｎ
勺
、
Ｓ

刊
、
可
、
．
Ⅲ
ａ
ｎ
ｅ
Ｓ
Ｖ
ｃ
ｔ
・
１

ｔ
ｔ
ｆ
皿
舵
唾
、
弧
昭
、
昭
ａ
ｕ
Ⅱ０
ｅ
・
１
ｅ
Ｖ
Ｓ
ｅ
・
１
可
ｎ

ｎ
５
Ｏ
Ｏ
ｔ
可
、
〆
Ｉ
Ⅲ
ａ
０
．
１
ｅ
ｒ
ｏ
ｒ
ｔ
，
Ｃ
ｅ
ｅ
制
ｑ
ｅ
Ｗ
ｔ

イ
ー
利
。
Ｗ
ｔ
利
１
５
Ｊ
Ｖ
ｆ
▲
ｔ
ｅ
ｅ
ｅ
ｎ
９
．
１
ａ
制
ｎ

ｅ
ｅ
ｆ
Ｏ
ｄ
、
１
．
１
ｅ
ｈ
ｔ
ｒ
ｒ
舵
麺
．
ｙ
ｔ
ｅ
ｆ

ｎ
可
１
ｎ
．
ｔ
ｏ
ｎ
Ｏ
冠
。
ｙ
０
．
１
可
、
可
、
ｔ
ｒ
Ｏ
ａ
Ｚ
Ｏ

Ｏ
“
０
１
ｆ
ａ
ｎ
、
虹
Ｓ
Ｔ
ｔ
ｏ
ｆ
ｄ
ｖ
ｈ
Ｓ
ｌ
ｔ
ｉ

Ｓ
・
１
戸
工
ａ
ｇ
制
ｈ
ｅ
ｅ
Ｃ
ｒ
ａ
Ｏ
可
、
Ｓ

Ｓ
，
ｅ
Ｓ
・
１
Ｖ
‐
ｏ
ｎ
ｎ
Ｓ
も
り
ｎ

ａ
ｇ
，
ｅ
ｄ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｉ
ｉ
ｅ
ｔ
陸
加
９
ｔ
ｒ

Ｑ
。
、
麺
函
皿
配
皿
ｔ
肥
副
血
遮
ａ
昭
即
ｕ
Ⅲ
Ｈ
爬
睡
咋

加
Ⅱ
ｎ
ａ
ｙ
ｅ

Ｌ
節
血
証
珈
甑
は
恥
飢
減
恥
畑
、
、
肥
ａ
Ｃ
ｉ
ｈ
Ｓ
Ⅲ

Weallareverygratefultothepeoplewhosupportedourexpedition

withdeepunderstandingandheatyencouragement.

translatedbyEriKusuda

－12－



|・登山隊報
生
ロ

1．経緯と登山隊成立

2．登山隊概要及び行動概要

3．隊員紹介

4．遠征活動報告

5．各係からの報告

6．感想

7．座談会





経緯と登山隊成 立

1990年1月、当時のITBP総裁ラマクリシュ

ナ･ラオ氏ご夫妻が訪日の際、寺沢はそのエスコー

トの誉に浴した。その折、より親交を深めるため

にも、また合同隊を出したい旨のお言葉をいただ

いた。

HAJでは、これまでにマモストン・カンリ、

サセル･カンリⅡ峰、キンナウル･カイラス、リモ

I峰、カンチェンジュンガなど数座の山で、イン

ドとの合同登山を実践してきている。この内女性

隊は、1986年IMFとの合同で試登に終ったキン

ナウル･カイラス登山隊一隊である。この隊は、

インド到着後総隊長の行方不明とインナー・ライ

ン入域許可取得に手間取り、目指す山を垣間見た

だけで、涙を飲んだ。

日本側隊長として参加していた寺沢は、時が経

つにつれて薄れていくと思っていたキンナウル再

訪の思いが、前にも増して募るのを感じていた。

キンナウルが無理なら、いつの日か隣接のスピティ

ヘ…そんな思いで資料収集をしていた1989年のあ

る日、稲田理事長よりインドとの合同登山の意志

の有無を尋ねられた。即座に意志表明をし、理事

長のアドヴァイスの下で目標の山を中印国境上の

レオ･パルギャル(6,791m旧標高6,816m)と同

じく国境上でなおかつJ&K州境上でもある、H.

P州の最高峰ギヤ(6,794m)とした。未踏を誇っ

ているギヤは、古くからその名が知られている割

には実体がつかめず、H.P州の最高峰である事が

判明したのもつい最近のことであった。

実施時間を1990年夏にレオ･パルギャル登山と

ギヤの偵察、1991年夏にギヤ登山と決め、ITB

P側の検討を仰ぐために、1990年1月来日中の総

裁に直接お願いした。尚、この段階では混合隊の

つもりであった。

しかし、1990年～91年ITBPとの合同隊によ

るブラマプトラ川ラフティング、91年春同じく合

同隊によるカンチェンジュンガ登山との絡みもあ

り、この計画は1992年まで保留となった。寺沢に

寺沢玲子

とっては、不調な体調調整と資料収集のために充

分な時間が与えられ、むしろ願ってもない事であっ

た。ただし、時間的な面で二座は無理となり、ギャ

ー座に絞った。個人的には思い入れの深いレオ・

パルギャルであったが、スピティ地区の条件付解

禁が近いとうわさされており、射程距離内に入っ

た山より、合同隊のメリットを活かせる山を、と

の思いが優先した結果であった。

目標が具体的になり、いざ本腰を入れて資料収

集を、と意気込んでは見たものの思う様には捗ら

ない。そんなある日、疲れた頭を癒そうとめくっ

ていたハリシュ･カパディア著「THEEXPLOR-

EROFHIDDENHIMALAYA」の中に、見開

き大の白黒写真があった。そそり立つその三角錘

の岩峰がギヤであった。どこかで目にした山だ、

と記憶の糸を手操ると、「ヒマラヤン･ジャーナル」

Vol.44の表紙が浮かんだ。

いろいろ調べていくうちに、スピティ側からの

アブ°ローチはかなり困難で、限られた期間内では

不可能に近い事が判明し、協議の結果目標の山そ

のものを変更する事にした。そうこうしているう

ちに、91年12月21日付で女性合同隊ギヤ登山許可

書が舞い込んできた。

年が明け1992年になると、ITBPの窓口となっ

ていたフカム・シン氏は、ITBPエヴェレスト

登山の準備で超多忙となり、氏の帰国までは、S.

P.チャモリ氏が窓口となった。山を変更したい旨

の申し出は受理され、代替の山が決まり次第再度

申請をする事になった。氏との幾度かの文書のや

り取りの後、チャモリ氏からもIMFからも音沙

汰がなくなり、我々の計画は突然暗礁に乗り上げ

た様に、ストップしてしまった。

12月に入ると同時進行で隊員を募り、この間直

接的間接的に声をかけた女性は実に80名に及んだ

が、その反応は様々であった。興味を示して直接

会いに来る人や熱心に電話や手紙で問い合わせて

来る人々もいたが、最後のツメになるとやはり家
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族の説得が出来なかった、と去る事が多かった。

特に夫君が同じく山を志している女性にこのケー

スが多かったのが、残念でならなかった。

それでも1月には寺沢以下楠田（現姓菅原)、

加藤が、2月に入ってすぐ白沢が名のりを上げて

合同隊条件の最低数は揃った。その後4月に入っ

て山口、亀田を迎え、日本側は手探り状態ではあっ

たが順調に準備を進めて行った。

代替の山に関しては幾つかの候補があったが、

合同隊の利点を活かせる事、衛星峰でない事、適

当な標高である事などを考慮し、2月22日に今回

の6,940m峰に決定して申請した。しかし、この

件に関してもチャモリ氏からの返答はなく、後日、

氏が2月早々 シッキムに転任していた事を知った。

我々の上記申請は、ITBP司令部からシッキム

－14－

のチャモリ氏の手に渡り、IMFに辿り着くまで

に実に3カ月も棚上げになっていた。揚句の果て、

IMFに届いた申請書には「マナ峠に隣接する中印

国境上に位置する山なので、許可は出せないもの

と思われる」という、絶望的なコメントも添付さ

れていたのである。

5月21日、エヴェレスト登頂に成功し、カトマ

ンズに戻られたフカム･シン氏より国際電話が入っ

た。我々の総隊長予定者サントシュ･ヤダヴ嬢も、

登頂者の一人となった。今後の二人の超多忙振り

は火を見るより明らかだ、と判断した尾形事務局

長の強い勧めもあり、寺沢は渉外活動のため単身

渡印、二人の多忙な合い間を縫って話を煮つめ、

6月10日われわれの合同隊はIMFに条件付きで正

式に許可をいただくことができた。



登山隊概要

隊の名称日印合同女性登山隊1992

1NDO-JAPANESELADIESEXP.'92

派遣母体日本ヒマラヤ協会(HAJ)

インド･チベット国境警察(ITBP)

目標の山カメット山群無名峰(6,940m)

登山期間1992年7月12日～9月3日

（先発隊出発から本隊帰国まで）

登山結果8月18日インド側4名及び高所ポー

ター2名初登頂

8月19日日本側6名、連絡官及び高

所ポーター4名登頂

推進の組織（日本側）

会長稲田定菫(HAJ理事長）

実行委員長尾形好雄（同事務局長）

副実行委員長寺沢玲子（登山隊隊長）

事務局長山森欣-(HAJ専務理事）

実行委員八木原圀明、小島守夫、

登山隊隊員

隊の構成

総隊長サントシュ･ヤダヴ（24）

隊長寺沢玲子（40）

日本側隊員加藤孝子（43）

白沢真弓（32）

亀田佳恵（32）

山口恵美子（32）

楠田愛里（31）

インド側隊員ジョティカ･ネギ（27）

バータ･ティムンピ（24）

マムタ･タクール（21）

その他

連絡官アルパナ･パンティ（22）

医師リタ･パテル（32）

高所ポーターサンゲ･シェルパ、パルビル・

シン、ラジェンドラ・シン、ニ

マ・シェルノf，ミンマ･シェルノf，

サンドゥoシェルパ

無線技師カシミール･シン

コツクディカル･シン、サダル･シン
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7月12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

8月1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

行動概要

先発隊（寺沢、楠田）デリー着。

シカール社倉庫からデポ品引出し。

保税倉庫から隊荷引出し。

総隊長と打ち合わせ。

マラリア予防薬買出し。

倉庫整理

一段落

本隊(加藤､山口､亀田､白沢)デリー着

換金、買出し。

IMFにてリパック。

ITBPにてフラッグ･セレモニーo

個装パッキング、デポ品仕方け。

デリー→リシケシ

リシケシ→ジョシマート

ジョシマートにて買出し。

ジョシマート→バドリナート

バドリナート寺院にて祈祷。

バドリナート→ガストーリ

ガストーリ

ガストーリ

中間キャンプ往復。

寺沢、亀田中間キャンプ往復。

ガストーリ→中間キャンプ

中間キャンプ→サラスワティ

サラスワティ<→BC予定地

サラスワティ〈-〉〃

サラスワティ→BC(5,160m)

BC休養

BC停滞（悪天）

C1建設(5,420m)

BC→C1

C2建設(5,730m)→C1

C1→C2アイスフォール直下偵察。

C2→BC

BC休養

インド側BC→C2

日本側BC→C1

停滞

C3建設(6,450m)oインド側C2->

C3日本側C1→C2



オーリーのITBP訪問。

ジョシマート→リシケシ

リシケシ→デリー

加藤、亀田デリー発（翌日成田着)。

ITBPにて祝賀会。

ITBP総裁宅にてディナーパーティ。

IMFにて祝賀会。

フカム・シン氏宅にてホームパーティ。

デポ品をシカール社へ。

寺沢、楠田、山口、白沢デリー発。

成田着

インド側初登頂、C2泊。

日本側C2→C3

日本側登頂、C3泊。

インド側C2→BC

日本側C3→BC

BC休養

ラタコナキャンプ訪問→サラスワティ

サラスワティ→ガストーリ

ガストーリ→マナ→バドリナート

バドリナート

バドリナート→ジョシマート

18日

27日

28日

29日

19日

20B

21日

22日

23日

24日

25日

26日

30日

31日

9月1日

2日

3日
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隊員紹介

①氏名②係③生年月日④血液型⑤所属山岳会⑥住所･電話番号⑦勤務先⑧海外登山歴⑨人物紹介

①寺沢玲子ReikoTERASAWA②隊長･渉

外③1951年8 9日④A型⑤わらじの仲間

⑥〒343埼玉県越谷市蒲

49⑦主婦⑧198膵ネパールイムジャ・

ツェ(6,169m)、1986年インドキンナウル･カ

イラス(6,473m)隊長、1987年インドヌン

(7,135m)、1988年中国ケニ(6,204m)初登頂

1988年パキスタンガッシャーブルムⅡ(8,0

35m)⑨聖母マリア様を思わせるその風貌と性格。

隊員の短所をカバーし長所を120%にも引き出さ

せる。どんな嫌われ者に対しても必ず美点を探す

ことができる。この人に嫌われる人は極悪人だろ

う。国の内外を問わず辺境の地を好む。上越国境

霜

～

稜線ヤブコギ完全歩（?）破。ヒマラヤ辺境の地

についての情報収集に傾ける熟女パワーは津軽で

培われたねばり強さからくるものか。

猫が大好き。忍耐強いご主人を所有する果報者。

①加藤孝子TakakoKATO②医療･気象･環

境③1948年9 2日④A型⑤石楠花同人

⑥〒279千葉県浦安市舞

4⑦都立葛西南高等学校⑧1976年アフガ

ニスタンマゾリシャリフーヘラート⑨隊員唯

一のお母さん。肝っ玉パワーを如何なく発揮し、

インド隊員からも「ママ、ママ」と親われていた。

全隊員の耳掃除を引き受けてくれる優しい面もあ

れば、ゴミ回収に厳しく目を光らす面もある。長

年山で鍛え続けた脚力は大したもので、空身の下

りはポーターと張り合える程。語学がてんで…と

恐縮していたが、大きなジェスチャー、豊かな表

撫
鐡

ア‘劃

、：竃

恐"S&_;薩r"-j

情で最年少のマムタとは母子の様に語り合ってい

た。俳句や声楽（!?）にも通じる。二男とハンサ

ムなご主人有り。

①白沢真弓MayumiSHIRASAWA醒備・

輸送③1959年6 日④A型⑤BUSH山の

会⑥〒142東京都品川区平塚

14⑦オムロン株式会社⑧1988年夏ス

イスマッターホルン(4,487m)登頂、フランス

モンブラン(4,807m)登頂、1989年夏旧ソ連

レーニン峰(7,134m)、1991年夏アルゼンチン

アコンカグア(6,958m)登頂隊長⑨四六時

中元気で明るい。遠征中静かだったのは、う。ジャ

(祈祷）の最中&就寝中＆ゲーム・ボーイをやって

いた時だけである。準備段階早々徴密な装備表を

作ってきて感心を集めながら、現地で大チョンボ

を披露するといったようなフェイントが得意技の

ひとつ。「世の中私中心に回っているからそう悪

くないんじゃないかな」という持論通り、この人

には人を引き込む求心力がある。独身。
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①亀田佳恵YoshieKAMEDA②装備③

1959年 20日④A型⑤山鯨会やまくじら

⑥〒29 2干葉県長生郡長柄町山

487⑦長生町立日吉小学校⑧無

⑨日本国内の登山競技大会で2度の優勝経験有り

なだけに、歩荷力No.1．撤収の時は夜逃げ状態

の如くあれこれ外側にもぶら下げたザックを背に

軽やかな足取りを最後まで崩さなかった。水汲み

等の面倒な雑用には率先して動き回り、なおかつ

常に周囲を気遣うあの余裕はやはり超人的体力の

為せる技だろう。優しい姉さん先生声で「だ｡め．

じゃ･な･い」と言われると、つい素直に頭を下げ

てしまう。独身。

①山口恵美子EmikoYAMAGUCHI②食

料③1959年 0日④AB型⑤無所属⑥

〒136東京都江東区大島

24の有)寿草園薬局⑧1988年アンナプ

ルナ方面トレッキング⑨神がかり的なその性格

から山の世界にのめり込む。全ての物事にマイペー

ス。決してあわてふためいた醜態を人前に晒すこ

とはない｡BCにおいてはこまめに日本食を作っ

てはメンバーの食欲を満たしてくれた。エミちゃ

んとエリちゃんでは間違え易い、という理由から、

エリちゃんより「ジョン」の呼名を賜り、結構気

に入っていたらしい。負けず劣らず人知を越えた

ご主人と漢方薬店を営む主婦である。商売上の故

搾
嫡

戯 雄、

影一
咽P
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明
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44騒ゞ
か日頃からスパイシーな食物に慣れていて、イン

ド食にも始めから体調を崩さぬ強さも見せた。イ

ンドより帰国数カ月後、夫婦そろって禅の修行を

始め、今後山から遠ざかり余生を寺ですごす準備

を進めている。

①楠田愛里EriKUSUDA②食料･輸送③

1961年 14日④B型⑤わらじの仲間⑥〒

168東京都杉並区高

72⑦ブリストル･マイヤーズスクイブ

㈱⑧1984年インドZ3(6,270m)、P､6,000

(ラハーモ）初登頂⑨「ねえ、“愛"は"LOVE"

でしよ。だからさあ、あたしのこと“ラブリー"っ

て呼んで｡」などと、すっとんきょうなことをの

たまうカワイイ奴。インドにおいてはITBPの

接待をその得意とするインド英語とものおじしな

い性格で一手にひきうけてくれる。渉外で多忙な

隊長の片腕ともいうべき存在。

“歌って踊れるクライマー"を自負する。帰国

後の11月に挙式を供にする婚約者からもらったシュ

ラフで毎晩幸せに夢の中…だったかどうか。

愛称エリチャン。このあまりにもの幸せ者に対

して誰もラブリーと呼ぶ者はなかった。
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①SANTOSHYADAVサントシュ・ヤダヴ

②1967年10月

⑨92年エヴェレスト女性最年少登頂記録を樹立。

ITBP任務、有名人業務（インタビュー、etc)、

そして遠征隊総隊長としての仕事と朝から晩まで

大忙しだった。同年齢の日本人ギャルだったら泣

き出しそうなプレッシャーをものとのせず、遠征

成功の為にがんばった。ポーターを烈火の如く怒

鳴り飛ばす時は鬼気迫る軍人顔だが、BFのウッ

タム氏の前ではシャイな少女の顔に。遠征終了後、

彼とゴールイン。そして93年5月女性初のエヴェ

レストV2を果たし、公私共に快走中。

①JYOTIKANEGIジョティカ・ネギ

③1965年4月1

⑨物覚えが良く、簡単な日本語会話や平仮名を遠

征中にマスターしてしまった｡(一説によれば、

デリーで会った某日本隊隊長に①レターを送る為

の猛勉強だったとか｡）いつも陽気で、時に27歳

とは思えぬほどのはしゃぎぶりを示す。しかし登

山活動中はどんなに顔がむくんでも荷物を減らそ

うとしない頑固さもみせた｡93年、某隊長氏の事
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をすっかり忘れて職場結婚。

①BHANITATIMUNGPIバータ．ティムンピ

③1968年3月

⑨キャラバン初日、最後部に陣取って「列を乱し

てはだめ」「もう少し早く」と色々指図する彼女

に日本側が辞易する一幕もあった。要するに仕切

り好き・世話好きの大家族系長女型oBCでは日

本側テントにちょくちょく遊びに来て、あらゆる

日本食に底無し胃袋で挑戦した。夜毎聞かせてく

れた美しいソフ・ラノはアッサムの茶畑で鍛えた賜

物。帰路家族への土産を買い込んでいた孝行娘で
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もある。独身。

①MAMTATHAKURマムタ・タクール

③1971年4月

⑨隊最年少。少女向ファッション誌のモデルが出

来そうな愛くるしい顔立ちだが、国内有力スキー

選手だけあって、小柄でスリムな体にみなぎるパ

ワーはサントシュ総隊長に次ぐものがある。負け

ん気も人一倍強く、アタック隊メンバー選考の初

段階で一次隊に入れなかった時は大粒の涙を流し

た。ベビーフェイスのマムタの存在が、日本隊員

達が大人げ無くなる事を防いでいた気もする。も

…

‘堂鋪龍

ちろん独身。
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①RITAPATELリタ・パテル

③1960年12月

⑨ドクター。インド隊員中最年長者だけあって、

総隊長の精神的サポーター役も務めた。登山経験

が少ないとの事だったが、スロー･ペースながら

C2まで登り切った。シャワーに無縁の遠征中は

｢テリブル、テリブル」を連発し、デリーに帰る

とすぐに美容院に行った程のきれい好きは職業柄

か。ドクターとして活躍する場は少なかったが、

絶やさぬ笑顔は隊員達のビタミン剤になった。独

①ARPANAPANGTEYアルパナ・パンティ

③1970年7月1

⑨リエゾン･オフィサー。バドリナートの露店商

から「ジャパニーズ?」と声をかけられたほど日

本人的な容貌。基本的には育ちの良いお嬢さんら

しくおおらかでおっとりした性格だが、一度たが

が外れると踊るわ賭けるわのジャジャ馬娘に大変

身。リエゾンとしての任務はさぞ重荷だっただろ

うが、日本隊には常に気を配ってくれた。遠征全

般の面倒を見て下さったフカム・シン氏のひとり

①KASHMIRSINGHRANAカシミール・シ

ン・ラナ“1歳

⑨無線通信士。穏やかな中年紳士。怒った姿を見

た事が無い。真面目な顔で語りかけてくるので姿

勢を正して耳を傾けると実は冗談を言っていたり、

のオチャメな面もある。毎夜、奥さんといかに愛

し合っているかを聞かされた。登山活動中はBC

を守り、毎日祭壇で隊員達の安全を祈ってくれて

いたという。

①DIKARSINGHMETHAディカル・シン・

メタ③24歳

⑨コック。インド食初体験の日本隊員も二重丸を

付けた腕前。髪をきちんと撫で､黄色のサテンジャ

ンバーを愛用する。キッチン・テントに遊びに行

くと色々なヒンズー語を教えてくれた。コックの

仕事以外に歩荷にもかり出され、彼曰く「91年カ

ンチの時より疲れた｡」遠征後一児のパパに。

ざ鵡半識嚴’ 津

~

身。

~
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盛

娘。1993年よりデリー大学で日本語の勉強中。独

身。
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①SADARSINGHサダル・シン

③22歳

⑨キッチン･ボーイ。夕食後は泡踊りにスネーク

ダンスをミックスした様な舞踊を披露してくれた。

パンチ・パーマ風の髪型のせいか、年よりもやや

老けて見えたが、下山後制服に身を固めた時は初々

しい青年兵になった。

①SANGESHERPAサンゲ・シェルパ

③32歳

⑨H.A.Pのリーダー的存在。91年カンチ遠征、92

年エヴェレスト遠征に参加し双峰とも登頂。その

功績を認められてITBPのメンバーになったo

小柄だが胸板はぶ厚い。顔中クシャクシャになる

人なつこい笑顔に何度救われたことか。ダージリ

ンに愛妻と二児がいる。

①MINGMASHERPAミンマ・シェルパ

③24歳

⑨H.A.P｡92年エヴェレスト隊で彼の実兄が登頂

を果たしている。仲々の二枚目だが如何せんかな

り年上の日本隊とは色恋沙汰に至らなかった。血

統がいい上に英会話も巧みなので今後引き手数多

になるだろう。独身。

①NIMASHERPAニマ・シェルパ

③31歳

⑨同年齢だと言われた楠田隊員が思わず「うそ！」

と叫んでしまった程、一見40歳前後に見える彼は

陽気なダージリンシェルパの中で唯一寡黙な人。

誠実さにも溢れ、行動中はさり気無く最後部につ

いて遅れ気味な隊員をフォローしてくれた。ゴツ

い体に似合わぬはにかんだ笑顔が印象的。二児の

ﾉfﾉ､fo
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①SAMDUSHERPAサンドゥ・シェルパ

③21歳

⑨顔立ち体つきは立派な好青年だが、しゃべり方

は腕白小僧。声が大きく、仲々止まらなかった加

藤隊員の寝言を「ダア！」のひと言でぴたりとシャッ

ト・アウトした。可愛い弟分として日本隊の中で

は1番人気だった。独身。

①BARBIRUSINGHバルビル・シン

③41歳

⑨外国隊のH.A.Pとして、また自分の山岳会の山

行でインド国内の山々を登っているベテラン。ジョ

シマート出身で、バドリナートやマナ村に顔見知

りが多い彼に助けられた面もあった。最初はひと

りでいる事の方が多かったが、山の話で打ち解け

てからは(&Takein-Takeout''にも率先して手伝っ

てくれるようになった｡78年HAJトリスル隊の

H.A.Pでもあった。

①RAJENDRASINGHBATTEラジェンドラ・

シン③39歳

⑨他のH.A.Pが隊員と一定の線を引く中、この人

だけはインド側の若い隊員達とかけ合い漫才をやっ

てのけた。バドリナートで会った彼の弟は職業医

者というインテリ青年だったが兄貴は風来坊といっ

た風。実はウワバミだった事が下山後判明したが、

登山活動中ガソリン切れの様子も見せずよく動い

てくれた。

申期群
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’先発隊 両氏それにシカール社員と通関に出掛ける。シー

ズン始めのせいか、思っていた程の混雑ではない

が、空港官吏も先の選挙後新任者が多くなったと

かで、ただでさえ時間のかかるのに輪をかけてノ

ロイ。遠征隊の装備が条件付きで無税措置がとら

れる事を理解してもらうまでに無駄な時を費す。

ようやく荷受けの段になったが、どういう手違

いか全荷の荷受人が今村氏になっており、これを

別々にTBREを切ってもらう為にまたしても手

古摺る。それでも何とか本日中に荷は各々のホテ

ルに搬入する事が出来、安堵する。

夜フカム・シン氏一家が来室。この日ヒマラヤ

ンクラブのパーティがあり招待を受けていたのだ

が、寺沢は通関に手間取り出席出来なかった。そ

れでも楠田の機転で座が保てたと聞かされ、楠田

に深く感謝する｡<無能な隊長の下には有能な隊

員が育つ＞の見本の様な我々の関係である。

7月12日（日）曇後快晴

身内とヌン隊の森尾氏に見送られ、ヌン隊先発

隊員の野沢井、川上両氏それに楠田と機上の人と

なる。9日に公文をインド大使館に持参し、何と

かビザが交付されるという離れ技で予定通り出発

の運びとなり、ドッと疲れが出そうな空の旅であっ

た。インディラ・ガンジー空港に着くと、フカム・

シン氏と我々の総隊長サントシュ嬢がイミグレの

中まで迎えに来ている。完全にVIP待遇である。

しかし、我々と一緒にVIP用出口から出た野沢

井、川上両氏は出迎えのシカール社員と会えず、

結局タクシーでホテルへ。後日この件でCap.ク

マール氏に謝る羽目になる。この間に人の良い野

沢井氏は関西の中年女性2人組を拾ってしまい、

フカム・シン氏は彼女達のタクシーの手配までし

て下さる。

我々の宿は着く早々初日から停電。異様なムシ

暑さの中、さっそくヘッドランプの生活となる。

7月13日（月）快晴

IMFへ行き事務局長のモール氏、それにイン

ド側の隊員や高所ポーターに会う。そうこうして

いる内にヌン隊の今村隊長が到着し、相談の結果

協力し合って先発業務に当ることにする。華著な

我々にとっては、三氏は頼もしい存在である。

楠田は野沢井、川上両氏とデポ品の引き出しに

シカール社の倉庫へ、今村氏は通信省へ。寺沢は

アナカン引き出しの書類が整い次第S.D.シャ

ルマ氏と保税倉庫へ行く事にしたが、全て揃った

のは18時過ぎになり、本日はひたすら座して待つ

だけが仕事となった。

夜、フカム・シン氏とITBPカシミール部隊

のネギ氏の訪問を受ける。どこかでお会いした方

だと思ったら、氏が訪日なさった時にエスコート

したのが寺沢だったことを思いだした。

7月14日（火）晴後快晴

楠田は野沢井氏と買い出し。寺沢は今村、川上
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7月15日（水）晴

午前9時、サントシュ来室。具体的な行動予定

や食料、装備、タクティクスを打ちあわせる。こ

の時の打ちあわせですっかりお互いの意見を出し

合っていたと思っていたのは寺沢だけだったのか、

はたまたこの日の事を忘れてしまったのか、登山

活動開始後は悩ませ続けてくれた総隊長のタクティ

クスであった。

夜、Cap.クマール氏宅に招かれる。フカム・

シン夫妻それにIMF総裁M.S.コーリー夫妻

の姿もある。おめでとう、夢が実現しましたネ、

とコーリー夫人の暖い手に手をとられ、この1カ

月が遥か昔の事の様に感じられた。

若く明朗なインド側隊員は、野沢井氏の爪弾く

ギターや川上氏の笑顔それにカンチェンジュンガ

登頂者の今村氏との同席に、いたく満悦していた。

7月16日（木）曇一時雨

9時サントシュと恋人のウッタム氏来室。コン

ノートヘ買い出しに出掛ける彼女のジープに同乗

させてもらう。ウッタム氏の助けを借りてマラリ

ア予防薬を買い求める。200mf×50錠でRs27とい

う安さである。時間に余裕があれば現地購入をお

推めする。

ヌン隊と翌日の打ち合わせをし、ホテルへ戻る。

連日の停電やトイレのトラブルで、ついに部屋を

替えてもらう。5日振りに湯のシャワーを浴び、

一気に身も心もリフレッシュした様に清々しい。

しかし、今宵もまた停電……。

7月17日（金）曇

楠田は野沢井、川上両氏と倉庫整理。寺沢はヌ

ン隊のブリーフィングに同席するためIMFへ。

ヌン隊の連絡官はカシミールでの一連の紛争を考

慮されてITBPのS.B.シャルマ氏に変更に

なった。夕方に変更されたブリーフィングまでの

間に、連絡官の装備を確認してもらう。大柄な彼

にはあらかたの装備が小さい。

昼食後、日本大使館へ挨拶に伺う。その後ブリー

フィングをするがこの席上1993年の中・ネ・イ合

同女性エベレスト登山隊への装備売却依頼をされ

る。残念ながら翌年のサマーキャンプに全装備が

必要なHAJ隊には力を貸せない依頼である。

7月18日（土）雨

雨のためか涼しく、明け方は23･Cまで下る。

仕事も一段落したので楠田は野沢井、川上両氏

とオールドデリー散策に出掛ける、後で苦しむ事

になる事も知らずに．…･･･

明日は本隊が到着する。束の間の平穏とばかり

に、先発の労を謝して5人で夕食を共にする。

（記・寺沢玲子）

7月19日（日）デリー小雨後曇後晴

とうとう下痢になってしまった。ヌン先発組に

電話したら案の定、N君&K君も。昨日オールド

デリーで食べた極安ランチに見事3人共ノックア

ウトされたのである。そんなワケで本隊の出迎え

にも行けず、日がな一日ホテルに缶詰状態。寺沢

はフカム・シン、サントシュ両氏と共に登山隊の

ピックアップ°に空港へ。内務省のサボタージュに

起因する今年のビザ発給の遅延に頭を悩ませてい

た氏は、本日到着する日本隊を全てスムースに出

したいので寺沢にも協力する様にと、特別措置で

3人共イミグレ内まで入れてもらう。ヌン隊、女

性隊、JR隊と次々と日本人を探し出す。労山隊

は我々が手を貸すまでもなく、近藤、山中両氏が

素早く処理されていた。加藤隊員の持ってきてく

れた紀州の梅干しが大粒の宝石に見えた。

アプローチ

デリー～バドリナート

7月20日（月）デリー曇

熱は下がるも腹痛が引かない体にムチ打って、

昼から皆とコンノート・プレイスヘ。換金や買い

出し等手分けして行う。夕刻よりハリヤナ州主催

のパーティに出席。州出身の功労者の授賞式典で

サントシュ総隊長にもトロフィが授与された。

7月21日（火）デリー

昨日の無理が崇って再び絶不調。先行きの不安

に枕を涙で濡らす私を残し、他メンバーはIMF

で共装のリパックを行い、夜はフカム．シン氏宅

にてホームパーティ。

7月22日（水）デリー

朝ITBPのオフィスへ行き、フラッグ．セレ

モニーのリハーサルを行う。楕円ドーナツ状の大

テーブルにはひと席ずつマイクが並び、とても場

違いな自分に思えてくる。一旦ホテルに戻り、半
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病人の私以外はIMFで残りの梱包作業を行うo

l5時30分ITBPオフィスにてフラッグ・セレ

モニー。テレビカメラまで登場の物々しさの中、

総隊長、隊長、ゲストの政治家らの挨拶の後、国

旗や所属団体の旗を付けたピッケルを重ね合って

終了。ホテル帰着後、個装のパッキングやデリー・

デポ品の仕分けを深夜まで行った。

7月23日（木）デリー→リシケシ晴後曇

午前中早々IMFに移動。未だに共装のパッキン

グをしているインド側を目にし、今日の出発に一

抹の不安を覚えたが、予定より大幅遅れの15時、

真紅の横断幕と花に飾られたマイクロ・バスはI

MFを後にした。交通渋滞のデリー市内をようや

く脱出し、田園地帯に入る頃にはもう薄暗くなっ

てしまった。飾り付けをした天秤状の竿で、リシ

ケシから聖水を運んで来る巡礼者の列が道沿いに

間断無く続く。彼らの為に主要道路が部分的に閉

鎖されている為、何度も迂回路を通る羽目になり

仲々リシケシに近づかない。リシケシ間近の所で

再び主要道路に戻ると、路上いっぱい巡礼者の行

列で埋め尽くされ、道の側にもぎっしり巡礼者が

寝転がっていて、男性スタッフが外に出てバスを

先導しながらの前進となった（巡礼者達はハイの

状態、少しでも気嫌を損ねるとバスに火を付ける

恐れさえあった、とは翌日の総隊長談。そう言え

ば彼女は、群衆の中から脱出するまでずっと、巡

礼者達にお祝の言葉のようなものを投げかけてい

た)。午前1時、リシケシ着。ところが宿が閉まっ

ていて、結局ITBPキャンプで軽い休息を取る

事になった。

7月24日（金）リシケシ→ジョシマート曇後晴

夜明け前に出発。スリナガールで朝食。道は一

応舗装してあるが、細かい砂塵がバスの中に入り

こむのか、Tシャツは黒ずみ髪はゴワゴワになっ

てしまう。途中エンストしてドキッとした以外は

何のハプニングにも遇わず、夕刻無事ジョシマー

トに到着した。山腹の上方まで家力泣ち並び､思っ

ていたよりも町らしい町。寝不足と長時間ドライ

ブのせいで、夕食後シャワー抜きで就寝。

7月25日（土）ジョシマート曇一時晴

インド隊員達は最後の買い出しに出かけ、日本

側は近所を散策｡午後は有志で学校や寺を見て回っ

た。最後の寺でお互いの母国語をワイワイ教え合っ

ていたら「うるさい出ていけ.'」と老僧に怒鳴ら

▲サラスワティ川周辺概念図RoughmaproundofSARASWATIRIVER
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▲バドリナート寺院BadrinathTemple

れてしまった。

7月26日（日）ジョシマート→バドリナート雨

ジョシマートから一旦谷底まで下り、対岸に渡っ

てから上流へと向った。昨夜の大雨の影響か物凄

い激流だ。スラブ状の苔むした岩壁群が左岸沿い

に続く｡3時間程でバドリナートに着いた。有名

な聖地だけあって、門前の出店も仲々の賑わいで、

寺のスピーカーからはひっきり無しにお経が流れ

出ている。標高3,100mなので夜はさすがに肌寒

くなった。

7月27日（月）バドリナート曇一時雨

4時起床。寺前の温泉で沐浴してから祈祷に参

加した。ある程度のお布施を納めた人以外は入れ

ない本堂の奥に、黄金色を基調とした祭壇があり

中央に黒いご本尊（ヴィシュヌ神）が祭られてい

る。僧達のお経に合わせて、1人の男性がご本尊

に水や葉をかけたり、祭壇に飾り付けをしていく。

香料の入った油や火の付いたお盆がこちらに運ば

れて来る度、信者の手が先を争うように殺到し、

改めて信仰心の深さに驚いてしまった。2時間に

及ぶ祈祷の後、お堂の周りを11周した。神様の像

が11体あるからだそうだ。神様に最も近い僧侶の

方にも特別に会う事が出来た。祭壇の中にいた男

性で、その人しかご本尊に触れられないらしい。

神様のﾌ゚ ロマイド（?！）と枝や葉の詰まった小袋

をプレゼントしてくれた。

午後、寺の裏山へハイキングに出かけた。小川

が流れる草原状のスロープを登りきった所で休憩。

雪溪が上方に見え、その奥にあるはずのニルカン

タは雲の中に隠れてしまっている。木の枝を山の

ように背負った女性が時折町の方へ下っていくが、

中には編物をしながらスイスイ歩いている人もい
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た。夕方、寺の前で集合写真を撮影した。12人の

女性がお揃いのピンクのポロシャツを着ているの

で、注目の的だった。

インナー・ラインを越えて ’
7月28日（火）バドリナート→ガストーリ

隊荷と共にトラックに乗り込み、マナのITB

Pキャンプへ。ポーターとの交渉がスムーズにい

かず、総隊長だけ後発する事になったo8時過ぎ

出発。チベット系の顔立ちの村人と挨拶を交わし

ながら、マナ村を通過。村外れの石橋（直下は深

く切れ落ちたゴルジュ）を渡り、道は緩やかに高

度を上げていく。最初の石室で休憩。ここら辺り

からサラスワティ川の様相は穏やかになった。対

岸の斜面にも山道が続いているが、旧道らしく所々

跡が不明瞭になっている。昔はチベットとの行商

路になっていたそうだが、今ではITBPや軍の

人々、放牧目的の村人が使用するだけだ。銃を抱

えた兵士とすれ違ったり、ヘリポートを目にした

りで、インナー・ラインという微妙な地域に入り

こんでいる事を実感する。小さな沢の徒渉や雪溪

のトラヴァースもあった。夕刻、ガストーリに到

着。美しい岩肌の山々に囲まれ、その向うには白

い峰々も見える。カマボコ型の建物が私達の宿と

なった。隊荷の方は、途中で荷を置いて引き返し

マナ

パドリナートの約3km北にある、サラスワティ川

沿いのインド最北の集落、民族的にはボディア族で、

マナに住むボディア族はMarchhaとも呼ばれる。1

992年現在300世帯約2,000人。その全てがヒンドゥ

教徒でカースト的にはクシャトリアに属している。

氏名の最後には必ずSinghが付く。女性は独特の衣

類をまとい、ヒンズー語とチベット語の交じった言

語を話す。以前は、チベットとの交易が盛んだった

が、現在はその代りとなるような収入源は少ない。

かってテリー藩主の追害から逃れようとした近郊

の住民達がマナ峠を越えてチベットへ身を隠し、そ

の後安住の地をこのマナに定めたという。政府の記

録にBhotiasとある事から一時はBudhistと誤解さ

れた事もある。

また、叙事詩マハーパーラタ縁の地でもある。

(KAILASMANASAROWAR-S.PRANAV

ANANDA+現地聞き取り）



てしまったポーターもいて半分も到着せず、夕食

後はインド側と共に輸送計画を練り直した。夜中

胸苦しくてよく眠れなかった｡(記・楠田愛里）

7月29日（水）ガストーリ晴

今日は行程が長いので、3時30分起床。しかし、

夜にあまり眠れず寝返りばかりをうち、喉が乾く

と思ったら体温が37.8.もある。医師のリタさん

に「高度障害による熱です。他に異常はありませ

ん」と診断され、今日の予定は変更、ガストーリ

にもう1泊する事となった。みんなには申し訳な

いけれど、何もやる気がおこらない。水をたくさ

ん飲み、トイレに足しげく通うと、熱は徐々に下

がっていった。

7月30日（木）ガストーリ晴時々曇

ポーターが思う様に集まらず、荷物が大幅に遅

れているので今日もガストーリ泊となる。今日は

亀田さんが下痢の洗礼を受け絶不調、元気がなく、

ぐったりしている。私は復活し、髪まで洗って気

持ちがいい。

それにしても昨夜は恐かった。大きな声で叫ぶ

様に寝言を言った人がいたのだ。それがまた止ま

らない。私なぞ、高度障害では？と懐中電燈を一

旦つけたがすぐまた消し、他の人は声すらたてな

いO"どうしよう”と思った瞬間「グー.'」と高

所ポーターの一声。寝言はピタリとやんだ。…寝

言の主は加藤さんとのことでした。

7月31日（金）晴時々曇

高度順応のため、次のテントサイト予定地まで

元気な者は往復する。5時起床、6時30分出発。

亀田さんは途中で気持ち悪くなり、寺沢さんと戻

る。復活ならずである。

■ J蕊

一－

--写一､

▲アルワ河上流に望むチャンドラ・パルバット

ChandraParbatupperofArwaRiver

前半はほとんど平らだが､後半2時間ほどはけつ

こうな登りで息が切れるo11時テントサイト予定

地着（約4,600m)oカメット、マナ、デオバンの

ピークが望める（編者註:P6,910周辺の間違い)。

当初の予定ではガストーリからサラスワティを1

日で歩く事になっていたが、途中の川の徒渉が危

険なため急きょ高捲きのルートがとられ、この地

がテントサイトとなったわけである。

ガストーリに戻るとポーターに預けた荷物は全

て着いており、頭痛が出た者もいたがみな軽く、

元気であった。

8月1日（土）ガストーリ晴

フカム・シンさんがヘリコフ°ターで来るとの事

で、今日もガストーリ泊となる。結局は天気がは

かばかしくなく、来られなかったのだが…。寺沢

さんと亀田さんは次のテントサイト付近まで往復

し、あとのメンバーは思い思いに一日を過ごす。

洗濯したり、昼寝をしたり･･･・午後には白玉だん

ごを作り、小豆ときな粉で食べてみる。なんとも

なつかしい味だ。日本のSweetはインド女性には

好評だが、男性にはとんと不評であった。高所ポー

ターのみなさん、無理矢理食べさせてゴメンナサ

イね。

8月2日（日）ガストーリ→中間キャンプ曇時々

夜半強雨

7時20分出発o12時40分テントサイト着。昨日

のテントサイトより2kmほど先のもっと広い場所

で、もうテントが設営されつつある。気持ちの良

い場所である。羊と羊飼いのおじさんもいる。夕

食までインド側の人と共にカードに盛り上がり

(特にババヌキ）とても面白かった。

8月3日（月）中間キャンプ→サラスワティ曇

時々晴

7時50分サラスワティヘ向かう。昨日調子の悪

かったバータも元気を取り戻し、パリバリ歩いて

いるo30分ほど下ってまた元のサラスワティ川沿

いの道に出る。あとは平坦な道でとても歩きやす

い。もうすぐラタコナか、サラスワティかという

所でITBPの兵隊さん達がチャイとパイナップ

ルの缶詰を手に迎えてくれた。そのパインの美味

しかったこと.'テントは高所ポーターによりラタ

コナキャンプの500m手前のサラスワティに設営
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P.6,910upperofUttariChamraoGal
▼中間キャンプ周辺より望む6,910m峰

盈審~~意匙

されており、私達は11時30分に着くとすぐさまラ

タコナキャンプに昼食を招待され、心のこもった

歓迎を受けた。ん－．'こんなお姫様山行でよいの

だろうか？いつになったらBCに着くのだろうか？

8月4日（火）サラスワティ曇夜半雨～雲

標高は4,570m、ラタコナキャンフ・にフカム・

シンさんが来られるとの事で待つが、天気が悪い

のでヘリが飛ばない6午後から高度順応をかねて

荷上げを行う事となった。ミュールやラタコナI

TBPの兵はBCまで上がらない、というのでこ

れから荷物は全て自分たちで運ばなければならな

い。このぶんだと予定通り帰れないかもしれない

が、しかし無理は禁物である｡BC(標高5,160

m)までは約2kmの行程で、2度の荷上げの予定

が雨のため1度になる。そして一晩中雨は降って

いた。

8月5日（水）サラスワティ雲後雨後曇

明け方麦に変わった雨は、まわりの山々を少し

だけれど白くしていたo7時ごろには雨も上がり、

荷上げを開始する。モレーン帯なので濡れた岩に

注意しながら登る。なにせ、出発前に楠田さんが

滑っておしりを思いっきりぶつけた後だから……。

約1時間ほどでBCに着き、テントサイトに戻

り朝食。朝食ぬきはさすがにつらい。それにして

もサンゲさんたちの下りの速い事速い事、なんと

BCから15分で下ってきたと言っておりました。

午後再度BCへ荷上げをする。明日はいよいよB

C入りである。

8月6日（木）サラスワティ→BC晴後曇夜半雨

朝起きると、外にはラタコナITBPの兵隊さ

んが10名ほどおり、荷上げを手伝ってくれるとの
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話。バンザイこれで少しは楽になったとぬか喜び

の私o2度の荷上げも12時には終るし、待望のB

C生活がやっと始まったのである。予定から遅れ

る事1週間、不安も多いがとにかくここからは目

指すピークが見える｡(ピークは2つ見え6,940m

は左だ右だと意見がインド側と分かれているけれ

ども…）それにモレーン帯はまだまだ続くらしく、

BCには雪はなく寒さの心配はなさそうである。

荷物の整理後すぐにBC用食料のカートンを開け

る。日本食が食べられる.'悩んだ末にみそ汁と海

草サラダを作り、大好評であった。亀田さんなど

｢涙が出そう」と感激していた｡(記・山口恵美子）

吾山日誌

8月7日（金）朝方霧後晴れ、夕方霧雨

午前中入山にあたってのプジャ（儀式）を行う

ことになった。陽気なハイポーターたちの手によっ

て目ざす山に向かって石積みの祠が作られた。中

には神様のプロマイドと供物、お香、お花が供え

られたolTBPのキャンプ｡からひかれてきたと
●●●

思しきつがいの羊が傍の杭に繋がれている。

敬戻なヒンドゥー教信者でありいつも和やかな

無線技師カシミールさんがお祈りを始める。その

後に隊員全員が座し黙祷をする。約1時間で儀式

は終わり、雄の羊は昼食用に連れ去られていった。

予定よりもBC休養日が少なくなったため、BC

食を食べられるだけ食べることになった。ケーキ、

海藻＆ツナ＆コーンサラダ、なめこ豆腐みそ汁。

BC食係の山口さんは休む間もなく何か食べ物を

作っていた。

8月8日（土）朝方霧後曇後雨

今日からC1へ荷上げ開始の予定だったので5

時半に起きて準備をする。ただ外は霧が深く、し

ばらく様子を見ていたが好転しそうにないため、

今日も休養日となる。洗濯もできないので一日中、

食べていた。

8月9日(B)C1建設朝方霧後雪、午後曇

今日こそはC1へ荷上げをせねばならない。雪

もちらつき始めた8時近くにBCを出発する。先

に偵察をしてくれていたハイポーター達が先頭を

行く。若いインド隊のメンバーがその後に続く。

ちょっと平均年令が高い日本隊はマイペースでそ



の後に続いたoC1まではバルパラ氷河左岸沿い

のモレーンを行く。標高差が500mもないのだが、

大きな岩を登り降りしなければならなかったり、

側壁からの落石に気を使ったりでけつこう疲れる。

約2時間半から3時間でC1に到着するが、霧が

深くて先の山を望むことはできない。又位置もはっ

きりわからないままBCにもどる。ハイポーター

3人がC2を偵察する。

8月10日（月）曇後雲。夜、雪

10時にBCを出発する。打合わせがまずかった

ようでテントの数と人数がかみあわない。ツェル

トでも張ってゆったり寝ようということにしたの

だが、ハイポーターたちが「それはよくない」と

いってドラゴンテントを日本隊に空けてくれる。

申し訳ないが、そうさせていただく。どうもイン

ド隊は狭いテントで上部キャンプをやりすごそう

という計画のようだ。日本隊の方針とズレが生じ

ている。又BCでの打ち合わせがまずかったよう

で、昨日ハイポーターの偵察してきたC1からC

2へのルートは、ひとつ手前の谷で誤りであった

ことがわかった。明日はロープ等回収してC2建

設をやり直さねばならない。連日活動しなければ

ならなくなったポーターたちの疲労が気になる。

8月11日（火)C2建設快晴

今までになくよく晴れわたった1日で始まった。

C1からは相変わらずモレーン帯が続くがBCか

らC1への道より起伏がなくてずっと歩き易くな

る。要所要所には赤布を付けた竹竿とケルンが目

印になっている。昨日のうちに付けられたものだ。

途中から氷河の上にルートがとられテーブルストー

ンが現れる。氷河の上の水流は幸い小さくてほと

んどまっすぐルートをとることができた｡BCか

ら右側に見えた山の裾にモレーン帯があり、氷の

上よりはここがよいだろうということでここをC

2とする。ふり返るとガンゴトリ方面の山々、特

に今まで隠れて見えなかったサトパントもくっき

りとその姿を現した。又おそらく未解禁峰と思し

き山々を遥かに見渡すことができた。サラスワティ・

コルからサラスワティ川沿いにあるタライまで来

て引き返して行ったハリシュ・カパディア氏がさ

ぞ悔しがるだろうなあと寺沢さんが感慨深げだっ

た。

さて、予定ではここからBCへ戻り、休養して

からC3建設に向かう予定だったが、どうしても

､灘

▲BCから望む6,940m峰（左）と6,775m峰P.6,940(L)andP6,775viewfromBC
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日程に余裕がないのでここを最終キャンプにしよ

う、という案がインド側から出された。思いがけ

ないことだったし、どう見ても私達日本隊は1日

で往復できるようには思えない。すると今日ここ

で泊って明日C3に行っては、という話も出たが、

出発する時点で泊る準備もしていなかったため、

折衷案として日本隊は今日C1に泊り、明日C2

から行けるところまでを偵察しC2で泊りたいと

伝える。

8月12日（水）快晴後曇後雪

インド側はBCに下る予定だったが隊員3名が

日本側と行動をともにすることになった。昨晩は

誰が一次隊になるのか、という話で悩んでいたよ

うだ。というのも日程からいってもこの時点では

二次隊にアタックチャンスが少ないように思われ

ていたためだ。インド側の隊員としてはこの山に

登ることが来年のエヴェレストの参加資格につな

がるため登頂する意志は日本側の比ではないよう

だ｡

C2で空身となり登鑿具を身につけアイスフォー

ルの偵察にかかる。インド隊はBCにもどらねば

ならないため一足先に下っていった。アイスフォー

ルは見た目ほど難しいこともないようだったが、

その基部付近に結構亀裂があって近づくのに時間

がかかった。天気力圷り坂になってきたこともあっ

て試登することなくC2へ下った。夕方より本降

りの雪となる。

8月13日（木）朝方雪、午後になって快晴

7時40分にC2を出発し昼前にBCに到着。お

でん、サラダ、いなり寿司を食べる。今日は「ラッ

キーの日」といって兄弟に飾りひもを手首に付け

てあげる日だ。私たちも用意していたラッキーと

いうきれいなひもをポーターたちに結んであげる。

インド隊は夜中まで大騒ぎをしていた。月の美し

い夜だった。

この日、左岸の岩壁より大岩崩れがあったがB

Cまでは来なかった。

8月14日（金）快晴

1日中いい天気で洗濯やら洗髪やらに精が出た。

夜は手巻き寿司、カニ、シャケ、納豆、錦糸卵、

松前漬、キムチ等。食べ過ぎでインド隊といしょ

に夕飯を食べられなくて申し訳なかった。

さて明日からアタック態勢にはいる。インド隊

の内部事情もあったのだが、それよりもアイスフォー

▲C2付近よりガンゴトリ方面を望む GangotriareafromnearC2
-30-



ルを登るにあたって意志の疎通がうまくいかない

ことに不安を感じた日本側は、先発インド側､､後

発日本側で行かないか、と提案することにした。

多少のすったもんだはあったが、結局そういうこ

とで話がついた。

8月15日（土）曇一時晴れ、午後雨

今日はインドの独立記念日であり日本の終戦記

念日なので、国旗をかかげセレモニーを行う。イ

ンド側の国歌は迫力があった。私たちは「君が代」

も変だね、というので「ふるさと」を歌った。

8時15分にBCを出て11時にはC1に全員到着。

マムタが見るからに元気がない。理由を問い質す

と自分が先発にはいりたい、と言ったためインド

側と日本側に分かれてしまったと思い責任を感じ

ていたらしい。べそをかいた目をしてようやくテ

ントから出てきた。インド側は13時C1を出てC

2へ向かった｡(記・白沢真弓）

8月16日（日）濃霧、雨

6時、寺沢隊長がBC･C2と交信する｡C2

にいるインド側の動向により、日本側も行動する

ことになり、出発時間を見合わせる。

7時30分起床。（朝食、おぞう煮、麦茶）

インド側もC2で天気の回復を待っているため

か、行動予定がはっきりせず、日本側もテント内

でC2からの連絡を待ちながら、歌合戦に熱が入っ

てしまった。

霧、ガス、雨がパラパラと降ってくるはっきり

しない天候のため、C1に停滞することになる。

8月17日（月)C3建設小雨、霧

9時起床。（朝食、おぞう煮）

11時5分、C2へ出発。（天候不順のため、出

発が遅れる｡)

14時10分、C2到着、Dr.のリタさんが1人C2

で日本側の到着を待っていてくれた。

C2へ向かう途中、インド側がアイス・フォー

ルの上部に「蟻の行列」のように見え、第1難関

のアイス・フォールを無事通過した様子で、一安

心する。

17時、ハイポーター3人がC3よりC2に到着。

アイス・フォール上部からC2までわずか30分弱

というハイスピードの下山であった。

8月18日（火）インド側初登頂霧後晴後吹雪

－31－

8時25分、C3へ出発。氷河のところが凍って

いたため、歩きやすく、自然とピッチも上がって

いった。

難関のアイス・フォールを、寺沢、亀田、白沢、

楠田、加藤、山口の順で無事通過する。思ったよ

りも厳しくはなかったが、高所のためか、一歩・

一動作が苦しかった。アイス・フォールを抜けた

後のプラトーがとても長く、また所々クレバスも

顔をのぞかせていた｡C3へは、クレバスを避け、

トラバースをして、最後の1ピッチ半を直上した。

14時45分、C3到着（トラバースからの途中で

吹雪になる)｡ピークを目指していたインド側は、

戻っていなかったが、16時過ぎに全員元気な姿で

C3に帰ってきた。

8月19日（水）登頂晴後霧一時雪

3時起床、少々寝不足｡(朝食、お茶漬け）

6時5分、頂上へ向けて出発する。

疲れて、苦しくて、息切れしながら四つん這い

になって歩き続け、11時7分6,940mのピークに

立つ。頂上でしばらく写真を撮り合い、また感激

にひたりながら、ガスで何も見えない回りの景色？

を眺める。

11時35分、頂上出発。C3へ下り始める。

12時55分、C3到着。着いてすぐ、テント撤収

するはずであったが、後から出発した連絡官とロー

プ°回収のため遅れているハイポーターを待つこと

になり、結局この日は、C3にステイとなった。

白沢、楠田、山口が少し疲れ気味。夜は、早々

に寝る。

8月20日（木）晴

6時30分起床。朝食の後、撤収にかかる。

8時30分C3出発。長丁場のBCへ下山する。

←
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最初の雪壁を慎重に懸垂で降りる。緊張しながら

何とかプラトーに着く。遠くに黒点2つが見える。

近づくにつれ、ハイポーターのサンドゥさんとラ

ジューさんとわかる。心配して、私たちを迎えに

来てくれた。

12時25分C2到着。何とBCからキッチンボー

イのディカルさんとサダルさんがC2入りし、チャ

パティを焼いて私たちを待っていてくれた｡14

時5分、C2を撤収し、BCへ出発する。

16時25分、C1デポ品を回収し、16時55分BC

へ向かう。夕闇が迫り、明るいうちにBCに着け

るかどうか心配になる。背中のザックもC1のデ

ポ品を入れ、今まで背負ったこともないような重

さになってしまい、ますます足の運びも遅くなっ

てしまった。

19時15分、BC到着。長い道程であった。

8月21日（金）快晴

7時30分起床。朝食前に個装をまとめる。朝食

は、登頂成功を祝い、日本からはるばる持って来

たお赤飯、おでん、つけもの等、超豪華メニュー

を感激も新たに食べる。朝食後共装をまとめる。

今日は、クリシュナの生誕祭という特別な日で

あるためか、セレモニーが夜中まで続いていた。

帰路

8月22日(i)BC→サラスワテイ快晴

BC撤収後、ラタコナキャンプで花束の歓迎を

受ける。

8月23日（日）サラスワティ→ガストーリ快晴

快晴の中、ITBPの人たちに見送られて出発。

（記・亀田佳恵）

8月24日（月）ガストーリ→バドリナート晴

7時起床、8時40分からガストーリのITBP

のキャンプで朝食をごちそうになり、9時30分か

ら10時50分まで近くのNAGTHALと呼ばれる

(パルバティがシバ神に嫁ぐ時沐浴したとされる

湖）透明な冷い水が岩山から流れ込む湖を散歩し

に行く。赤白、黄色の高山植物が咲き、ひととき

日本を偲ばせる。透明な水の向側はサラスワティ

川の白く濁った水がゴウゴウと流れる。パックラ

ンチを持ち11時35分ガストーリキャンプ発。小さ

い峠までサーブの見送りを受ける。各々のペース

－32－

でマナ村まで約3時間歩程（14時35分～16時)、

マナ村のITBPの事務所で登頂祝いのお花、お

茶、パコーラ等で歓迎を受ける。17時45分マナ村

をミニバスで出発。17時55分緑の谷からニルカン

タの見えるバドリナート着。

8月25日（火）パドリナート曇後晴

3時30分起床、バドリナート寺院の温泉で身を

清めに行く。熱くて入れないので湯をかける。ガ

ストーリ及びサラスワティからの隊荷が届かず着

がえなしo5時30分、サントシュ総隊長の寺院で

の挙式に参列し、1度ホテルへもどるが8時再び

寺院での僧侶の話につき合わされる｡9時45分朝

食、10時20分～13時30分フリータイム。昼食後は

フリー。寺沢、楠田はサントシュさんのホテル捜

し。天候の関係でニルカンタの姿は雲の中。21時

30分就寝、疲れた1日が終わる。

8月26日（水）バドリナート→ジョシマート晴

～曇～雨～晴

6時30分起床、7時30分レストランで朝食、8

時30分バドリナート発。ミニバスの中は日印親睦

歌合戦となり、渓谷の細い山道をぐんぐん下り、

緑や高山植物が多くなったジョシマート着。10時

“サラスワティ〃命名裏話

8月29日、奇しくも寺沢隊長41歳の誕生日にIT

BP司令部で登頂報告会が催された。入山前に某氏

から初登頂の暁にはこの無名峰に“ドゥルガ”と命

名するが良い、とアドヴァイスを受けていた我々は、

小さな協会旗への寄せ書きに際し、ひときわ目立つ

ように"DURGA6,940m''の文字を書き入れてし

まった。バドリナートでは大なり小なり皆がドゥル

ガ女神に縁の土産物まで買い求めたのである。とこ

ろが、報告会のスペシャルゲストであるA.M女史

のヒト言で、我等が“ドゥルガ”は“サラスワティ”

に変身してしまった。マスコミのフラッシュや回る

テレビカメラの前で、目を見合わせる総隊長と隊長

の心中を知ってか知らずか某氏は真にピッタリのネー

ミングです、と至極ご満悦◎続くフラッグセレモニー

で"DURGA6,940m"が見えないようにと冷汗を

流す総隊長と隊長であった。

（寺沢玲子記）



15分パスは急な道路を15km上りオーリーのITB

Pに11時30分着。晴天ならばナンダ・デヴィが望

まれるという高所で冬はスキー場になるolTB

Pの職員の食堂までの長蛇の列の花束の歓迎、レ

セプションの後、昼食に招かれる。16時45分、ジョ

シマートのホテル着。20時30分までフリータイム。

久しぶりにトマト、バナナ等購入し、口に入れる。

ITBPのディナーに招待されるo24時30分就寝、

眠い1日が終わる。

8月27日（木）ジョシマート→リシケシ雨～晴

5時30分起床、7時45分食堂にて朝食、8時30

分、ハイポーターのラジュー、バルビル両氏と別

れのあいさつをあわただしくする。昨夜のパーティ

や、花束の歓迎会より、苦労をしてもらったこの

人達と、粗食でも1晩ゆっくり話をし、山の歌を

歌い充分感謝して別れを惜しみたかったものだと

思う｡2人からは、梨とリンゴのプレゼントをい

ただくo14時15分スリナガール着、昼食。暑くミ

ニバスは何やらITBP関係の家族も乗り、きつ

きつの状態。途中落石で少々待たされる。道路が

落石で不通、回り道をして22時30分リシケシ着。

24時ベッドへ。

8月28日（金）リシケシ→デリー晴

5時ホテル玄関集合予定が一向にインド隊が集

まらない｡6時25分、ディカル氏と別れる。キッ

チンでいつも照れながら、それでも明るく食事さ

せてくれた。あと2カ月もすれば1児の父親とい

う。13時30分、シッキムハウス着。フカム・シン

氏よりレイをかけてもらい無事にデリー着を喜ぶ。

加藤、亀田のフライトは明日20時25分成田行きと

なる。夜は寺沢を除く5名でコンノートに出かけ
･や理‘t]＊ 、一や．．，

ご鼠．
心
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食事、買物で過ごす。1時30分就寝。デリーの暑

さがこたえる。

8月29日（土）

7時起床、7時30分ヌン隊の山口氏を交えて朝

食。彼はネパールへ出発するという。9時シッキ

ムハウス発ITBP'､｡10時30分ITBPで州知

事を迎えての登山報告会、12時40分ITBP発I

MF"､｡ハイポーターを乗せてジャンパトホテル

で昼食会及びお別れ会をするo17時シッキムハウ

スへもどる。コンノートで買物をするがあわただ

しく走り回った。荷の整理、フカム・シン氏宅で

の帰国あいさつ。20時少し前エアポートへ｡20時

25分発インディラガンジー空港発帰国の途につくo

帰国する加藤、亀田以外の隊員は、ITBPの

祝賀会に出席する。

8月30日（日）

ITBP総裁邸宅でディナーパーティ。マモス

トン・カンリに女性隊を率いて成功させたバチェ

ンドリ・パル女史も参席したため、急速明晩IM

Fで両隊の祝賀会を開催する事が決まる。

8月31日（月）

登山より疲れる祝賀会続き。今晩はインドのエ

ヴェレスト登頂を果した女性2人が、時同じくし

て成果を上げてデリーに戻った事から、IMF主

催のパーティとなった。圧倒的に女性参席者が多

く、IMF始まって以来の華やかさとか。席上、

今回の登山隊成立までにご尽力いただいた方々や

HAJ縁の方々にお会い出来た。

9月1日（火）

デリー着後、連日ITBPに通いつめているの

に終わらない事後処理に、尾形事務局長の困った

顔が目に浮かぶが仕方がない。

夕方、事故に遭われた労山隊の荷を山中氏から

あずかり、氏もお誘いしてフカム・シン氏宅での

ホームパーティへ。カンチェンジュンガからエヴェ

レストヘ、そして今回の我々の合同隊の準備と凄

まじい忙しさだった氏は、その合い間を縫って本

日のパーティのための時間を作って下さっていたo

酒をたしなまない我々にとっては、過度の祝賀会

は本心を言えば有難迷惑なものであるが、この夜

ばかりはしみじみと嬉しさを噛み締めた。

9月2日（水）



帰国当日になってようやくデイブリーフィング

となる。朝食抜きでIMFへ行き、レポートを提

出する。女性隊の日本人に是非会いたい、とIM

F前総裁H.C.サリーン氏からの電話が入り、

寺沢、楠田はフカム・シン、サントシュ両氏それ

に連絡官のアルパナ嬢と訪問する。白沢、山口は

その間も汗まみれになってデポ品と格闘している。

日本出発から帰国までドタバタと忙しい我々で

あった。その姿に神様も同情したのか、帰国便は

何とビジネス席となり、全員ア然とした。特にダ

ダ酒にありつけた山口の嬉しそうな笑顔が印象的

だった｡(8月30日～9月2日記・寺沢玲子）

9月3日（木）

本隊4名は8時30分成田着。日印合同女性登山

隊1992年はこうして終了した。

亀田、加藤は8月29日1足先に帰国したが、そ

の折のハイポーター各氏の心遣いに改めて感謝し

たい。気持ち良い人達であり、又再び会えぬもの

だろうか。ネパールで仕事をする人やITBPで

の仕事、今ごろは各々活躍している事ではないか

と思う。お国柄、仕事柄とはいえ、彼等の労を充

分ねぎらえなかった事を残念に思う。ラジュ、バ

ルビル両氏とは本当にゆっくり出来ずいつまでも

心残りとなる。私達も彼等のお蔭でピークには立

っ事ができたが、もう少し苦労し、充分納得のい

く山をやりたいというのは贄沢な悩みだろうか。

（記・加藤孝子）

登頂記

亀田佳恵

8月19日早朝、体温・脈・呼吸数すべて異常な

し｡ただ、初めての高所体験のためか、昨夜は少々

寝苦しく寝不足になってしまう。他の隊員はどう

しているかと様子をみると、黙々と身仕度を整え

ている。食事もあまり喉を通らなかったが、「腹

が減っては戦はできぬ」と、無理矢理お茶漬を胄

袋に流し込む。これで体調は万全.'後は気合いで

カバーすることにし、出発の準備を始める。「絶

対に生きて帰るゾッ.'」と変な緊張感が頭によぎ

り、靴紐を結ぶ手にも自然と力が入ってきた。テ

ントから一歩外に出ると、一望できるはずのチベッ

トの山々が雲に見えかくれし、その全容は最後ま

で見られなかった。

未知の世界へ向う不安は不思議となく、ただこ

れから登っていかなければならない雪壁が、妙に

迫ってくるような気がし、差し詰め出陣前の“武

者震い”とでも言うか、今までの山行では感じた

ことのない緊張感であった。

6時5分、誰が声をかけるでもなく、昨日イン

ド隊の辿った道を一歩一歩確かめるように歩き始

める。先にインド隊といっしょに登頂した、高所

ポーターのサンゲさん、ニマさんが同行してくれ

たため、ルートを間違いなく行くことができ、半

分こういう形で登って行って成功と言えるのかど

うか疑問に思いながらも、着実に前に進んで行っ
●●

た。頂上に近づくに従い、カメではないが歩みが

のろくなり、息づかいも荒くなっていくのがわかっ

たがどうしようもなく、深呼吸をくり返しながら

それでも一歩一歩前に進んで行った。ふと、頭の

中に「こういうことになるから、トレーニングを

しなければならなかったのだ｡」と今さらながら

“後悔先に立たず”で、自分の日本での横着心を

反省する。しかし、苦しいのは自分だけではなく、

他の隊員たちも同様に苦しむ様子を見て、頑張ら
しま

ねばと自分自身に言い聞かせながらも、終いには

四つん這いになって歩いていた。何度前方を見て

「あの向こうが頂上かな？」と思ったことだろう

か、その度にがっくりして「今度こそあの向こう

が…」と、最後には願いになってしまった。

11時7分頂上着。まわりはガスで何も見えな

かったが、ここより高いところはなく明らかに頂

上であった｡6,940mのピークに立った感激より

も正直なところ、「もう、登らなくてもいいんだ｡」

という情けない気持ちの方が先にきてしまい、そ

の場にすわり込んでしまった。

このピークに立つために、どれだけの人たちが

力を貸してくれたことかと思うと、簡単に頂上を

踏みしめてくるだけではいけないような気がし、

ガスで何も見えないが、360度の景色を想像しな

がら「やっとここまで来ました｡」と叫びたい思

いであった。また、寺沢隊長をはじめ、他の隊員

のおかげで私はこの地を踏めたのだと思うと「感

謝」の他に言葉は見つからなかった。

頂上で恒例の記念撮影をした後、早々に頂上を
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後にした。（帰国後、この一枚の記念写真に全員

目出帽･サングラスといういでたちであったため、

これは誰だ?と笑いが起きてしまった｡)

下りも慎重に降りて行ったが、やはり登りとは

違い登りの3分の1くらいの時間で下ることがで

きた。ただ、「ここで滑落したら……」という思

いのするところが数カ所あり、その度に稗様.仏

様と心の中でつぶやき、田舎の母の姿を思い出し

た。（恥ずかしい話である｡）

12時55分C3に無事帰ってくることができ、

一安心する。しばらく放心状態のようにボーッと

していたが、誰かの「早くしなきゃ」の声で、我

に帰り、身仕度を整えているという有様であった。

！

▲インド独立記念日、全員集合!OnlndependenceDay
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各係からの報告

渉外
寺沢玲子

目標の山の決定に至る過程は、別稿「経緯と登

山隊成立」で述べているので、その後を記してみ

たい。

6月4日の準備会時に、尾形事務局長よりこれ

までの経過や今後の事を隊員に説明していただく

が、ただでさえ煩雑な準備中に生じたあまりの重

大事に皆驚くよりも頭の中力漠白になった様であっ

た。事前に考えておいた幾つかの善後策を提案し

てみたが、全隊員一致の意見で全権隊長委任となっ

たのも無理からぬ事であったろう。

限られた1週間という短い期間中、選挙やゼネ

スト、公休日が重なり、その上総隊長予定者のサ

ントシュ・ヤダヴは報告会や首相を始めとする要

人の招待それに「サントシュ・ヤダヴ物語」撮影

のため超多忙で、その合間を縫って打ち合わせを

するため、仲々捗らない。それでも何とか以下の

事項の取り決めを成し、IMFの承認を得る事が

出来た。

合同隊の条件

1）総隊長はインド側とし、連絡官を兼ねる。た

だし実質的には日印双方の隊長権限は同等とする。

2）隊員数は双方5名ずつとする｡ただしインド

側は内1名をすでに隊付医師として内定している

ので実動隊員は4名とする。

3）インド側が内定している2名だけの場合、合

同隊は成立せず、従ってインナーラインの許可取

得が不可能なため、6,940m峰は目的の山となり

得ない。最低4名の参加がないと合同隊は成立せ

ず。

4）合同隊不成立の場合は、日本側の希望する許

可峰への転進を許可する様、IMFにかけあう。

5）いずれにしてもビザが取得出来る様努力する。

6）全員同等のザック、少なくともインド側は全

員同じ物を揃えて欲しい。他何かユニフォーム的

なものを持参願いたい。

7)BCまでの共同装備は全てインド側で用意す

る。高所用テント、ガスカートリッジ並びにガス

コンロ類を用意のこと。高所ポーター支給装備は

インドで調達する。

8）食料も原則としてインド側が用意するので、

日本側は若干の高所食等を持参のこと。

9）費用に関してはデリー出発～デリー帰着分を

折半する。ただしインド側が6人に満たない場合

は頭割にして計算すること。

10）登山料は東部カラコルムの山に準じ3,000米

ドルとする。ただし合同隊不成立の場合、この登

山料は許可峰登山料へ振り替え、差額は返却する。

まず、1）については、目的とする地域には現

在陸軍撤退後はITBPの部隊だけが駐屯してお

り、そのためにも連絡官を総隊長が兼任するのが

良策と思われた。しかし、本人は了承したものの、

インド登山界のヒロインとなった彼女に兼任させ

るのはあまりだ、との声が関係者から多く、実際

に連絡官がフカム・シン氏の愛娘アルパナ・パン

ティに決定したのも、苦境にある我々を見兼ねた

苦肉の策であった。また、日本側隊長に実権の半

分を委ねたのも、氏の豊富な合同登山経験から、

我々日本人の登山スタイルをある程度理解して下

さっていたからと思う。

2)、3）にかんしては、ITBP内で隊員候

補がおらず、IMFとも組するかとの案も出たが、

あくまでもITBP内で処理したい旨の申し出も

あり、我々もそれに従った。最終的に今回の3隊

員が決定したのは、タイムリミットぎりぎりの7

月8日であった。

4）に関しては、訪印当初から合同不成立の場

合を考慮し、数座分の申請書類を揃えて持参した

が、幸いにもIMFのメモ用紙と化した様である。

5）に関しては、7月上旬イギリス出張中の稲

田理事長にご足労願い、何とか出発に間に合って
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ビザを取得できたのは7月9日のことであった。

許可峰に転進するにせよ、6,940m峰の登山許可

証が手元に届いていなかった我々には、ビザの申

請すら出来ておらず、胄も心臓も縮む思いの毎日

であった。

9）に関しては、連絡官を除くインド側5人と

日本側6人で案分し、それぞれの側で負担し合う

形となった。通常我々がヒマラヤ登山を実行する

時には、自己負担金を出し合い、それで運営して

いる。今回に関しても基本的には各々の隊員の自

己負担金で賄い、合同隊という特殊性故に余分に

かかる費用分をHAJに援助していただく形となっ

た。巷で言われる様に、費用丸抱えの登山には、

幸か不幸か無縁であった。尚、連絡官に要する費

用に関しては、日本側負担である。

10）に関しては、1992年6月10日現在に於ける

IMFでの説明によれば、今回の我々のケースの

様に未解禁地域における条件付登山の場合、登山

料は東カラコルムに準じて3,000米ドルとする、

との事であったが、1993年秋の明治学院大隊のツ

インズやニェギェ・カンサンから転進を余儀なく

された日印合同隊のピラミッド・ピークは7,000

米ドルと言われている。1991年12月時点での未踏

のニェギェ・カンサン(7,047m)の登山料が3,0

00米ドルと記してあったところを見ると、登山料

の一部値上げがあったのだろうか。それともシッ

キム地域だけの特別料なのだろうか。なお、1993

年夏、シッキム政府はキッキム・ヒマラヤの登山

料を、以下の様に発表した。

a，カンチェンジュンガ20,000米ドル

b.8,001m以上のピーク8,000"

c.7,501m～8,000mのピーク3,000"

d.7,001m～7,500mのピーク2,000"

e.6,501m～7,000mのピーク1,500"

f.6,500m以下のピーク1,000"

ただし、未踏峰の場合は上記登山料の倍額とな

る。また、インド隊に関しては半額となるが、イ

ンド国内で自国の登山隊に登山料を課したのは初

めてである。

状況が次々と変わる今回の様なケースの場合、

隊長自らが渉外で走り回られるとやり難いとの声

も聞かれたが、むしろ隊長の立場にあるために事
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がスムーズに運んだのではないかと思われる。隊

員諸氏も振り回される事が多く、さぞ大変だった

と思うが、どうかご理解願いたい。

今回の登山に関しては、己の渉外能力のいたら

なさを痛感している。フカム・シン氏を始めとす

るITBP関係者や、MS.コーリー氏以下のI

MFの面々、そして何よりHAJ諸先輩のお力添

えがなかったなら、登頂はおろか登山隊の成立も

ままならなかった。心から深く感謝している。

タクティクスー雑感を混じえて

寺沢玲子

渡印直前までインド側の隊員数が確定していな

かったため、双方隊員数は6名ずつと想定して登

山計画全体を推進した。また、高所ポーターに関

しては、過去の経験からインド側装備の重量や食

料事情を考慮し、4名の雇用を考えた（実際には

インド側の要望を受け入れ、6名雇用)｡

日本側の計画では、登山活動中隊は2分し、日

印双方3名ずつと高所ポーター2名を1チームと

し、行動4日十休養1日のローティションを3度

繰り返してアタック体制に入り、8月18日並びに

19日に登頂するというものであった。荷上げ重量

は可動率を最大80%で計算し、原則としてBC~

C11人15kg、C1～C21人12kgC2~

C31人10kg(但し高所ポーター5kg増）とし

た。高所テントは原則として日印及び高所ポーター

は分ける事にした。これは、インドが初めての隊

員も多く、食料その他の事でのストレスを少しで

も減らした形で登山活動を進めたいからであった。

ルートエ作に関しては、日本側の予定では、ルー

トエ作を隊員が中心となって行ない、その間のロー

プ類の運搬を高所ポーターにしてもらう予定であっ

たが、結果としてこれは逆になった。この件に関

しては後述する。

6月渡印し、総隊長予定者サントシュ・ヤダヴ

と打ち合わせの際、日本側の上記案に関して慨ね

の合意を得、詳細は正式に登山隊が成立し、具体

的に我々が“登山隊”として渡印してから打ち合

わせる事となった。そして7月21日、ようやく決

定した連絡官のアルパナ･パンティも隊員同様登

山活動に参加するため、登山活動要員は日本側6
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BC入りするまでの3000m以上での滞在は11日間（その内4000m以上での滞在

は9日間）に及び、結果的にはこれが好影響を及ぼし、遅れを取り戻せた。
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名インド側5名高所ポーター6名の計17名の大所

帯となった。

当初の日本側の立案した活動計画を見直したイ

ンド側の意見は、隊を3分し、先ず高所ポーター

2名をアプローチを含めた偵察に先行させたいと

言うものであった。登山期間の許可以上にインナー・

ライン地域滞在期限が8月24日と定められている

我々にしてみれば、この申し出はむしろ有難い事

であった。かつて同じくインナー・ライン内のキ

ンナウル・カイラスを目指した時、登山活動を断

念せざるを得なかったのはこのインナー・ライン

内滞在許可期限が切れたからであった。これで登

山活動に安心して専念出来る……そう思った。

しかし、インド側の意図する「高所ポーターを

先行させる」事は、登山活動そのものにまで及ん

でいた。幕営からルートエ作までその殆どが高所

ポーターの手で行なわれており、我々隊員がその

後をトランスポートすると言う本末転倒の形となっ

た。唯一の謬憤晴らしは5,000mを越えての25kg

を越す歩荷と化していた。そしてアタック前まで

の活動は日印全員同一行動となった。

また高所テントに関してもインド側は4～5人

用エスパースに6～7人滞在する事や、鋸状のロー

ティションをせず5,730mのC2からのラッシュ

アタックを主張し始めた。理由は登山活動開始の

遅れと、「さ程高度のある山ではない」事であっ

た。この2点についてはずい分話し合っても日本

側の意向が伝わらず、誠に情ない最後の手段を使

い、ようやく日本側のペースに話を戻せた。結果

的にこの事が全員登頂の大きな要因のひとつであっ

たと思われる。

アタックに関しては、当初日印双方1人ずつで

も確実に登頂出来る様にとパーティの組み代えを

考えた。因みに一次隊はサントシュ総隊長の元、

エヴェレスト登頂者で実力Nolの高所ポーター

サンゲ・シェルパ、比較的安定しているジョティ

カ、日本側からは元気印3羽ガラスの白沢、亀田、

山口、そして登山経験は少ないが体力のある連絡

官アルパナに誰か高所ポーター1人をつければ登

頂の確率は高いと判断した。二次隊は寺沢以下体

力のあるバータ、若いマムタ、加藤、楠田それに

高所ポーター2人。しかしこの時点で二次隊のア

－39－

タックの見込みは無いに等しく、荷下げ予定の編

成であった。それを承知の上で二次隊に回る事を

承知してくれた加藤と楠田の胸の内は如何程だっ

たか、頭の下がる思いであった。だが、この編成

にインド側隊員の1人から涙の抗議があった。印

ネ女性エヴェレスト隊へのノミネート資格が登頂

にかかっていると言う。我々日本人と違い、大き

なExp.には己の意志だけで参加できるわけでは

ない彼女達の境遇が不燗でもあり、逆に登山技術

がそれほどなくても高峰へ向う機会にも恵まれる

事に対する羨ましさもある。BCでの休養最後の

夜、日本側の出した結論はこうであった。ルート

エ作を高所ポーターがしてくれた後ろめたさもあ

るし、今回の登頂はインド側の何人かにとっては

ターニングポイントになるかも知れない。日本側

は全員二次でコミュニケーションの心配もなく楽

しく登ろう！さばさばした表情で同意する日本側

隊員達であった。

装備
一白沢真弓・亀田佳恵

合同隊としての共同装備の概略は、BC生活用

品については主にインド側、高所用生活用品と登

塞具については主に日本側、ということで分担さ

れた。

まず登翠具については、1枚の写真と収集した

資料から岩登り的要素は少ないのではないかと想

定し揃えた。ただし、未登峰であることからかな

りのフィックスロープの使用が考えられたoBC

を4,800m前後と予想し頂上6,940mとの標高差約

2,000mの光を用意した。実際の使用については、

アイスフォール帯で3本、C3直下で6本、C3

から頂上の間で5本。アイスピトンについては同

6本、1本、0本。スノーバーについては同1本、

4本、5本の使用だった。内ロープ1本、スノー

バー2本が残置になってしまった。又しの竹に付

けた赤布は蛍光オレンジの目立つものだったが自

然に帰すのが遅いと思われるものだった為、帰路

極力回収に努める。

温度計はその日の最高最低気温もとれるデジタ

ル式のもので記録つけに便利だった。

インド側の準備したBC用のテントはパオほど



のおおきさもあるサーカステント（布製）で居住

性は最高だった。日本側、インド側、サポートメ

ンバー用と食堂テントの4張で、かなりの重量だっ

たと思う。インド隊との合同ならではのBC風景

だった。

高所用テントが主にエスパースマキシムスペシャ

ルとマキシム2～3人用を上部で使用し、下部で

は、スターライトとドラゴンを主に使用した。マ

キシムスペシャルは通常のものよりポールが太く

更に細目の2本の外付けポールにより居住性、耐

風性の優れた構造のものだが、それほどの強風に

さらされることもなかったため、性能の限界はわ

からなかった。ドラゴンは既に生産中止になって

いるものだが、四方に出入口のジッパーがあり雪

のないC1では風通しもよく快適だった。

マットは厚さ1cm程のウレタン素材のロールを

切断して持って行った。断熱効果、居住性とも高

く好評だった。但しかさばるのが難点だ。

高所用の火器については手軽さと安全性の面か

らガスコンロを使用した。初めて使用するインド

メンバーもいるかと考え、安定性のあるEPIス

トーブをメインとし、サポート的にプリムスのヘッ

ドを持っていく。但し、ガスボンベがEPIガス

であったのにプリムスのヘッドを選定したのは万

が一の場合を考えるとまずかったと思う。実際使

用して問題はなかったが。ガスはEPIガスエク

スペディションを初めて使用した。気温が全体的

に高かった為、従来の寒冷地用との差はそれほど

よくわからなかった。インド側が詰め替えたカー

トリッジを用意して来たが、これについても問題

はなかった。但し、カートリッジをEPIストー

ブからはずした時、内弁が利かなくなったのかガ

スが噴出し続けてしまうという事故がBCとC2

で各1回ずつあった。それぞれ購入したばかりの

寒冷地用とエクスペディション用だった。この件

に関しては、帰国後ランタンからランタン用EP

Iカートリッジをはずした時にも経験しているこ

とから、EPIの製品に限らず、ガス全ての内弁

に問題のあるものがあると考えてよいと思う。個

体差があるとすれば、このような場合のストッパー

を考えて作るべきかと思う。

準備段階ではBCでの日本食用炊事用具に気を

配る。ばねのコーヒーフィルターからお茶パック、

ゴムベラ、ざる等を持って行った。泡立て器をB

Cに持ってくるのを忘れ食料係に迷惑をかけたが、

幾本かの箸で代用してもらった。

不自由なのがあたりまえの場所なのではあるが、

ちょっとした工夫で気分が快適になることも多い。

楠田の勤務先の好意でシーブリーズを使わせてい

ただいたが休養日にこれで肌の手入れをするだけ

でもシャキッとした。モンベルから出しているオー

ルパーパスソーフ。は食器洗いからシャンプーにも

なる上、水質を汚さない、ということで罪悪感な

く洗濯ができた。

共同装備全般については、インド側の共同装備

概要がわからなかった為、細かい部分で行き違い

や洩れ、持ち過ぎなどがあったが、仕方のないこ

とかもしれない。荒天にあうこともなく、破損し

た装備もなかった。

個人装備については日本側については各個の冬

山経験などから工夫して準備した。準備段階では

やはり凍傷予防ということから防寒対策、BCま

での日焼け対策に重点を置いた。又ヘッドランプ

は緊急時の夜間下降を考慮し、全員リチウムバッ

テリーのペッツルアーティクルを揃えた。

インド側についてはITBPからの支給品とい

うことでザックから靴下に至るまで個人装備では

なかったようだ。う°ラブーツについては日本側が

事前購入していったコフラック、アイゼン、ハー

ネスは支給品とはいえまだ新しいフランス製のも

のであった。外国隊受け入れやジョイントでかな

り良い装備になってはいるようだった｡(注:今回

の隊員達の装備は、1992年春期エヴェレスト隊の

装備のため、良質のものばかりであった｡）
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[火器・燃料I
共同装備一覧

[登華用具］（日本側準備分のみ）

名｜数量
ロ

ロロ

プロパンコンロ（二口コンロ）

プロパンガス(20kg)

EPIストーブ

ﾌﾟリムスヘッド（サーモ付）

EPIガス（エクスペディション）

〃 （寒冷地用）

ランタン(EPI)

マンドリン（ガスヘッド用）

〃 （ランタン用）

ろうそく

マッチ

ライター

１
２
４
２
泊
灯
２
３
３
ｍ
６
６

ロ
叩 名 数量｜使用量

フィックス用ロープ(の8×50m)

登塞用ロープ（‘8×50m)

ダイニーマロープ（の6×50m)

本
本
本

別
２
２

本
本
本

賜
２
１

本
枚
本
本
本
枚
本
組
組
組
組
組
、
張
個
個
台
奉

Ⅲ
岨
仙
蛆
帥
岨
帥
１
１
１
１
１
２
２
２
４
卵３

7本

3本

10本

10本

10本

行動巾持参

30本

アイスハーケン（．の字型等）

ロックハーケン

スノーバー(60cm)

スノーバー(30cmテント用）

スノーバー用ロープ(の6×20cm)

カラビナ

しの竹（赤布付）

予備アイゼン

予備アイゼンバンド

予備ピッケル

予備スパッツ

予備靴ひも

ツェルト（アタック用）

高度計

温度計（デジタル表示式）

無線機（インド隊用意）

電池（含インド側用）

[炊事用品］（日本隊準備分のみ）

組
組
１
４
２
２
２
１
１
１
１
組
⑬
１
別
４
１
１
１
別
１
和
１
１
数
４
２

１
４
１
多

コッヘルセットM

〃 S

フライパン

焼き網

タフボーイ(12)

水ポリ容器

水ポリバケツ

フライがえし

さいばし

泡立て器

ゴムベラ

包丁＆まな板セット

敷板

缶切、栓抜きセット

割り箸

食糧用タッパー

ざる

ポール

コーヒーメーカー

コーヒーフィルター

茶こし

茶こしペーパー

アルミホイル

サランラッフ。

チャック付ビニル袋大・小

スポンジ

タワシ

行動中持参

〃

〃

〃

[設営］

数量名
ロ
叩

BC用テント(10人用）

ドラゴン（8人用）

エスパース（4～5人用）

エースパースマキシムスペシャル(4～5人用）

エスパース（2～3人用）

スタードーム（4～5人用）

エスパース用予備ポール（4～5人用）

〃 （2～3人用）

竹ペグ

ブルーシート(5.4m×3.6m)

テントマット

スノーソー

スコッフ･

雪取りブラシ

インド国旗・ITBP旗･HAJ旗(大小）

４
１
１
２
１
１
１
１
”
３
蛇
１
１
５
１各
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ごみばさみ

缶つぶし機

洗濯ばさみ

ウエットティッシュ

シーブリーズローション

ロールペーノ､f－

爪切り

とげ抜き

綿棒

予備体温計

I工具セットI

ラジオペンチ

モンキースパナ

ドライバーセット

六角レンチ

針金

ガムテーフ。

リペアテープ

テント補修パイプ°

ポール補修パイプ°

絶縁テープ

テント張綱予備（の3×10cm)

裁縫セット

個人装備一覧

[ウェア］

ヤッケ上下

冬用シャツ

冬用パンツ

冬用アンダーウェア

羽毛下着上下

羽毛服or相当の防寒着

レインウェア上下

サングラス

ゴーグル

厚手手袋(2)

薄手手袋(2)

オーバー手袋(2)

スノfシシ

毛靴下(2)

薄手靴下(2)

登山靴

トレッキングシューズ

BC用サンダル

日除帽子

高所帽

目出帽

手甲及び日除けマスク

ぞう足

着替

眼鏡orコンタクト予備

[文房具］

ロ
叩 名 数量

記録用ノート

〃カセットコーダー

〃カセットテーフ｡

サインペン

ボールペン

シャープペンシル

ホチキス

ホチキスの針

バインダー

クリアーファイル

HAJの便菱

電卓

はさみ

４
１
３
６
５
１
１
１
２
２
１
１
１

[登華用具］

アイゼン

ピッケル

ァィスパィル

アイスノ、ンマー

ヘルメット

シュリンケ（長2）

シュリンケ（短5）

ハーネス

環付カラビナ(2)

カラビナ⑩

エイト環(1)

ユマール(1)

ストック

アイゼン修理具[輸送・梱包］持参分のみ

ばねばかり

ガムテープ

PPバンド

ストッパー

油性ペン

カッターナイフ

[一般携行品］１
３
蛆
岨
２
１

ザック（60～802）

アタックザック

シュラフ

シュラフヵパー

マット

テルモス

ヘッドランプ

ホイッスル

メモ帳

筆記具

カメラ

フィルム

日焼け止め

ビニル袋

[その他］

ほうき・ちりとりセット
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雑巾

ふきん

ゴム手袋

軍手

オールパーパスソープ（大）

蝿
３
釦

I

20

12



地図

コンノ､fス

ナイフ

Iピンチ袋I

予備電池

予備電球

マッチ

ライター

ホカロン

ロウソク

裁縫用具

I貴重品］

パスポート

パスポートのコピー

パスポート用顔写真予備

保険証書

献血手帳

国際免許証

[その他］

ガイドブック

辞書（英和、和英）

計算機

文庫本

カセットデッキ

カセットテープ

スケッチブック

筆記用具

ちり紙

タオルor手ぬぐい

小物入れ

予備靴紐

予備スパッツゴム

三角巾

常備薬

生理用品

レスキューシート

バンドエイド

トラベラーズチェック

現金（円）

〃（現地通貨）

クレジットカート

航空券

アイマスク

耳栓

室内履き

洗面道具

シャンプー＆リンス

シーブリーズパック

化粧品類

輸送・梱包
楠田愛里・白沢真弓

しの竹、テントシートのロールはブルーシート

でくるみ梱包した。それ以外の装備はすべてプラ

パールに詰めて梱包した。現地での輸送手段が不

明であった為、ポーターでも動物でも輸送しやす

いように中カートンを20～25kgにして梱包した。

EPIガスは危険物扱いの特別梱包を行い空輸

した｡1kgにつき1,200円と高価である。

実際の輸送手段は、デリーからマナまではトラッ

ク、マナからサラスワティまではポーターとミュー

ルの2本立てとなった。サラスワティからBCま

では隊員全員とインド隊スタッフ、そしてラタコ

ナキャンプのITBPメンバーの手で行なわれたo

賃金の件でポーターとの間にトラブルがあり、隊

荷がマナからガストーリに集まらずガストーリに

5日間停滞となってしまった。この時日本側はは

じめの順化行動で無理をしないように、というこ

とで、食住関係の装備一切をポーターまかせにし

てしまった。これが裏目に出て、何日かシュラフ

のない者も出てしまった。これは梱包リストの見

間違いも手伝って先に着いた荷に必要なものがは

いっていなかったというミスもあり、皆に不自由

な思いをさせてしまった。再梱包にはかなり注意

したつもりだったが、反省点が多かった。

食料（キャラバン～BC)
山口恵美子

〈基本方針〉

基本的にはインド食で、調子が悪くなった時や

停滞日などに、補助的に日本食を用いることとし

た。インド食は全面的にインド側にまかせ、日本

食は日本側分のみを用意した。①食べやすい物

②軽量で保存性のある物③調理の簡単な物、以

上の事を念頭において計画を立てた。生物以外は

日本調達とした。

〈メニュウ設定〉

キャラバン～BCの間（往路:4日、帰路:2

B)BCにて（停滞日:7日、半日行動:2日）

の日程概要により、以下のように設定した。

★日本食（完全に一食分となる物、多少手間がか

かる｡)

BC停滞日う．ラス4日・・･11日×6人分

BC入山日、祝日及び登山活動終了日のために

少し豪華な食事も考えた。

1.手巻き寿司2五目いなり寿司3赤飯4雑

煮5.ラーメン6焼きそば7.ホットケーキ8

お好み焼き9.切り干し大根の煮物10高野豆

腐とひじきの煮物

★特別食（補助的におやつなどとして食べる物、

簡単に作れる｡)

キャラバン～BC間とBCにての全ての日数

・・・15日×6人分

1.チーズケーキ2.デコレーションケーキ3餅

4.白玉5.プリン6.ゼリー7.フルーチェ
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8.わらび餅9果物

★病人食（簡単に作れて消化の良い物）

7日×6人分

1．葛湯2．うどん3．お粥、雑炊4果物など

の缶詰5.プリン6.ゼリー7.アイソカル（栄

養補助飲料）8.キササゲ茶

★飲み物

キャラバン～BC間とBCにての全ての日数

・・・15日×6人分（一人分一日10杯）

お酒は各自一本用意した。

★その他

副食として漬物、梅干し、煎餅など、キャラバ

ン中のために飴を用意した。

〈実績及び反省〉

★日本出発前

・準備開始が遅れたため、食料寄贈などを同時期

に出発のヌン隊にかなりお世話になってしまった｡

、梱包様式が判らず、梱包当日にキャラバン中と

BC用に小分けをした。

★インドにて

、大幅な日程のずれのため、食料がかなり余ったo

・体調不調者がほとんど出ず、出ても回復が早かっ

たために全般的にインド食で支障をきたさなかっ

た。とにかく皆元気で良く食べた。

、全般的に食べすぎの傾向があった。（特にBC

では帰路の食料の余剰を減らすため、日本食を食

べつづけた｡）

・キササゲ茶をなるべく飲むようにし、またイン

ド側からのお茶もあったので、コーヒーやココア

等の飲み物がかなり余ったo

･キャラバン中に荷の移送トラブルのため、停滞

や体調不調時に日本食を口にする事ができなかっ

た。

・生野菜・果物・卵・バター等はインド側から分

けてもらえるはずだったが、予想していた程わけ

てもらえなかった。

、体調を気にしてか、酒類はほとんど余ってしまっ

た。

★好評だった献立及び食料

日本食：手巻き寿司・海草サラダ(FD)・餅

特別食：白玉・みつ豆・チーズケーキ･するめ

withマヨネーズ（特にインド側に）

病人食：ふりかけ・梅干し

飲み物：キササゲ茶（尿の出がよくなる為）

★不評だった献立及び食料

わらび餅・酒

★特に足りなかったもの

ふりかけ・梅干し・煎餅

★特に余った物

お好み焼きやホットケーキミックス等の粉類・

飲み物・酒類･FD類

★反省

・インド側の問題もあるが、食料の準備・調達の

期間が不十分だった。

・酒類は高所では体調を崩すこともあるので注意

が必要である。

・往路時、車での移動やトレッキングを考慮して、

デリーで飴や煎餅をある程度個人に配り、また病

人食や特別食を少し携帯していればよかった。

。少しでも体調が悪いと、調理は本当に億劫であ

る。献立は手の掛からない簡単な物が良い。

・食料がかなり余った。主な原因は大幅な日程の

ずれであるが、その他隊員の体調が良好でインド

食に支障をきたさなかった事、係が経験の不足の

ためかあれもこれもと食料を増やし過ぎてしまっ

た事もあると思う。

食料（高所）
楠田愛里

日本側分だけ用意すればよかったので、計画は

比較的楽に立てられた。インド側の分までもとな

ると、同じメニューでも彼らの分からは肉関係を

抜いたり（肉エキスの入ったスープもヴェジタリ

アンは口にしない）味覚の違いを考慮したりしな

ければならなかったので、かなり繁雑な作業になっ

ていたと思う。

メニューに関してのコメントは他隊の報告書と

大体似通ったものになるので、その代わりに「遠

征初心者兼料理不心得者」の私が高所食料係とし

て経験した苦労を記してみたいo

①下調べで余裕を

準備段階の時に「もっと前から調べておけばバ

タバタせずに済んだ」と思う事が2点あったo
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ひとつは個々の品目の重量、しかも余計な包装

を取った状態での重量。もうひとつはプリーズ・

ドライの材料の水で戻した時の分量。前者に関し

ては、メーカーによって多少の違いがあるので、

実際に食料を集めた段階で、下調べしたリストが

100%使えるとは限らないが、ラーメン、切もち、

カロリーメイト、紅茶パック等々どのメーカーで

も大体似たりよったりの品目もかなりあるので、

日頃の下調べは計画段階の目安、パッキング時間

の短縮につながると思う。後者についてだが、今

回の遠征では他のHAJ隊と共同で乾燥肉・野菜

を大量に購入した。その中から自分たちが使う分

だけ取っていた時、C隊のNさんから「その量は

ちょっと多すぎるのでは？」とアドバイスされ、

慌てて水で戻してみたら成る程その通り。当初の

予定の％位に減らす事になってしまった。普段の

国内山行で使うFDは何人分かが明記されたパッ

クものが殆どで、1人前何gかなど意識した事が

無かった私は、パッキングの段階でそのように慌

てふためく羽目に遭ったのだ。

長期の遠征では「塵も積もれば山となる」力糠々

な方面に支障をきたす（荷上げの労力やゴミの問

題）事になるので、重量の正確性は大きなポイン

ト。下調べは心的労力をかなり減らしてくれる。

②ヴァリエーション開拓

最初に立てた計画通りの材料が完壁に集まる事

はまずあり得ない（お金持ち隊なら可能だが)｡

集まらない時、「どうしよう」とただこわばって
●●●

冑をシクシクさせるドッボに、私の様な料理不心

得者は陥る。時間も金銭も余裕が無ければ、とに

かく最初のメニューに固執せずにどんどん変えて

いかなければならない。幸い料理経験豊かな他の

メンバーの助言や、他隊の寄贈品を分けてもらっ

たりで梱包直前までに目処をつける事ができた。

これだけあったら幾通りものメニューが頭に浮

かぶ、という状態になるには、やはり普段からの

創意工夫が必要だ。なお、材料集め（寄贈・安価

購入）に当っては、全くもって他のメンバーや他

隊の協力に頼ってしまったので、自分のでき得る

範囲から（安価購入の店の開拓等）次回のチャン

スに向けて力をつけていきたいと思う。

③経験者は語る

実際の活動に入ってから、経験豊かな寺沢隊長

のアドヴァイスで変更し「そうして正解」と実感

した事が2つあった。ひとつは、最終キャンプの

食料の一部をのどの通りがよいスープ°類に代えた

事。個人差こそあれC2までと比べてC3での食

欲は全体的に落ち、特に登頂後の晩はメニュー通

りの食事を貫ける状態ではなかった。最終キャン

プでのメニューは「のどの通りがよい」「水分と

エネルギーの補給ができる」「調理簡単」の3点

をよく考えて立てなければならない事を改めて思っ

た。

もうひとつは、中間キャンプに停滞用の予備食

以外に昼食的なものとしての予備食を上げた事だ。

BC～C1～C2間は比較的行程が短く各テン場

での滞在時間が長かった事、また技術的な困難さ

による緊張で食欲が減るといったような行程では

なかった事から日中レーションだけでやり過ごす

のは物足りず、余分に上げたラーメン等でカバー

した。

現地での活動中は言われてみればその通り、と

いう部分で大分隊長には助けられた。分かってい

るつもりでも実際にはもっとすごかったり、よく

よく気を付ければ分かる事も余裕の無さからやり

過ごしそうになったりは、初心者なら当然の事だ

けれど、その時経験者の助言は貴重なものとなり、

それに漠然と従うだけでなくひとつひとつ実感し

て身につけていく意欲も大切になる。

以上、誰かの参考に少しでもなれば幸いです。
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言豆斤章ヱニュ －－章表

＜朝食＞※（）内数量＝3人／1回分

A:お茶漬け(ｱﾙﾌｧ淵1，縮"13)

B:烏雑炊（ｱﾙﾌｧX1，鳥鋤噸1，鋤1509)

C:ラーメン(ﾗー ﾒﾝ2､FD"209)

D:雑煮(W#3，ｲﾝｽﾀﾝﾄ'いウ3､FD"309，FDW309)

182

335

220

235

ｇ
ｇ
ｇ
ｇ

夕
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

く 食＞※（）内数量＝3人／1回分

シチュー(ｱﾙﾌｧX1，ｼﾁｭー 螺809，FD"/W8309,ﾏｯｼｭﾃﾄ759、ﾏﾖﾈー

ﾏｰ春雨(ｱﾙﾌｧ1､ﾏｰ諏嶬1，鋤&ｽｰ3，鱸ｻﾗ1）

まぜ御飯(ｱﾙﾌｧ淵1､ま棚嶬1､鮴1509,01(1')15､ｲﾝｽﾀﾝﾄ囎叶3)

八宝菜（ｱﾙﾌｧX1､ハ錬噸1，FD"/W60/309,t託ｽー 3，ふり州(1')3)

609)370ｇ
ｇ
ｇ
ｇ

312

470

338

＊各キャンプのメニュー＊

＜朝食＞ ＜夕食＞

＜レーシヨン＞※A・B=1人/1日分、C・D=1人/2日分。

A:ｶﾛﾘー ﾒｲﾄ(ﾁー 腓/2*A)1､鋤4，ｯｸﾘﾏﾝﾁｮｺ2，ゼルくい1

B:"(ﾌﾙー ﾂ味/2ﾎA)1，あル4,MCaちゃん1､チーズ1，0とﾛ韓1

C:プﾗｯｸｺｺｱ(9&A)1，ルル8，チーズ2､廿ﾙべl'2，11ｻﾗﾐ4

D:ｼﾘｱﾙﾁｮｺ1，鋤8，チーズ2，閥ﾁｮｺ1，廿ﾙい2

110

150

200

240

ｇ
ｇ
ｇ
ｇ
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医療

加藤孝子

本遠征隊にはインド人医師が参加という事で安

心感があったが、今回高度障害やその他の疾患も

ほとんどなく、全般的に隊員の自己管理が比較的

うまいったのではないかと思う。インド人医師に

は下痢止めを2～3度いただき服用した位である。

出発前……健康診断、健康調査表（表1）寺沢

の奨めにより基礎体温を含め心拍数等トレーニン

グ表により各自行い、笠松美和子氏より高所順応

の1方法としてストレッチやマッサージ法など伝

授していただいた。

予防接種は狂犬病、破傷風、コレラ、及び急性

肝炎予防のためのグロブリン注射を行った。イン

ドで購入したマラリア予防薬は300mgずつ1週間

おきに服用し帰国後2週間は服用した｡(マラリ

ア予防薬はインドの方が安価である｡)

医薬品……ほとんど寄贈品で十分揃えることが

出来た。医薬品の一覧表（表2）と使用法、注意

点を表にして各タッパーの上に貼った、キャラバ

ン中､BC､C1、C2、C3、と各キャンプ別に分

けたが上部キャンプではほとんど使用しなかった。

登山活動中……体調日誌（表3）を各隊員につ

けてもらい、毎朝心拍数と体温、体調を聞き隊長

に報告という方法をとったが、心拍数は体調を客

観的に知る手懸として健康管理に大いに役立った

と思われる。パルスオキシメーターもキャラバン

中やBCではよく使用した。女性隊という事もあ

り高所に於ける生理機能に及ぼす影響について隊

員に問うたが日常との特別の差はあまり聞れなかっ

た。生理用ナプキンはキャラバン中とBC用とに

分け、各所で個人に配布した。ビタミン剤、整腸

剤漢方薬の五苓散、葛根湯など高所分も含め各自

が個人管理とした。インド医師よりも各々の薬1

袋ずつ分配があったが、服用した隊員もいれば全

然使用しない隊員もいてマチマチであった。

高度障害……インド側の都合でキャラバン中の

ガストーリキャンプの停滞が長く、ここで軽い障

害やニューデリーの下痢の洗礼を受けた後遺症が

出たりする隊員もあったが、医師から受けとった

強力な下痢止めは1日で下痢を止め便秘にしてし

－47－

まう程で、BCに入る前に一度高度の順応が出来、

その後の活動には支障がなかった。C2からC3

に向かう6,000m付近で眠気におそわれた隊員が

あった。日程的、天候等で新しい高度差500m以

上を一気に登ったためと思われる。そのままC3

泊となった｡C3からTopへは吐き気や口渇の隊

員もあり、天候やその他でC3に泊った夜、寝苦

しさ、頭重、頭痛、だるさなどがみられた。軽度

の顔のむくみは、BCに下った時などほぼ全員に

みられた。

反省

医療用酸素器具……係の不手際でデリーデポ品

使用リストに酸素器具類一式が抜け落ちているの

をチェック出来ず、ガストーリで荷上げ品リスト

に入っていない事がわかった。合同隊で、インド

側の酸素ボンベがあったため、又酸素を使用する

隊員もいなかったため大事にはならなかったが、

充分注意しないと登山活動の中止という事態にな

らないとも限らない。又器具の使用法も全員で勉

強会をもつとすべきであった。

医薬品……隊員の山口の仕事柄漢方薬の五苓散、

葛根湯など飲み続けたせいか高度障害がほとんど

見られず、尿量が多く、むくみがあまり出なかっ

た事につながったのではないかと思う。女性に多

い便秘も大甘丸がゆるやかに効くようで好評であっ

た。ビタミン剤は三共製薬のビトンハイエースで

1袋ずつになっていて高所で水がなくても飲みや

すく好評であった。胃腸薬、正露丸などBCにお

いて食べすぎ等での服用であった。

登山活動中BCではシーブリーズを綿につけて

髪や全身をふいたり、日焼け後の手入れなどに充

分活用出来、全員気持ち良い生活ができた。高所

ではウェットティッシュ状のものを各自配布し、

自己管理で使用し好評であった。

BCや高所キャンプでも天候の悪い日は1日中

でも歌を歌いつづけ腹式呼吸の訓練になり、好結

果をまねいたと思われる。又隊員が全員明るくて

テントから笑い声がいつも聞かれた事、初期のガ

ストーリキャンプでの滞在の長さで4,000m台の

順応が出来たことが、結果的には全員頂上に立っ

事が出来た事につながったのではないかと思われ

る｡42日の登山活動で体重の減少は帰国後から秋
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<表2＞医薬品

|持参数量|使用数量薬品名 薬品名 持参数量|使用数量
総合感冒薬

PL穎粒

新ルルA

葛根湯

五苓散

（高山病予防）

胄腸薬

三共胄腸薬

センロック

ァランタ

カロデリン

ダンカート

ホミカロート

下痢止め

ワカ末

正露丸

整腸薬

新ビオフェルミン

ガスコン

湿布薬

サロンパスリニメント

三共湿布薬（インド側使用）

点眼薬

雪盲用

アイコール

消毒薬

オキシドール

抗生物質

Ｐ
Ｔ
Ｐ

Ｏ
５
０

４
６
６

セフェム系（ ナ錠 200T

抗菌剤

201タリビット錠l100T

ビタミン剤

ビトンハイエースl106Tl106

咳止液

751ブロコデ液l1B75T

169T

75P

110P

50P

60T

消炎･鎮痛剤

ピロカルミン80P

ポンタール25015T

ロキソニン150T

新グレランA45T

痔治療薬

新ジナ50T

50T

50

50

ロンA’10

ボラギノール’1

緩下剤

23P

100T

ピコラール 50T

25T大甘丸

軟膏類

25

本
枚
１
妬 ｽﾙブ｡ﾁﾝ(非ｽﾃ｡ｲド)｜；

ステロイド軟膏

３
１レスタミン軟膏2

1 キンカン ’3

1

医療器具

ロ
叩 名 持参数｜使用数 名

ロ
叩 持参数｜使用数

血圧計

パルスオキシメーター

体温計（個人装備以外の予備）

酸素器具(Oバック）

ホルダー

マスク

クロレートキャンドル

生理用品（含インド側分）

滅菌ガーゼ

脱脂綿

包帯

眼帯

紙バンソーコー

三角布

サビオ類

ﾉ、サミ

爪切り

ピンセット

とげ抜き

ツーブリーズクールティッシュ

1

1

2

１
１

皇
舟
“
ユ
、
／
】
４
Ｉ
Ｌ
４
Ｉ
ユ
ハ
叩
〕
４
Ⅱ
且
。
Ⅱ
且
１
０
▲
判
Ｉ
ユ
ハ
叩
Ｕ

〈
ｈ
Ｕ
（
Ⅷ
ｖ

ｌ

６３

１
０
蛇
扣
娚
３

２１

100

1,240

2,000
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体調表

寺沢玲子
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6月渡印して以来の風邪が治らず心拍数の上がったまま本番に突入。その上事前に富士山

頂に唯一人だけ立つ事がなかった為その影響を心配していたが、取り越し苦労に終わった。
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デリー～登山期間中、消化器官の不調は殆どなく、BCで食べ過ぎの為消化剤を飲む程度。

C3に入る日プラトーのあたりから眠気に襲われスピードが落ちたが、登頂日は復調する。
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白沢真弓
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たが、少しずつ慣れた。登山活動中は登頂後C3で泊った夜、頭が痛くて眠れなかった。

亀田佳恵
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デリーで水に当たりインドの下痢止めを服用し小康状態を保つが、ガストーリで再び下痢、

嘔吐。日本の薬よりインドの薬がよく効いた。BCにて復調する。登頂する時息苦しかった。
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山口恵美子
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ガストーリで初めて泊った翌朝発熱する。高度障害によるもの。水分を沢山摂り排尿する

ことにより一日で平熱に戻った。登頂時は苦しかったが他には目立った症状はなかった。

楠田愛里
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中間キャンプ往復の時、初めてひどい頭痛に襲われた。アタック後の夜の頭痛もひどかっ

た．初めての高度での第一夜は必ず、眠りに陥ろうとすると息苦しくなった。
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環境

加藤孝子

本遠征隊は環境保護を目的の1つに掲げ、テイ

クイン、テイクアウトの徹底化をはかった。

合同隊の場合は単独隊と違い相手側にも充分そ

の主旨を徹底させる必要がある。今回はインド側

にもゴミ処理では充分ではないが理解、協力して

もらえた。隊員にはもう少し話す必要があった。

ハイポーター達がほとんどインド側の焼却をした。

1）余分なものは持ち込まない

2）ゴミ処理の完全性とその計画を出発にあたっ

て考えた。

1）食糧、装備等について出発前に出来るだけゴ

ミを少なくする努力をした。食品の過剰な包装を

ほどき最低限必要な包装にした。食糧計画は現地

でのキャラバンの荷上げのトラブルから開けるべ

きカートンが届かず、又全員元気であったため、

食べられない時のための日本食が余ってしまった

ようだ。キャラバン中の行動食もインド側からナッ

ツやあめ等の差し入れがあったりした。登山活動

の隊編成が変ったためと思われる。又ガストーリ

キャンプの滞在日数が多く、インド食でありBC

に滞在する日数が減少したため余ってしまった。

日本で計画していたより飲物なども少なかった

(キッチンボーイの毎朝のティーサービスにもよ

る)｡

装備はフィックスロープの使用についてはC3

の直下のロープ。50mを除いては回収した。

登山活動中はBCに上部キャンプでのゴミは持

ち降ろし焼却した。C2では全員下山した後、ゴ

ミをそのままで良しとするインド隊に何度もクリー

ン作戦を訴え、係として最終的なゴミ処理の焼却

を見届けるのに時間がかかった。インド隊の食料

の荷上げ量が多く、登頂後は荷下しを必要なしと

する考えでてこずった。燃料をかけて1時間30分

以上かかった｡C3ではガスボンベの空缶などは

日本隊で荷下げした。赤布のついた標識も最終的

には全部とり除いた。

BCでは不燃ゴミと可燃ゴミに分別し、可燃ゴ

ミはBC滞在日に焼却した。焼却場はテント場の

近くに石積みの焼却炉をつくった。灰はこの石で

－53－

おおった。

空き缶（ガスポンベ、缶づめなど）は缶つぶし

器でつぶした。ボンベは堅く、ハイポーターに石

でつぶしてもらった。生ゴミはキッチンボーイに

話しておくべきであったが、1ケ所に集めてBC

撤収時に燃した。

トイレはテント場にさ程遠くない所に穴を掘り、

日本隊員はそこを使用した。紙類は全部回収する

予定であったが、トイレにおき上から砂をかけて

次の人が使うという事が一部あった。生理用品は

全て回収し焼却した。食品類はアルミ製が多く、

焼却後灰の中からとりだし1缶につめてニューデ

リーまで降ろした。

洗剤は主として身体や髪洗い、洗濯にも使用出

来る無リンの濃縮剤2本(120m2)を共同装備で

用意した。使用しやすく液が少なくてすむのでよ

いと思うoBCの清掃はほぼ完全にしたと思う。

残念なのは途中のガストーリキャンプ（往路）

での可燃物ゴミを出発にあたって焼却しようとす

ると、キャンプのITBPの方が「後で私共が焼

却します」という事で上部に向けて出発したのだ

が、帰路そのゴミが散らばり恥かしい思いをしな

ければならず、焼却していくべきであったと深く

反省させられた｡ITBPのラタコナキャンプに

荷作り用プラパールを数個置いてきたが（必要と

いうので）いつかゴミとなる時がありやしないか。

日本隊からもらった物でも必要なくなれば日本隊

の出したゴミとなるのだろうから、村の子供にあ

げたアメ紙でもいつかゴミになれば日本隊のゴミ、

と隊長の心配はそこまで及んでいた。

私達が入山した地域がこれから少しずつ解禁さ

れていくかも知れない。いつまでもきれいなまま

の山岳地帯であってほしいと願っている。

▲ゴミを燃やす－Burningrefuse-



C2の時私達6人がC1という具合であったため、

トランシーバ交信によるインド側からの情報のみ

であった。1日3回時間を決めて観測する予定で

あったが充分には出来なかった。

今回のガルワール北部地域では、モンスーンの

影響はさ程無かった様である。頂上からのチベッ

ト方面の景色を楽しみにしていたが、あいにく悪

天で残念であった。BCでは毎回快晴でピークを

気象
加藤孝子

現地の気象状況は表の通りである。

未解禁地域への入山という事であったのでもう

少し詳しく調べるべきであったというのが反省で

ある。インド側と日本側の行動が別々なので、当

初の計画では行動別の各キャンプの時間による気

象の変化を観測する予定であったが、インド側が ながめていたのは何とも皮肉であった。
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感

Expを終えて
寺沢玲子

思えば慌ただしい山旅だった。事前の苦労やト

ランスポートトラブルを思うと、もう少し長く登

山活動を味わいたかった……率直に言えば隊長の

私でさえそう思うのだから、皆がそう感じるのは

もっともな事である。皆と私との違いは、私には

過去の苦い経験から、頂上を踏めた上に全員元気

に帰国できた事で良しと割り切れる事である。

1986年、やはりインド女性と合同で、外国人立

入禁止地域のキンナウルの聖峰キンナウル．カイ

ラスを登るべく渡印した我々を待っていたのは、

総隊長行方不明の知らせと厚いインナーラインの

壁であった。既に下りているはずのインナーライ

ン入域許可取得に日数を喰われ、目指す山の姿を

拝んだだけで涙を飲んだ。揚句の果て、某隊員が

肺水腫のため危篤状態となり、高所の恐しさと己

の無能さにすっかり打ちのめされて帰国した。

時が経つにつれ、立つことの出来なかった頂や

己の眼で確かめることのかなわなかった地への思

いは膨らみ始め、気がつくと再び彼の地を訪れた

いと願う自分がいた。魚心あれば水心あり、その

思いが通じたのであろうか、この度の合同隊の話

となった。

今回の登山では、神のご加護か窮地に陥る度に

事態はいつも急転直下､好転した。そう言えばキャ

ラバン中も、厚い雲の中で我々の頭上だけにポッ

カリ青い空が望めた。きっと我々には幸福の女神

がついていたのだろう。それとも、いつも陽気な

隊員達の明るい笑い声に、天岩戸に隠れていた天

照大神のごとく女神は引き寄せられてきたのだろ

うかoいずれにしても、成功のカギは隊員達の明

るさにかかっていた様な気がしてならない。食べ

ているかおしゃべりしているかはたまた声高らか

に歌っているか、静かなのは眠っている時位であ

るoこのエネルギーはどこから沸いてくるのだろ

う。最初は身構えていたインド側隊員やスタッフ

もついにこのペースに巻き込まれ、5,160mのB

想

cでは夜毎の歌合戦やダンスが披露された。

楽しい事ばかりでは勿論なかった。医師を含む

5名のインド側隊員は皆出身地が異なる。中には

アッサム出身者もいる。活字でしか知り得ず､我々

には実感のわかない彼等の苦悩の一端を垣間見る

事もしばしばあった。しかし、情無いことにその

度に彼等にどの様な言葉をかけて良いのか思い浮

かばず、若干の罪悪感を覚えながらも己の恵まれ

た環境に感謝していた。

私は常に「人」に恵まれている様な気がする。

今回の隊編成の段階でも、隊員を集結出来ずに苦

戦していた最中に一肌脱いでくれたのは、岳友笠

松美和子氏だった。彼女の誘いで明るさの中心と

も言うべき白沢真弓が参加し、その白沢の誘いで

山口恵美子、亀田佳恵の参加が決まった。最年長

の加藤は永年心に暖めていたインドヒマラヤへの

夢を抱き、目指す山は違えど快く参加してくれた。

楠田とは先輩後輩の枠を越え、姉妹の様な感覚に

近いものがあり、いつの日にかヒマラヤで行動を

共にしたいと思い続けていた。この度の誘いに二

つ返事で参加。婚約者に借りが出来てしまったが、

帰国後無事菅原姓となり一安心した。

多くの方々のお力添えのおかげで、我々は今こ

の一見とりとめのない報告書を発行することがで

きたOしかし、この報告書の完成を楽しみに待っ

ていてくれ、おそらく酷評を下してくれたであろ

う三人の尊敬すべき岳人が、発行を待たずして逝っ

てしまった。共に行こうとスピティの資料を収集

して下さった高本信子氏は、他の山の登頂成功後、

帰路車道での落石事故に倒れ、準備活動中あれこ

れと手助けしてくれた二俣勇司氏は遥かシャクス

ガムを越えたクラウン峰に眠り、笠松美和子氏は

雪の宝剣岳で急ぎ逝ってしまった。真筆に山を目

指した彼等が逝き、中途半端な己がこうして生を

保っている事の運命の皮肉さを思うo1992年そし

て1993年は生涯忘れ得ぬ年となった。

「産みの苦しみを味わって初めて良いExpが

出来るんですヨ｡」6月、単身渉外活動のため訪
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印する時に激励のため下さった尾形氏の言葉であ

る。今後幾度Expの機会に恵まれるかわからな

いが、この言葉を念頭に良いExpをと、心掛け

たい。

思い出深いExpの実行を可能にした全ての方々

に深く感謝したい。勿論我がネコ隊員達にも。

感想

加藤孝子

日印合同女性隊に参加したいと思った時一番気

がかりな事は高校受験をする長男と小5の次男の

事であった。夫は子供がもう少し大きくなってか

らにしたらどうか、という事であったが、心配し

ていた子供達からの「ヒマラヤは夢だったんだよ

ね、行ってくれば」という言葉で私の気持ちは参

加する事に固まった。山行でいつも家を留守にす

る母親に慣れてしまったのか、長い夏休みの事を

山梨にいる加藤の母に依頼してからは何の心配も

しなくなり、心はまだ見ぬ夢のヒマラヤへ向かっ

た。ジョギングにも張り合いが出て来て初めての

海外遠征の事も、言語の事もなんとかなるのでは

と思ってきた。

隊員4名が決まり皆よい人達であり楽しい山行

が出来ると確信した。登山技術の差や組織に加入

して現役バリバリの方と私の様に単独でボソポソ

山行している人では何もかも違うはずであったが、

行きたい気持ちばかりが強く、年齢や技術の事も

全て忘れ、若い隊員の足を引張らぬ様に、せめて

心肺機能を高めておこうと思った。苦しいはずの

ジョギングは楽しい毎日になっていった。富士L

行脚は、仕事の関係で夜行日帰りが多い事もあり、

高山病に関しては不安材料であった。出発前富士

山の二泊は頭痛、吐き気で高山病だった。

山岳部時代に一度インドヒマラヤの話があがっ

たが、谷川の遭難で立ち消え、3年前3～4名の

女性で二度目の話もパーミッションが届かず入山

料800ドルが露と消えた。そして三回目の今度は

その全てが凝縮された夢にまでみた遠征隊であっ

た。準備期間の数カ月のあわただしい中、二名の

方の参加も決まり、わからない事ずくめの中では

あったが、心は充実していき、ジョギングによる
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心拍数が60から49にもなった。何がなんでも頂上

への気持は前回の時程なく、ベースキャンプまで

行ければ良しとし、私には体力しかないので荷上

げに努力してみよう、今回の事が次回に行く時に

は必ずプラスになる様な良い遠征にしようと7月

19日ヌン隊の仲間と共にインドへ向けて出発した。

先発隊寺沢、楠田のお陰で準備はほぼ整いイン

ド側の若い隊員達と顔合わせの後、トラックとバ

スで出発した。私とは親子程も違う若い隊員達と

はバスの三日間ですっかり打ちとけてしまった。

言葉は充分でないが、各々皆親切であった。お国

柄の違いか宗教上の問題か彼女達はインド・チベッ

ト国境警察隊員としての仕事上の参加のためか時々

理解しかねる事やとまどいはあったが、それは彼

女達も同じではなかったかと思う。合同隊でなけ

れば入山出来なかった未解禁地区へのキャラバン

そして登山。マナ村の人々の暖かい視線olTB

Pの各キャンプでの歓迎。彼女達と一緒に過した

登山期間、いつも笑声があり歌声があった。バド

リナートヘもどった時も行く時もいつも明るい楽

しい日々があって過去の遠征隊にない事だと村で

．うわさされたそうだ◎怒ったり、けんかしたり泣

いたりという事もなかった。日印両隊長のお人柄

のせいもあるかと思う。隊員達も皆陽気であり、

くよくよしたり深刻にならず流せてしまう人達の

集まりであった。もう少し年長の私が言語が充分

話せたり、日印両隊員達に気配りする事が出来た

らと悔まれるところだ。隊員の楠田が各々の方面

で気配りをしてくれた。彼女のお陰で私達の遠征

隊はひときわその明るさを増し、ボーとしている

私がいても、楽しくインド側とも交流ができた。

一旦登山活動に入ってから若い総隊長がその重

荷を背負いながらがんばってくれたが､マネージャー

的な仕事は隊長以外の人がする方がよいのではと

思った。我々の到着後急にL・Oが決まった事も

あると思うが。総隊長のプライベートな事は遠征

後にしてほしかったと思うのは私だけだろうか。

合同登山のむずかしさもあったがお互いの母国

語を教えあったり、ハイポーターから教えてもらっ

た歌を日印両女性が毎日歌いあって楽しい登山で

あった。こて先の技術ではないヒマラヤに生きる

人々の力強さ、優秀なハイポーター各氏の人柄そ



の働きぶりに感動した。

単独行の多い私によい機会をあたえて下さった

ヒマラヤ協会の方々、気持ちよく送り出してくれ

た家族、嫁の遠征のために山梨から来てくれた加

藤の母、「ママ」と言って慕ってくれたインドの

女性達、多くの友人達のはげまし、健康で遠征の

出来る喜び、未登峰への全員登頂という運の良さ、

日本隊の皆様に改めて感謝したい。今回でヒマラ

ヤはより身近に感じられる様になった。機会があ

れば、次回言語を自分のものにし、積極的な交流

を、さらなる親睦を深められたらと思う。いつか

白い山へ再び彼女達と登りたいものだ。

登山を終えて
白沢真弓

「この前アコンカグアヘ行った人で今年の夏、

インドヒマラヤへ行きたい人いませんかぁ｡」

受話器の声の主は笠松美和子さんだった。

じゃあ集会で聞いてみましょ、ということで会

にもち帰り、内9名に聞いたところ、休みがない

とかお金がないというO"女性隊”ということに

興味を覚え、休みもお金もなんとかなりそうな私

は軽い乗りでヒマラヤ協会に足を踏み入れた。

山森さんより手続等の説明を聞きながら、私は

なんかケンタッキーフライドチキンのおじさんに

似ているなあ、と思っていた。その時決定メンバー

は隊長とエリちゃんだけだった。既に3月だった。

ご家族の許可待ちの加藤さんとは以前一緒にヤブ

をこいだこともあり、メンバー候補の一人と知っ

て驚いた。すぐに電話で参加の旨を伝えた。あと

2人なんとかならないか、ということで、都岳連

遭対の山口さんと国体でお世話になったカメちゃ

んを誘ってみた。

インドは許可をとるのが大変…という話は聞い

ていたが、おまけに未踏峰でインド女性とのジョ

イントということもあり隊長の苦労はひとかたな

らぬものがあったに違いない。なんとかお力にな

りたいと思うものの足をひっぱるばかり。例えば

完壁を誇る装備表からいつの間にか医療用酸素器

具が抜けていたり、自信を持って伝えたカートン

Noがまちがっていてガストーリでシュラフがな

かつたり、その他思い出したくもないミスの山。

温厚な隊長にも一回はおこごとをいただいた（二

回目以上あったかもしれないが覚えていない)。

その時は、何であたしばっかり、とちよったムッ

としたが、5，6秒考えて反省した。自分のばか

を棚に上げて恥ずかしい限りです。

それからうんと恥ずかしいことだと思ったのは

英会話のままならぬこと。もっとたくさん話をす

ればもっと分かったことがあったろう。帰路、I

TBPレセプションの折、DGより英語を勉強し

てまた来て下さい、と言われた（ような気がする

が英語だったので定かではない)｡

帰国後、何かの折に私たちのINDO-JAPANE-

SELADIESEXP.の"LADIES"にクレームがつ

いた、と寺沢さんより伺った｡LADIESとは淑女

という意味で語学、教養ともに兼ね備えた女性の

ことだそうだ。てやんでえ！！と憤慨する気持ちを
●●

グッと抑え、次回は誇り高き日本女性の代表とし

て海外登山に望もう、と幾分謙虚にものごとを考

えられるようになった今日このごろだ。

それにしても過去の女性隊のトラブルを聞くに

つけ、今回のメンバーは恵まれすぎていた。全然

すごくないところがものすごい寺沢隊長。外見で

は分からないが思いやりの深いエリちゃん。物事

に動じないジョン。趣味と教養の高さ、勤勉さに

感心させられる加藤さん。カメちゃんはインドで

もやっぱり強くて人一倍働き者だった。一方イン

ド側も、妬ましいほどパワフルなサントシュ総隊

長はじめ、かわいいマムタ、人見知りしないジョ

ティカ、歌声の美しいバータ、頼れるお姉様役の

Dr.リタ。陽気二乗のアルパナ。そして頼れる6

名のHAPとITBPから3名のサポート。彼ら

のおかげで私達は1カ月間お姫様だった。日本に

もどってからも女王様気分が抜けず、謙虚に振る

舞いたい気持ちと裏腹、知らず態度がでかくなっ

ていた。

また感激だったのはフカム・シン氏からの直筆

の登頂祝い。全員に全部違う文面だった。忙しい

方なのにその心遣いが皆に親われる理由だろう。

さて、思いがけず未踏峰に登る機会に巡り会っ

てしまった。全員登頂、という目標達成感とイン

ナーエリアに踏込めた、という妙な優越感は、本
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当にそれだけのものを手に入れるだけの価値が自

分にあったのだろうか、という疑問を促す。

帰路デリーにて'89年レーニン峰以来面識を重

ねていた高本さんの計報を聞く。帰国後の10月、

クラウン峰に登っていた二俣さんが逝ってしまっ

た。何とはなしに沈んだ気分を一掃しようとして

いた3月、このExpへのきっかけを作っていた

だいた笠松さんが思いがけないことになってしまっ

た。成果があって当然の方々の結末が悔やまれる。

いいかげんな山登りはできないな、と思ってしま

う。得るものがあり失うものがあり人の一生は風

にそよぐ蘆みたいなんだなあと古人の格言を思い

出した。

蔵相
〃色、〃巳、

山口恵美子

一言で言えば、全員登頂出来て本当に良かった、

私達は本当に幸運だった、と言うことである。イ

ンド側のメンバー、高所ポーター、インドのIT

BPの方々、HAJの方々、留守宅の家族の方々、

色々な人達の援助と協力でお蔭で私達はこの高み

に立てた。天候も頂上でこそ晴れなかったが、ま

ずまずであった。感謝の心ばかりである。私個人

としては、日本側メンバーの性格の良さ？も指摘

したい。皆和気あいあいと喧嘩もせず、私はとて

も楽しく登らせてもらった。迷惑ばかりかけてい

たと思うけれども、皆暖かだった。もちろんイン

ド側のメンバーや高所ポーターの性格は、言わず

もがなである。

登山活動では、C3からの頂上アタックがつら

かった。もう歩くのがやっとで一歩がとても重かっ

た。前との間をなるべく開けない様にと、それば

かり考えて歩いていた。とにかくバテバテだった

のである。今考えるとたいした事は無いのだが、

その時は頂上がとてつもなく遠く思われた。その

わりに頂上には呆気なく着いた。視界もきかずのっ

ぺりしているせいか、「本当にここが頂上なの？」

という感じであった。しかし私には座ったら最後、

立つ気力も写真を撮る気力ももうすでに無かった。

心配していたアイスフォールもそんなに険しく

なく、恐怖のモレーン帯を難無く通過出来、二週
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間という短期間で登頂出来たのはひとえに高所ポー

ターのお陰であった。性格も良く、技術も確かな

選りすぐりの強者達であった。自分たちでルート

エ作をしたかったという思いは残ったが…。

今回は準備期間が短かったせいもあるが、自分

の係すら満足にこなせなかった。指示された事を

やるのが精一杯で、特に隊長にはお世話になって

ばかりで何にも役にたてなかった。海外登山が初

めてと言っても、ヒマラヤ、インドの地域研究や

登山状況など全体的に勉強不足で、それに加えて

英語もほとんど話せない。皆に申し訳なく、もっ

たいないと思う。言い出せばきりが無いが、事前

に語学も含めてそれなりに勉強しておけば、自分

からもっと出ていけると思う。そして完壁など有

り得ないのだから、尻込みせず外国側にどんどん

入って行けば良いと思う。

インドでは文化・習慣の違いもさることながら、

登山意識の違いにびっくりした。日本では登山は、

基本的に登りたい人が登りたい所へ登る。インド

ではそんな自由は無い。登りたいということが前

提にはあるが、登山が仕事である。経済的にも趣

味で登山など出来ない。登山が昇進や昇給、社会

的名誉に直接係わっているのである。また、女性

の場合特にそうらしいが、歴史が浅いためか全て

お膳立てしてあり、高所ポーターの後を付いてた

だ登る事が登山となっている。国の登山学校があ

るのは羨ましいが…。

今回の海外登山はそれなりに充実していたし、

楽しかった。しかし、帰って来てみると何故か空

しかった。海外登山はもういいやと思ってしまっ

た。あれほど高所登山に憧れ、8千両峰に登れ

るなら死んでもいいと思っていたにもかかわらず

である。これは誰の責任でもなく、自分の責任で

ある。インドの人々に接し自分を見つめ直すうち

に、私は欲望のままに山を登ってきた自分に気付

いた。本当にありがたい事である。それを気付か

せてくれた人々、そしてこの山行に感謝したい。

私は今、お気に入りのインドカレーを作りながら

充実した日々を送っている。それにしても、本場

のインド料理は美味しかったな…。



遠征を終えて

楠田愛里

「寺沢さん、私、C2まででいいです｡｣C1

のキャンプ・サイトで2人きりになった時、私は

隊長にそう言った。つい数日前に尾髄骨を打撲し

て気弱にもなっていたが、それまでの過程で他の

隊員達との体力・技術差は歴然としていた。そし

て前回の苦い経験……’84年Z3峰の2次隊のメ

ンバーだった私は、最終キャンプを出発する時既

に限界に達していた。何よりも気力が風前の燈だっ

た。ところがそれを自認せず、ましてやリーダー

にも言わず、ついていけば何とかなるだろうと思

いこんでしまった。結果的に2次隊は時間切れで

頂を踏む事はできなかった。敗因のひとつは明ら

かに自分の行動の遅さだった。登頂断念のくやし

さよりも、頂まで100mと迫りながら引き返さざ

るを得なかった他のメンバーへの申し訳け無さが、

胸に焼きついた。

「まあ、やれるだけやろうよ。それでだめだっ

たらしやアない｡」隊長の返事はさらりとしてい

た。それを聞いた途端、肩の力がすっとぬけた。

と同時に、まだまだ十分にやる気があったのだと

いう事に気が付いた。隊長の方がよくわかってい

る。深く考えこまないで全て任せよう。遠征中に

弱音を吐き、目頭が熱くなったのは後にも先にも

あの時だけである。もし、あの数分間が無かった

ら、勝手に自滅して頂に立てなかったかもしれな

い。同じ大学、同じ会の大先輩としてもともと頭

が上がらなかったのに、今回の遠征を経て寺沢さ

んには増々頭が上がらなくなった。そして、「何

でここまで人がいいの?え?」と肩を揺さぶりた

くなるような仲間達｡私がパテた時は必ず専属ポー

ターとなってくれたマユさん。小物の私にすら謙

虚に接してくれた加藤さん。自分だって辛かった

だろうC3で飲物を運んできてくれたカメさん。

帰路のデリーではイラつきがちだった私を同室者

として悠然と受けとめてくれたエミちゃん。沢山

の「くれた」に支えられ続けた52日間だった。

今回のHAJ女性隊は、隊長以外はヒマラヤに

は殆ど素人の集団で、ヒマラヤニストの諸先輩方

から見れば、「猫に小判」的な遠征となるだろう

し、私自身そう思う所は大いにある。ただ、素人

だったけれども、1度はヒマラヤに行ってみたい

という願いは皆強かつた。逆に、今行かなければ

この先いつ行けるか分からないという切羽詰まっ

た気持ちも、皆の中に大なり小なりあったと思う。

貴重なこの機会を気持ち良く活かそうという意欲

は、毎日の様々な感動に結びつき、インド隊員達、

ポーター、スタッフ達との温かい交流に結びつい

た。ミーハー集団だろうがお姫様山行だろうが、

とにかく行ってよかった。もう1度同じメンバー

でどこかへ…と終わった後に思える遠征だった。

準備期間中、余りのブッ飛びぶりに呆れ乍らも

根気良く支えて下さったHAJの方々、そして行

きたいという思いを受け止め黙って送り出してく

れた家族の人達にも感謝しています。周囲の状況

や自分自身もこれから変わっていくでしょうが、

初めて「ヒマラヤ」という言葉を耳にした時の純

粋な憧れは、いつまでも持ち続けたいと思います。

初めてのヒマラヤ体験
亀田佳恵

先に参加していた白沢さんに、「女性だけで遠

征隊を組んで行くんだけど、カメちゃんも行かな

い？」と言う話があり、急に飛びこんできたヒマ

ラヤ遠征の話に戸惑っていた。山をやっていれば、

一度は行きたいヒマラヤである。憧れもありすぐ

にも参加したいという気持ちはあったが、たいし

た山の経験もない私に、ヒマラヤの山を登ること

ができるのかという方が先にあった。また長期間

の遠征に仕事はどうしようか等々、あれこれ迷っ

ているうちに、皆よりもスタートが随分出遅れて

しまった。

この遠征に参加するにあたっての一番の動機は、

女子隊であるということであった。女性だけの力

で成し遂げるという充実感を味わってみたかった。

しかし、その影には、女性を含め多くの男性の協

力もたくさんあった。

出発前は、仕事の忙しさを言い訳に、隊員とし

ての動きは非常に悪かった。このお詫びに山に入っ

た暁には、歩荷で恩返しをしてと思っていたが、
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キャラパン早々に高度障害のためか倒れてしまっ

た。初めて体験する高度にやはり体はすぐについ

て来てくれなかったのである｡(その前にインド

に着いて3日めに、洗礼［下痢・嘔吐・発熱］を

受けていたのがぶり返していたのかも知れない｡）

一向に良くならない体に、私はここで終わりかも…

と何度思ったことだろう。出発間際に、仰々しく

教育委員会に提出してきた「遠征隊参加願いの…

今まで自分が続けてきた登山活動の集大成になれ

ば…云々」が虚しく思えて来たこともあった。快

く出してくれた職場の人たちにも、合わせる顔が

ないなアーと思いながらも、必ず復活するゾ.'と

いう気力だけは忘れないようにしていたのが良かっ

たのか、いつの間にか復調していた。

今回の遠征では、インド女性との合同隊という

ことで、終始行動を共にしたため、インド人とし

ての習慣や考え方等を肌で感じることができたよ

うに思う。日本人とインド人の考え方は、初めか

ら違うのだからと思っていても、何だか人間とし

て許せないと思うことも幾つかあった。

実際の登山活動に入ると、高所ポーターの人た

ちの力が大きく、ルート開拓から荷上げまでこの

人たちの力無くては進めなかったように思う。私

たちはお姫様の如く、手を引かれんばかりに行動

していたような気がする。その時は、このままで

いいのかと随分思ったが、結局は自分の足で歩か

なければならないのだから、自分の力というのも

多分にあると思い、気を取りなおし荷上げにも精

を出した。ここまでくると、多少のむくみは出て
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きたが、大きな高度障害は出てこなかったように

思う。さすがに、C3からの登りでは苦しい思い

をしたが、キャラバン途中で感じたような苦しみ

はなかった。日本にいても、これ程長く山に入っ

ているということもないし、1日の行程も比較的

のんびりしていたので、日本の慌しさの中に帰る

のがいやになるくらい、毎日が楽しかった。

私は、今までに海外経験もなく、また日頃の不

勉強もあり、言葉に関しては全く自信がなかった。

ちょっとしたことであれば、身振り手振りで何と

か通じていたが、細かいことや自分の思っている

ことを正しく伝えるには、ある程度話せなくては

いけないなと思った。今回は、何かあるとすぐに

キャフ．テンや愛里ちゃんに助けを求めて何とかなっ

たため、私の語学力はあまり上達しなかったつよ

うに思う。

今回の遠征では女子隊ということで前面に出る

のは我々女子隊員ばかりであったが､高所ポーター・

キッチンボーイの人たち等、私たちを支えてくれ
●●●●●●●

たのは皆男性であった。おいしいところばかり持っ

ていくようなところがあった私たちに、いつも親

しみをもって接してくれた人たちには、本当に感

謝の気持ちでいっぱいである。また、ラタコナや

ガストーリキャンプ地での心暖まるもてなし、花

束でのお出迎えはとても感激した。

初めての遠征体験を通して、登山活動はもちろ

んであるが、他の面でも二度と味わえないような

貴重な体験ができ、本当に良かったと思う。



座談会一高所順応はこれでバッチリ!？

出席者司会：菅原（|日姓楠田)、寺沢、白沢、

亀田

司会

司会

白沢

亀田

司会

亀田

司会

亀田

白沢

司会

白沢

司会

白沢

今日は高度順化について語ろう、というこ

とで、皆さんに集まって頂きました。事前

の準備や行ってから心がけたこと、実際高

山病にかかった時、どういう方法で復活し

たかなど話して頂きたいと思います。

〈富士登山はやっぱり有効＞

じゃアまず、事前の準備ということで…す

ぐ思い浮かぶのは富士山ですが、富士登山

の時工夫したこととか印象に残ったことが

あったら。亀田さん、どうですか。

辛かった？

辛かったのは1回だけ。日帰りの時5合目

の上あたりでね。朝出発前にお茶飲んでお

握り食べて、加藤さんについていこうと思っ

て必死になって登っていたら、気持ち悪く

なってもどしちゃった。

それは食べた後のオーバー・ワークがたたっ

たとか。それとも障害？

う～ん、どっちだったかなあ。

行くごとに調子は上がっていきましたか。

それは無かった。その時の体調だった。

そうだね。行けば行くほどってのは無かっ

たね。

私もめざましい進歩は無かったけど、10歩

ごとに休んでたのが20歩まで伸びたりとか、

あと、初回は頂上で頭痛がしたけれど2回

目以降は無くなったというのはありました。

私ほら、アコンカグアがあったから前の年

も富士山行ってたでしよ、それに比べれば

今年の方が調子良かつたかもしれない。

富十晋山はやっぱり精神的なよりどころに

はなりますよね。少しでも順化できたって

いう。

うん、あと､､高度障害ってああ、こうなる

のかというのも分かるし。単なる疲れだと

最初は勘違いしていたのが、そのうちこれ

亀田

司会

司会

白沢

司会

寺沢

司会

寺沢

白沢

寺沢

司会

寺沢
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が高度障害かって。

加藤さんと2人で夜行日帰りで行った時、

｢随分眠いわね、眠いわね」って言いなが

ら登っていたんだけれど、その時は疲れと

か睡眠不足のせいかなと思ってた。それが

高山病なのかはよく分からなかった。

高度障害を体験する意味でも富士登山はい

いってことですよね。

〈腹式呼吸は砂糖と歌で＞

さて、富士山の他には事前の準備、何かあ

りますかね。

よく言われるのは、低圧実験室だよね。

一般の人でも入れるんですか。

お金出せば入れるのは名古屋のレッツ・ス

ポーツ。高いけどね。あとは筑波大にしる

名古屋大にしろ、データを取るっていう条

件のもとでだから、普通に勤め持っている

人の場合だと、遠征でこれから長く休むの

に、それ以前にそれだけ休めるかっていう。

どれだけ休みを取る必要があるんですか。

体験的に入るんなら1泊2日程度で済むけ

れど、筑波大なんかの場合だと極力1週間

に1度の割合で2～3カ月続けてデータを

取ることになるね。仕事持っている人はやっ

ぱりちょっとね。だったら日頃のトレーニ

ング積んだり、富士山に通うとか。それか

ら腹式呼吸のトレーニングをするとかの方

が、金はかからないし時間的な負担もかか

らない。

腹式呼吸っていうのは、やっぱりちゃんと

教えてもらわないとできないですよね。

よく初心者に教えるのは、あお向けに寝て

砂糖の1キロ袋を2つぐらいお腹に乗っけ

て、それを押し上げるように呼吸するって

いうトレーニング。慣れてきたら袋をとっ

て練習するのね。

あお向けになると腹式がやり易いんですよ。

菅原さんなんかは芝居やってたから腹式の

訓練積んでるでしょう。



司会そうですね。動き回りながら大声でしゃべ

るから、腹式じゃないともたない。そうか、

遠征行く前に劇団入ったりカラオケで歌っ

て踊りまくるのは有効かも(笑)。

寺沢だから冗談じゃなくて思うのは、向うへ行っ

て毎日、白沢さんが音頭取りみたいな形で

しゃべるか歌うかしてたでしよ。あれって

いうのは、例えば腹式呼吸をみんなでやろ

うっていうのよりも、もっと自然な形でリ

ラックスして腹式呼吸ができたと思う。初

めての人がこれだけ多かったのにそれ程ひ

どい障害が出なかったでしょう。だからあ

れはあれでいい方向に働いていたと思う。

司会みんなで集まって砂糖の練習ってのもね。

ただ、家に帰って個人的にそういうトレー

ニングするのはいいですよね。

白沢普段から慣れるように心がけておくことだ

よね。でも最初は意識してやらないと仲々ね。

寺沢だから、慣れない人には歌を歌うっていう

のがいいかもしれない。あの時の功労賞は

白沢さんということで。

白沢そんなことございませんよ。私は何もして

いません。ただただ、口が動いていただけ

です(笑)。でも上に行くとどうしても肺

で吸いたくなりません？苦しくなると。分

かってはいるんだけどどうしても苦しくな

るから。

亀田すぐ吸いたくなっちゃうのね。

白沢そういう時こそ、やっぱり意識しないと。

司会事前に訓練しておかないと、いざという時

できませんよね。

あと事前ということで有効だと思ったのが、

「高所登山研究会」的な会に参加して、高

山病の生々しい事例を色々知ったことです

ね。トレッキング中の死亡事故とか。結構

身が引きしまる思い、しました。

白沢知るだけでもいいよね。こういうことがあ

るんだって分かっているだけでも。

司会そういう事例みたいなこと、私達には無かっ

たですよね。

白沢インド隊も大丈夫だったし。

寺沢あの人達は普段の鍛え方が違うし、高所の
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トレーニングがメインだから。駐屯地は標

高2,000m越えているしね。だから今回は、

高度順化の進み具合が全く違うグループ同

志だったから、調整が難しかった。完全に

向うのペースでやってたら日本側はつぶれ

ていたと思うよ。

白沢うまい具合に休み時間長かったよね。

司会ガストーリでね、1日また1日って待たさ

れてイライラしたけれど結局、「禍転じて

福と為す」でしたよね、あのスティは。

〈オナラやゲップもりっばなバロメーター〉

司会現地でやった対策に話題を移しましょうか。

亀田飲む。五苓散（注1）、キササゲ茶（注2）

と…

白沢ビタミンね。毎日飲んでた、こまめに。

司会お互い声かけ合って飲んでましたよね。そ

れで、飲んでないと肩身の狭い思いをする

ような、シビアな雰囲気があった。「なに、

飲んでないの？」みたいな。

白沢冷たい視線が怖くて飲んでたかもしれない

ね(笑)｡

司会効果ありましたよね。

白沢キササゲ茶のせいなのか、ともかくよくオ

シッコが出た。

寺沢そう。量がすごかったね。

白沢日本にいる時より多かった。

亀田飲む量も違ったじゃない。マメに作って。

白沢食欲もあったよね。お腹きっと空かないよっ

ていう予測に反して。ガストーリでは下痢

だったけれど、それでも食べれたし。

司会ガストーリは、旅の疲れもあったし高度障

害にやられ易い標高だったから、具合悪く

なったりしていましたよね、個人差はあっ

たけれど。

白沢確か山口さんが、ガストーリに着いた次の

日に熱出したんだよね。でも彼女らしく冷

静にマイペースに飲んだり休んだりして、

その次の日には復活してたつけ。

亀田私は、山口さんと一緒ぐらいに熱出したつ

けな、確か。それでドクターのリタさんに

薬もらって飲んでたんだけど、よくならな

くて。でもご飯食べれるから食べてたんだ
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白沢
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寺沢

白沢

寺沢
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けど、そのうち胃がね、ホラ空気でふくれ

るような感じ。

ゲップが出る、みたいな。

うん。でもゲップがうまく出ないの。

消化不良とかじやなくて？

高度障害だね。ガスがうまく出なくなって

くるのね。やたらオナラが出るうちはまだ

いいんだけど、うまくガスが出せなくなっ

てきてそのうち、ここら辺（胃腸をなでる）

がふくらんできて心臓が圧迫されて、心臓

の弱い病人なんかはそれでショック死する

ことがあるんだって。

怖いですね。

高所に慣れるまですごくオナラが出ていた

のが出したいんだけと出せなくなってお腹

が膨脹してくる。ゲッフ°もオナラも出した

いのに出なくなるとちょっとヤパイかな。

私はとにかくゲッフ°が出なかったのね。中

間キャンプ往復の朝、もどしちゃったでしよ。

それで戻ってきて休んで、その夜焼きソバ

作ってくれたよね、それ少し食べて、でま

た夜中ムカムカ気持ち悪くなったの。それ

で加藤さんにもらったサクロンを水と一緒

に飲んだらもうたまらなくなってまたもど

しちゃって、これ何かおかしいな、と思っ

て。次の日今度はガスコン（注3）もらっ

て飲んだら調子良くなったのね。ゲッフ・も

出るようになったし。

結構そういうケース、多いみたいよ。ホラ

女性隊だと平気で「ゴメンネ」とか言って

出せるけど、男性の中のひとりとか、まし

てその子が独身だったりすると、できなく

てガマンしているうちに気分悪くなって倒

れちゃったりするケースが何件かある。中

年のオジサンがひとりでもいれば、察して

どこかへ連れてってというフォローもある

けれど。

ツーカーだったら男女一緒でも大丈夫なん

だろうけどね。

ゲッフ･やオナラが出るとか出ないとかは、

順応の進み具合を見るひとつの目安だよね。

やたら出るのはいいんですか。
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司会

寺沢

白沢

－63－

順応途中ってことでしょう。

そう、順応できたら、また普通に戻る。

何でもガマンしちゃいけないっていうか。

気をつけよう。

そういう点、女性隊はいいですよね。

そうだよね。オナラのし放題で(笑)｡

オナラの話はこれぐらいにしましょう。私

ね、インドならではの特効薬をおススめし

たいな。

何、それ。

中間キャンプ往復した日に初めて頭が痛く

なっちゃった時、ホラ、サントシュさんが

作ってくれた…

あ－，はいはい、ニンニクをつぶして。

そう、まつ赤な香辛料と塩を混ぜたやつ。

それ作ってくれて「絶対治るから」って。

で、「ホントかよォ」と思いながら食べた

らホントに治ったのにはびっくりした。

あのすごく辛いやつ。

そう。あれって何か科学的根拠あるのかな。

多分ね。唐辛子とかニンニクって血管拡張

の働きがあるからね。

血の流れがよくなるんですね。ニンニクす

りつぶして辛子と塩を混ぜる。これおスス

メです。

日本でも酒のツマミに作ってるけど、呑ン

兵衛には大好評だよ(笑)｡

〈リラックスが－番の薬＞

何でも軽いうちに手を打つことだよね。ガ

マンしないでそれなりに対処してきたから

ね、私達。

みんな正直に不調は不調と申告してました

よね。

そう、全然ガマンしなかった(笑)｡

ガマンしておかしくなるってケース、多い

んじゃないですか。

よく聞くね。

実を言うと私、それでやられた事がある。

最初の遠征でね。

自覚症状無いうちに進行したとか。

っていうか、初めてだったから、

足引っ張っちゃ悪い、みたいな。



寺沢そうそう。ものすごいだるかったの

と安眠できないのがあったんだけど、多分

緊張感があったんだよね。いざ動いてみる

と荷物無くてもスピードが上がらなかった。

白沢順化できてなかったってことですね。

司会他の人も初めてだったんですか。

寺沢いや、アンデス登りこんでいる人もいたし、

ドクターは北大の山岳部出身で、ツアーで

毎年行っている人もいたし。でも時間はたっ

ぷりあるワケじゃないし、そういう時に

「ここで1日休まれちゃ困る」みたいなこ

とを言われると、慣れた人間なら「しょう

がないじゃん」と開き直れるけど、初めて

の人間てそのひと言がすごくこう、「ああ、

自分が休んだら迷惑かける」っていう焦り

につながるんだよね。今回ガストーリで1

週間の遅れが出た時、みんなの中に焦りが

あるっていうのはアリアリと分かったし、

で、亀田さんがガストーリで調子悪くなっ

た時は、やっぱり自分の中ですごい葛藤が

あったと思うんだよね。足引っ張っちゃう、

みたいな。自分がそういう思いを1回して

たから、期間の短い山だったらどうせつぶ

れるならしょっ鼻の軽いうちにボーンと遅

れた方が、あとは少々無理すりやつじつま

合わせられるっていうのかな、そういうの

が分かってたからね。前の経験が無かった

ら、私も1週間の遅れにかなり焦りを感じ

ていたと思う。

白沢隊長が全然焦りを見せなかったからね。

亀田まあ、大丈夫なのかしらっていうのはあっ

たけれど、私達が何かやってもどうしよう

もないっていうのがあったし。

司会具合が悪い人は、周りが言うまでもなく責

任感も焦りも感じていますよね。そこに追

い討ちかけるように何だかんだ言われると、

増々具合が悪くなっちゃう。

白沢やっぱり寺沢さんのお人柄の賜物ですよ。

これ原稿に入れといてネ(笑)｡

司会精神的なものが大きいですよね。回復のポ

イントはo

亀田うちは必ず周りが助けてくれたからね。
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白沢具合が悪い時は安静にリラックスするのが

一番ですよね。何だかんだ気になるなんて

いう状態だと治るものも治らなくなるし。

亀田ガストーリの時も焦る気持ちはあったけど、

でも周りがワタワタしていなかったから、

すごくこう安心していられたな。

司会ガストーリ以降は体調良かつたですよね。

私が尾祇骨打ったぐらいで。

白沢あれはフェイントでしたねェ(笑)。

司会あン時は目の前まっ暗になりましたよ。こ

れで私は終ったって。ホントに。

亀田でもあの後ちゃんと動けたから、良かった

よね。

司会騒いだわりには大したことなかったんでしょ

うね。どこで何があるか分からないですよ

ね。あれだってテントの入口でコケたんで

すから。でもね、あの時みんなが必要以上

に「大丈夫？大丈夫？」って構わなかった

でしょう。

白沢冷たく放つといたよね(笑)｡

司会それが良かったと思う。あんまり心配され

過ぎるとかえって「ああ自分はもうダメな

んだ」って思ったりするじゃないですか。

ころ合いが良かったな、心配のされ方の。

寺沢やっぱりさ、年齢的にも何だかんだ体験し

ている人ばっかりだから。

司会ずっとリラックスできていたっていうのが

順化にもつながったんでしょうね。

白沢うん。そんなに緊張すること無かった。

司会落石帯とかアイス・フォールを通過する時

なんかの緊張感はあったけど。

寺沢メンバー間の緊張は無かったよね。普通は

あるじゃない、やっぱり。

白沢そうですよね。

司会なぜ無かった？1

寺沢やっぱりみんな猫族だったから(笑)。白

沢さんのキャラクターも大きかったよね。

司会雰囲気がマズくなる前に笑いとばしてチャ

ンチャン、にしてしまうあのパワーo1遠

征隊に1白沢、ですよね。でも全ての隊に

白沢さんが行くわけにはいかないし（笑)、

それぞれの隊で「言える勇気、言える雰囲



気」を心がけていくことですよね。 本日はどうもありがとうございました。

(注1）尿量減少、口渇、めまい、頭痛、浮腫な

どの症状改善に良い漢方薬。

(注2）腎臓病その他、水腫、むくみの症状等、

小便の出が悪い状態を改善する漢方薬。

(注3）冑や腸にたまったガスが体外へ出11

時、ガスの出を良くする薬。

冑や腸にたまったガスが体外へ出にくい
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カメット山群小史

北部ガルワールの盟主カメット(7,756m)は、ヒマラヤでも早期に注目を浴びた山である。この山群

は北に中国（チベット）と国境を接しているため、インド政府は政治的理由からインナー・ラインを設け、

現在も外国人には厳しい入域制限をしている。

カメット山群とは正確にどの範囲を示すのか定かではないが、前例に倣ってダウリ・ガンガ沿い～ニティ

峠（キウンラン峠5,069m)とアラクナンダ川（サラスワティ川）沿い～マナ峠(5,608m)に挟まれた地

域に限定する（概念図参照)。尚、地図上では東部ガルヮールに位置するが、便宜的に北部ガルワールと

表現しておく。

ヨーロッパ人で初めてカメットを目にしたのは、ポルトガル人のイエズス会神父アントニオD.アンド

ラーデであろうと云われている。1624年アンドラーデは山の向うに未知の近づき難い地域があり、過去幾

世紀にもわたって福音伝道に従事し、散り散りになったキリスト教徒の存在を確認すべく、マナ峠(5,60

8m)を越えて時のグケ王国の都ツァパラン（現ツァーレンか?)に辿り着いた。しかしその地に何らキ

リスト教の痕跡を見出せなかったアンドラーデは、この地での布教活動を始め、2年後の1626年にはこの

地にチベットで初めての教会を建立している。

アンドラーデのマナ峠越えは、ヨーロッパ人初のヒマラヤ越えとして記録されており、これ以降1640年

までの間に12名のイエズス会士がマナ峠を越えてチベット入りしている。この事に起因するのか、当時ヨー

ロッパではこの地ガルヮールは世界で最も標高の高い所として紹介されていたと言う。

その後1805年からガルヮール地方の路線測量が始まり、また英ネ戦争との絡みもあり多くの測量関係者

が入域しているが、ここでは純粋に登山として最初にこの地に足跡を残したシュラーギントワイト兄弟以

降の記録をリストアップしてみた。寺沢玲子

|登頂時期

1855.8

内 容

。シユラーギントヮイト（アドルフ、ロベルト）兄弟がサク峠を越えてチベット側マンナン氷

河からアビ・ガミンをカメットと誤認して試登し、6,784m(一説には6,875m)に到達。そ

の後マンナン氷河の支氷河（現シュラーギントワイト氷河）から6,940m峰と6,910m峰間の

鞍部（現シュラーギントワイト峠）越えをしてバドリナートに到達。その後アドルフが単身

マナ峠越えをしてチベットへ。

1874～771・インド測量部のE.C.リヤルがカメット周辺の地形調査を実施し、山頂の標高も測定。

1907 ｡T.G.ロングスタッフ、C.G.ブルース、A.L.マムがダウリ・ガンガからニティ峠に到達後、ラ

イカナ氷河と東カメット氷河を偵察し、カメットの6,150mに到達。その後ビュンダール・カ

ール峠を越えて西カメット氷河を偵察。

19101｡C.F.ミードが西カメット氷河からカイアム峠(5,882m)に到達。

1911．6

8

1912.6

1913,6

oA.M.スリングスビーが西カメット氷河6,559mの鞍部に達し（現スリングスビー･サドル）

カメットの主稜6,710mに到達。

oA.M.ケラスが西カメット氷河からカイアム峠北方の6,160m峰に登頂。その後チャムラオ氷

河5,790m峰（ダンキン峰）に登頂。

oC.F.ミードが前年のスリングスビー隊のルートを辿り、カメットの6,900mに到達。一旦ガ

ンゴトリ山群を偵察した後、東面のライカナ氷河を偵察。

oC.F.ミードが東カメット氷河からカメットとアビ･ガミンとの鞍部（現ミーズ･コル7,138m)

に到達しこの鞍部で宿泊。

oA.M.スリングスビーが1911年のルートを辿り、カメットの7,120mに到達。

－67－



oA.M.ケラスがカメット西面を偵察。1914.

1914～1918第一次世界大戦

｡A.M.ｹﾗｽ､H.Tﾓーズへ'ドがﾗｲｶﾅ氷河並びに東ｶﾒｯﾄ氷河を偵察し､力〆ﾂﾄ｜
の7,066mに到達。この登山中に酸素器具の実験を行なう。

｡F.S.スマイス他5名のイギリス隊が東カメット氷河からミーズ･コルを経由し、北面から2

次に渡り5名がカメットに初登頂。これは当時の人類到達最高峰で、1936年ナンダ・デヴィ

(7,816m)初登頂までその記録は破られていない。尚この隊は機動性に富む初の組織的な小

規模遠征隊と言われている。また、同山群における初のダージリン・シェルパ雇用隊である。

1920.9

1931.6

｡F.S.オットリーがマナ峠に到着し、周辺を探査。

oC.R.リドレー他3名が前年のスマイス隊のルートを辿るが、ミーズ・コルで敗退。

oF.S.スマイスがニルギリ・パルバット(6,474m)に初登頂。途中雪男の足跡を発見。

｡F.S.スマイス、P.R・オリバーがバンケ氷河側からマナ・ピーク偵察の際デオパン(6,855m)

に登頂。

｡F.S.スマイス、P.R.オリバーが6,541m峰に登頂。

｡F.S.スマイスがバンケ氷河側から6,520m峰（現ビダン･パルパット）に初登頂。

oF.S.スマイスがグプト・カールから上記6,541m峰を経由し、南稜からマナ・ピーク(7,272m)

に初登頂。

｡A.ロック隊がラジ氷河側からゴリ・パルバット(6,708m)に初登頂。

｡A.ロック隊がドゥルパタに初登頂。

oA.ロック隊が2次に渡り南西面からラタバン(6,166m)に初登頂。

1937夏

７

8

1939

８
８

1939～1945第二次世界大戦

｡Aロック隊が6,135m峰に初登頂。

｡A.ロック隊がマナ峠を越え、チベット側北西氷河からバルバラ西峰との鞍部経由で、中印

国境上のパルバラ東峰(6,146m)に初登頂。

1947.8

1947インド･パキスタン分離独立

｡Hティッヒーがビュンダール谷左岸のサプタスリン(5,045m)に初登頂。

。英スイス合同隊がマナ峠を越え、マンナン氷河経由でスリングスビー・サドルに達し、北面

から北東稜を辿ってアビ・ガミン(7,355m)に初登頂。

1950.8

1950インド憲法発布、共和国成立。

｡HE.リッジフォード率いるニュージーランド隊のE.ヒラリー、W.G.ロ－がムクト・パルバッ

ト偵察の折6,190m峰に初登頂。

｡上記ヒラリーとロ－がムクト・パルバット前衛の6,760m峰に初登頂。

｡上記隊のリッジフォード、F.M.コッターとシェルパ1名が南チャムラオ氷河側からムクト・

パルバット(7,242m)に初登頂。

｡上記ヒラリーとロ－が北チャムラオ氷河の5,962m峰に初登頂｡

｡上記ヒラリー、ロ－，コッターが5,928m峰に初登頂。

｡上記ヒラリー、ロー、コッターが北チャムラオ氷河源頭の6,328m峰に初登頂。

1951.7

７
７

７
７
８

｡N.D.ジャヤール率いるベンガル陸軍隊がカメットを試登o

･英国隊がマンディル・パルバット(6,559m)に初登頂。詳細は不明。

｡N.D.ジャヤール隊が前年同様東カメット氷河からカメットを目指したがミーズ・コルで断念。

。アビ・ガミンに転進し西方岩稜を初登鑿。同峰第2登。

1952.6

1953.6

厩5．71．N.D.ジｬﾔーﾙ隊が初登ﾙーﾄからｶﾒ，ﾄ第2登｡同隊はアビ･かﾐﾝ第3登も成す。
－68－



1962中印国境紛争起こる。

oS.ギャッォ隊がハティ･パルバット(6,727m)に初登頂。1963

1964 oS.R.シン率いるU.P.州警察隊が中印国境上のガネッシュ・パルバット試登。

oS.R.シン率いるU.P.州警察隊が前年同様ガネッシュ･パルバット(6,532m)を目指し初登頂。

｡G.チャンド率いる聖ステファン大学隊がハティ・パルパット試登。

oP.K.チャクラヴァティ隊がサプタスリンに登頂。

｡B.ビスワス率いるインド隊が北面からマナ・ピーク第2登。

｡P.S.チョーダリー率いるカルカッタ登山協会隊がセムカラーク氷河側からビダン・パルバッ

ト第2登。同隊はゴーランガ・パルバット(6,198m)にも初登頂。

｡H.V.バハンナ率いるミリタリー・アカデミー隊がビダン・パルバット第3登。

1965

10

1966.5

9

1968.6

1969.6

6

1971 ５
６
９

1972.6

｡R､K,カナ率いるITBP隊がガネッシュ･パルパット近くの6,309m峰と6,495m峰に初登頂。
1973.9

の踏査途中にチャノニア・コット（5,425m）を試登。

９
蛆
加

1975.51｡P.チャクラヴァティ率いるドゥルガプール登山協会隊がゲルダン(6,163m)に初登頂。
1976.6 ｡日本山岳会(JAC)とIMFによる日印合同女性登山隊（隊長Mアグラワル、副隊長須田

紀子）が通常ルートからカメットを目指したが、悪天候のため断念。アビ・ガミンに転進し、

奈須文枝、トリティF.パーディ、チャンドラP.アイトヮールが登頂。

1977.6 。Mアグラワル率いる全インド女性登山隊が通常ルート経由でC.P.アイトヮール、T.F.バー

ディ､Bバネルジーがカメット女性初登頂。トリスル、アビ・ガミンに次いでインド女性に

よる3座目の7,000m峰登頂o

oP.シン率いるラジプターフライフル隊がカメット南東稜初登塞。

｡カルカッタの登山踏査隊がハティ・パルバットに入山｡詳細は不明。

oS.チョードリー率いる女性隊がアビ・ガミンに入山。詳細は不明。

oE.ヒラリー率いるニュージーランド・豪・印合同隊は「海から空への旅」計画でベンガル湾

からガンジス川をジェットポートで湖り、ニルカンタ北東稜上のナラヤン・パルバットの登

頂を試みたが失敗し、ナル・パルバット(5,855m)に登頂。

oS.カンタ率いるNCC初の女性隊が未踏の北西稜よりラタバン第3登。同峰のインド隊初登頂。

。カルカッタの登山踏査隊がラタパン及びハティ・パルバットに入山。詳細は不明。

｡A.ムクヘルジー隊がカメットを目指すが1名死亡し中止。詳細は不明。

6

9

8

1980.6 ｡J.K.バジャイ率いる陸軍隊がライカナ氷河と東カメット氷河の出合からルートを伸ばし、カ

メットとアビ・ガミン同時アタックをかけ両峰に登頂。

oS.シン率いるITBP隊がカメヅト登頂後頂上付近からスキー滑降。

｡Kジャムヮル隊がカメットを目指すが断念。

1981.5

6
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｡A.K.カリア率いるアッサム登山協会隊がガネッシュ・パルバットに登頂。

｡G.C.ナグ隊がニルギリ・パルパットを目指すが約5,700mで断念。

｡NC.プラマニック隊がマンディル・パルバット(6,559m)初登頂。

8

9

1982.61｡Jシン率いるミリタリー・アカデミー隊がカメットとアビ・ガミンに登頂｡

oA.デシュパンデ隊がニルギリ・パルバットを目指すが悪天候のため5,750mで断念o

｡N.クマール隊がカメット西壁と通常ルートを目指し、通常ルートから登頂。同隊はアビ・

ガミンにも登頂。

oB.S.サンドゥ隊が翌年のエヴェレスト隊隊員選考を兼ねて南西稜からマナ・ピークを目指す

が7,200mで断念。

｡A・パランデ隊がビダン・パルバットに登頂。

｡A､K.ヤン隊が通常ルートからアビ・ガミンを目指したが頂上直下で断念。

oP.K.チャテルジー隊がカメットに登頂。下降中1名クレヴァスに転落死。

｡アッサムライフル隊がカメットに登頂。アビ・ガミンは中止。

｡Mヴァハンヴァティ率いるヤムナガール隊は悪天候のためカメット､アビ･ガミン共に断念。

｡J.P.シン率いるクライマー＆エクスフ°ローラー隊が通常ルートよりカメットとアビ・ガミン

に登頂。市井山岳会による初のカメット登頂。

｡A.C.デ力率いるアッサム登山協会隊が通常ルートよりアビ・ガミンに登頂。

｡ボンベイ隊がプルビ・カメット氷河側からカメットを目指したが断念。詳細は不明。

oP.ポダーネ隊がマナ・ピークを目指したが北東面6,700mで断念。

｡仏印合同隊（隊長B.サンドゥ、副隊長J.C.マルミエ）がカメット西稜初登鑿。

1983.6

9

1984.5

6

8

9

1985.6

8

９
９

｡インド隊がカメットに入山。詳細は不明。

｡S､B・オーカ隊が通常ルートからカメットに登頂。

｡A.S.マン隊が通常ルートからカメット及びアビ・ガミンに登頂。

｡A.パランデ隊がデオバンを目指したが悪天のため断念。

oN.プロヒット隊がカメットを断念。アビ・ガミンに転進し登頂。

｡U.ガングリー率いるカルカッタ登山協会隊は通常ルートからカメット及びアビ･ガミンに登頂c

os.S.パルワール率いるガルワールライフル隊が通常ルートからカメットに登頂。同隊はアビ・

ガミンにも登頂したが下山中高山病で1名死亡。

｡チェリン・ラム率いる国境警備軍隊がカメット及びアビ・ガミンに同時アタックをかけ両峰

に登頂。

oD.T.クルカルニ率いるホリディハイカー隊がカメット、アビ・ガミン、マナ・ピークの3

座を目指し通常ルートから前2座に登頂。マナ・ピークは北面にルートをとるが断念。

｡A.チョーダリー隊がカメットに登頂。詳細は不明。

oS.S.プーリー率いる空軍隊が通常ルートからカメットを目指すが断念。アビ・ガミンに転進

し登頂。

５
６
６
６
７
９
岨

●
６８９１

1987-6

8

9

｡H.カパディア隊が中部ガルワールークマオンの総行程315kmを踏査。ミラムからグプタ峠及

びビュンダール・カール峠に到達。カグブースンド試登。

｡C.S.パンディ隊がカメット及びアビ・ガミンを目指し両峰に登頂。

。ハルバジャン・シン率いるITBP隊が未踏の東壁から北稜を経由しマナ・ピークに登頂。

｡S.K.シェシャドリ隊が通常ルートからカメットに登頂。アビ・カミンは断念。同隊は生理学

データの採取も実施。

|oB.ゴーシュ隊がカメットとアビ・ガミンを目指したが前者は悪天候のため断念。アビ・ガミ

1988

６
６
７

9
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ンに登頂。

oA.クプタ隊がニルギリ・パルバットを目指したが断念。詳細は不明。

｡米印陸軍合同隊（隊長H.S.チャウハン）が西面のダンキン氷河側からグプタ峠に至り6,541

m峰を越え、北西稜からマナ・ピークに登頂。同峰への南面からのアプローチは1937年のF.

スマイス隊に次ぎ2回目。尚、同隊は夏の間にルートエ作を施していた。

｡A.セン率いるカルカッタ登山冒険学校隊がラタバン、ハティ・パルバット、6,189m峰の3

座を目指し6,189m峰に登頂。

９
９

10

５
７
８
８
９
９
９
岨

あ
９８

９
３
迄
日

１

９
才

oA.K.シーナ隊がサプタスリンを目指したが断念。

｡B.S.バルマ率いる陸軍隊は悪天候のためカメットを断念しアビ・ガミンに登頂。

｡R.G.チトワール隊が北東稜よりビダン・パルバットに登頂。

｡B.S.バルファル率いるガルワール登山踏査隊がデオバンに登頂。

oA.K.カリタ率いるアッサム登山協会隊がカメットを目指すが悪天候のため断念。

｡バチェンドリ・パル率いる女性隊がカメットとアビ・ガミンを目指し両峰に登頂。同隊は19

年春に予定されている女性エヴェレスト隊の隊員選考その他準備のため結成。

oB.S.サンドゥ率いる陸軍探検財団隊がパチミ・カメット氷河側からムクト・パルバットを目

し西稜6,900mで断念。

｡蘭印合同隊（総隊長N.D.シェルパ、隊長R.クワント）がカメットとアビ・ガミンを目指す

が前者は7,250mで断念、アビ・ガミンに南東稜から登頂。

｡A.K.カリタ隊率いるアッサム登山協会隊がカメットを目指すが断念。

oH.バワ率いる陸軍隊がカメットとアビ・ガミンを目指し前者は頂上直下300mで断念oアビ･

ガミンに登頂。

｡英印空軍合同隊（隊長Mパーマー）がカメット西稜の第2登を目指すが強風と寒気のため

頂上直下130mで断念o

oD.ムニ率いるヒマラヤンクラブ隊がカグブースンド、ビダン・パルパット、デオバンの3

座を目指し北東稜～北稜にルートをとりカグブースンド第3登o

oS.P.ビスワス隊が西面よりマンディル・パルバット第2登｡

｡インド隊がマナ・ピークに入山o詳細は不明。

1990.8

8

9

9

9

oL.P.シャルマ隊がビュンダール・カール峠を目指すが1名がクレヴァスに転落死。

｡J.S.ドープ隊がカメットに登頂。

｡K.C.チャテルジー率いるカルカッタ登山クラブ隊が花の谷からアプローチしラタバン登頂。

oV.V.タッテ隊がデオバン及びビダン・パルバットに登頂。

｡バチェンドリ・パル率いる女性隊がカメットを目指すが悪天候のため断念。アビ・ガミンに

転進し登頂。同隊は1993年春に予定されている女性エヴェレスト隊のプレ登山隊。

1991.5

6

8

8～9

9

｡S.P.マリク率いる陸軍隊がグプタ峠～ナグトゥニ氷河側からマナ・ピークに登頂。同隊はグ

プタ峠近くの5,730m峰にも登頂しシャクティ・パルバットと命名。

｡A.サマント隊がプルビ・カメット氷河側からマナ北西峰(7,092m)を目指すが6,900mで断

念｡6,687m峰に転進し初登頂。

oA.B.クルカルニ率いるボンベイピナクル隊がカメットとアビ・ガミンに入山。詳細は不明。

oHAJとITBPによる日印合同女性隊（総隊長サントシュ・ヤダヴ、隊長寺沢玲子）がシュ

ラーギントヮイト峠に隣接する中印国境上の6,940m峰に全員初登頂し同峰にサラスヮティ

と命名。

oP.G･ギャヴァンデ隊がカメット及びアビ・ガミンに入山。詳細は不明。

1992.6

6

８
８

9
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｡V.サンカール隊がニルギリ・パルバットに入山。詳細は不明。

oS.ゴーシュ率いるドゥルガプル登山協会隊がカメット及びアビ・ガミンに登頂。

oS.B.ヴァジラマティ率いる陸軍工兵軍団隊がアビ・ガミン登頂。下降中1名転落死。

oB.M.パル隊がカメットに入山。詳細は不明。

oS.C.ネギ率いる国境警備軍隊がリッジフォード隊以来42年振りにムクト・パルバット第2登c

９
９
９
９
９

カメツト山群の主な山40座（*は1992年10月31日現在既登峰）
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1*Kamet

2*AbiGamin

3*Mana

4*MukutParbat

5ManaNW
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7*P.6940(Saraswati)
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9*Deoban
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18*MandirParbat

19*P.6541

20P.6535

。参考文献

THEHIMALAYANJOURNAL,INDIANMOUNTAINEER,THEAMERICANALPINEJOURNAL,

HIMAVANTA,岩と雪、山と渓谷、岳人等各号、「ヒマラヤの高峰』1～3(深田久弥著、白水社)、『中央アジア探

検史」（深田久弥著、白水社「西域探検紀行全集別巻｣)、『チベットの山」(C･アレン著、宮持優訳、未来社)、『ナム

ナニ』（日中友好納木那尼峰登山隊、毎日新聞社)、『雲の中のチベット』（薬師義美著、小学館)、『チベットの報告1』

(I.デシデリ、F.デ.フィリッピ編、薬師義美訳、平凡社東洋文庫)、GARHWALHIMALAYA-INDEXOFPEA-

KSPANORAMASMAPS(KLUBWYSOKOGORSKI"TROJMIASTO"Gdan'sk発行)、PEAKSAND

PASSESOFTHEGARHWALHIMALAYA(AlpinistycznyKlubEksploracyjny発行）

・山名を始めとする固有名詞の読みは、原則として『コンサイス外国山名辞典』（吉沢一郎監修、三省堂編修所編）に

従った。

◎ムクト・パルバット(7,242m)の第2登に関しては、岩と雪山岳年鑑'90紙上では1989年隊となっているが、AAJ

Vol.32並びにIMNo.27によればこの隊は登頂しておらず、1992年隊が第2登となっている(AAJVol､35)ため、

後者を採用した。

。入山する隊のほとんどがインド隊のため、リストアップ。漏れが多々あると思われる。お気付きの方は、是非ご一報

願いたい。
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3人の開拓者達 一シュラーギントワイト兄弟一

サラスワティ峰と6,775m峰間の標高6,236mの

コルは、1855年カメット登頂断念後にチベット側

からこのコルを越えてアラクナンダ（サラスワティ）

川沿いにパドリナートヘ辿り着いたシュラーギン

トヮイト兄弟に因んで「シュラーギントヮイト峠」

と命名された。（この件に関して、「岩と雪』155

号の英文概要や「アメリカン・アルパイン・ジャー

ナル』1993年版には、シユラーギントヮイト達は

この峠からチベットへ越えたとある。残念ながら

原文を閲覧していないので定かではないが、資料

の孫引きではチベットからインド側へ越えている｡)

彼等の足跡は、その行動範囲の広さと偉大な業

績にもかかわらず、一般にはあまり知られていな

い。南はセイロン（現在のスリランカ）から北は

新彊のカシュガルまで、西はシンド地方から東は

アッサムまで、即ちカラコルム、毘斎、パンジャ

ブ、シッキム、アッサムそしてチベットの主要地

域にまで足を伸ばしている。しかもこれが今から

130余年も以前の事である。

カメットと誤認したとはいえ、アビ・ガミンヘ

の登頂を試みて到達した6,784mの高度は、当時

としては人類の辿り得た最高高度であった事や、

ネパール滞在中にカウレア・ピークから東方を観

察した時にガウリシャンカールとエヴェレストを

混合し、ガウリシャンカールは世界最高峰エヴェ

レストのネパール名だと発表し、ヨーロッパでは

20世紀始めまでその様に信じられていた事など、

彼等にまつわる逸話は多い。

彼等のインドや中央アジアでの活動報告書は、

写生画やパノラマ集やヒマラヤの地図が掲載され

た長さ1m幅72cmの別巻を含む5巻が刊行されて

おり(ResultsofascientificMissiontolndi-

aandHighAsia,Leipzig&London,)、日本

では国会図書館に保管されているというが、残念

ながら未だ原本を閲覧する機会に恵まれていない。

本報告書には間に合わなかったが、いずれじっく

り読んでみたいものである。

概要だけでも興味のおありの方は、日本語で読

める「中央アジア探検史』（西域探検紀行全集別

－78－

巻）深田久弥著、白水社、「ヒマラヤの高峰2』

深田久弥著、白水社、『続・山と書物』小林義正

著の一読をお勧めする。

この度の資料収集中に、「ヒマラヤン・ジャー

ナル」第36巻（1978～1979）に掲載されたヘルガ・

アルコック氏の手によるシュラーギントワイト兄

弟の記録概要を見いだしたので、ここに紹介した

い。氏はシュラーギントヮイト兄弟の血縁で、彼

等の著作を数多く所有しているとのことである。

その数々の本の中に描かれている世界は、氏にとっ

てこの上なく魅力的なものであり、いつの日にか

その2，3の印象深い地へ訪れるのが夢であると

いう。

尚、シュラーギントワイト兄弟が現ドイツ連邦

共和国バイエルン地方のミュンヘン出身のため、

｢Schlagintweit-シュラーギントヴァイト」と表

記すべきではないかとのご指摘を2，3受けた。

確かにドイツ語読みでは「シュラーギントヴァイ

ト」の方がより近い発音であると思うが、我々は

現段階では故深田久弥氏を始めとする前例に習い、

｢シュラーギントワイト」で統一している。ご了

承願いたい（そう言えば最近スウェン・ヘディン

→スヴェン・ヘディン、音楽の巨匠ワグナー→ヴァ

グナーと表記する例を目にする機会が増えた)｡

菅原愛里・寺沢玲子

始めに

ヘルマン、アドルフ、ロベルトのシュラーギン

トワイト兄弟の名は、スイスアルプス、インドそ

して中央アジアにて行なわれた探検の分野では有

名である。しかし、彼等の残した業績は偉大なも

のであるのにかかわらず、その詳細は殆んど知ら

れていない。この物語では彼等の際立った記録の

概要について触れる。

1826年～1833年にかけて3人はミュンヘンで生

まれた（訳者註:一説によると1822年へルマン、

1829年アドルフ、1833年ロベルト）ババリア人で

ある。父は優秀な眼科医で、ババリア王ルードヴィッ

ヒ1世が王位をなげうっ程ホレ込んでしまった美



女、ローラ・モンテスの手術を手掛けた事もある。

3兄弟は知的な家庭で育った。その頃のミュンヘ

ンは、ヨーロッパのその周辺地の学問的中心地で

あった。この様な背景から考えれば、彼等が優れ

た科学者であるばかりでなく、かなりレベルの高

い芸術家そして言語学者であり、傑出した登山家

であるという超人的な面にも納得がいく。

彼等の紀行文の数々は魅力に満ち溢れている。

最初に出版されたのは1850年、『アルプスの自然、

その地理に関する調査-UntersuchungenUber

diephysikalischeGeographiederAlpen)』だ。

1854年には第2の書物「未知への調査-Neue

UnterSuchungen)」が出版されている。この2冊

はヘルマンとアドルフによる共著で、当時彼等は

まだ20代前半だった。その頃モンテ・ローザ東峰

の第2登を果たしており（1851年8月22日）、同

行したガイドの1人は「老ペーター」タウグワル

ダーだった。因に彼は後年1865年ウインパーと共

にマッターホルンの初登頂を果たし、生還してい

る。

アドルフは18歳の時に、たった1人のガイド、

タウグヮルトのヨハン・ヨセフと共にオールド・

ワイストーを横断するという偉業を成し遂げてい

る。が、これは彼等3兄弟の探検記の幕開けに過

ぎなかった。

東方へ

東方への旅は1854年9月に始まった。1846年か

らエリオット大尉を中心にインド国内での測量、

自然、地形に関する調査が進められていたが、大

尉が病に倒れた為に途中でストップ°したままとなっ

ていた。そこで東インド会社は、著名な探検家で

あり地理学者でもあったフンボルト男爵に協力を

請い、その結果シュラーギントヮイト兄弟が推さ

れたというわけである。

1854年2月、アドルフはミュンヘンを発ってロ

ンドン入りし、東インド会社の首脳陣や英国学士

院のリーダー層と面会した。その間へルマンとロ

ベルトはベルリンに行き、調査に必要な道具を集

めた｡9月、全ての準備が整い、同月20日、3人

はサザンプトン港を後にした。

精力的に動き回った数カ月の準備期間を経た彼

等にとっては、汽船インダス号での2週間の航海

はとても楽しい旅であった。終着のアレキサンド

リアは彼等の記述によれば、その町は非常にヨー

ロッパ的かつ近代的な雰囲気に満ち溢れていた。

それとは対照的だったのがカイロで、多くのバザー

ル、無人の宮殿と、かなり素朴で土着的な町だっ

た。当地では3日間滞在し、アレキサンドリアと

スエズからの郵便物の整理を行なった。カイロか

らスエズまでは16時間かけて砂漠を渡った。ひど

い旅だった。荷物はラクダにくくりつけられ、旅

行者は屋根付きの2輪ワゴンに乗った。ミュール

や馬も使用された。道らしい道はついていず、旅

客の殆んどが乗物酔にかかってしまった。ようや

く着いたスエズがうす汚れた小さな町だったので

皆がっかりしてしまった。

10月8日、アーデンに向けてスエズを出発。再

び船上の人となった。乗L地の良い外輪船で、シャ

ンペンやテーブルヮインがサービスされた。アー

デンでもう一度他の船に乗り換えた後、10月26日

ボンベイに至I唐した。ここでマドラスまでのトレッ

キングの準備を整える為、数週間滞在する事になっ

た。

インド政府は彼等の人選びに関しては全く口出

しをしなかった。年長の新参者で目立ったのが、

カルカッタ出身のアダムス海軍少佐（もしくは陸

軍中尉）だった。それとは出生上の対照をなして

いるのが、マドラス出身の回教徒アブダルだったc

この2人の他に6名の通訳と採集班が加わり、そ

の編成の立派さに、インド＝ポルトガル人でカル

カッタ在中のモンテーロ氏は驚いてしまった。因

に彼はシュラーギントヮイト兄弟がインドを去っ

た後、彼等の調査活動を継承した人物である。通

訳の1人にヤルカンド出身のトルキスタンで年配

者のモハメド・アミンがいた。彼は商人だった頃

彼の地でかなりの経験を積んでおり、何かにつけ

て3兄弟を助けてくれた。彼についてこう記され

ている。「モハメド・アミンのアレンジ能力は最

高だ。そのおかげで、当初は実現不可能と思って

いたクンルン（罠需）北部踏査ができる様になっ

たのだから｣o3兄弟の書き記すところによれば、

マクシャットというメンバーは全く精彩に欠けて

いた様だ。3年間で地図に載っていない未踏の地
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を含め延べ18,000マイル（約28,970km)を踏破し

たシュラーギントヮイト兄弟の行動を思うと、危

険や困難に直面した時にマクシャットがいかにし

つこく引き返そうと勧めたかが想像できる。随行

者達との初会合の日の事をヘルマンはこう記して

いる。「それはちょっとした群衆の態を成してい

た。そしてまるで民族学の生きた標本であった。

カースト制度や風習の違いもあって、各メンバー

は自分の食事は自分で作りたいと主張した。その

時の様子を目にした人は、バベルの塔で生じた混

沌でさえ炉端での心地良いおしゃべりの様だった

に違いないと思っただろう｣。

荷送の為に20頭のラクダとその飼主、11名のラ

クダエそして6名のポーターを雇った。テント、

生活用具、収集品、壊れ易い器具等は長い竹ザオ

の上にくくりつけられた。その当時のラクダ1頭

の雇用料は1カ月で33ルピー(f3,6.0d.)だっ

た。

ボンベイを発った一行は西ガーッ山脈を越え、

デカン高原、メイスールを通ってマドラスに着き、

そこから船に乗ってカルカッタに到着したのは、

1855年3月5日であった。その頃のカルカッタに

はホテルらしいホテルが無かったので、3兄弟は

カルカッタ在中のドイツ人医師リービッヒやシラー

領事の世話になった。ボンベイと同様カルカッタ

でも郵便制度の悪さや、旅行・調査に必要不可欠

の法手続ののろさは避けられない難点であったが、

そういった待ち時間を利用して研究準備を十分に

整える事ができた。

カルカッタにはボンベイやマドラスと違って天

文学その他の分野を調査・研究するセクションは

無かった。しかし、各方面の援助を得た彼等は様々

な測量器材を設置する事ができた。2.5mの深

さの地熱を計る器材は陸路垂順を利用してヨーロッ

パからインドまでわざわざ運んできたものだった。

大三角測量局訪問は彼等にとって最も重要なこと

であり、彼等は好運にも当時局長を勤めていた、

ジョージ・エヴェレスト卿と対面している。

いよいよヒマラヤ踏査の準備が整った。アドル

フとロベルトは3月24日カルカッタを発ち、パト

ナまで鉄道を利用した。そこからパルキダク（カ

ゴかきに背負われた椅子カゴの様な乗物で、ルー

－80－

卜に沿って様々な駅場に待機している）でナイニ

タールまで行った。一方へルマンは4月5日、シッ

キムに向けて出発した。シッキムでの調査は、シ

ンガリラ尾根に沿って行なわれた。ヘルマンは次

の様に記している。「シッキム平原の旅行許可証

を入手しようとしたが、シッキム政府の反応は全

くもって冷淡だった……。我隊の苦力（ポーター）

や職人達は頼りにならず、幾多の路を踏査したり

収集するために樹木の植生を調査したりしている

うちに1人2人と徐々に減っていってしまった……。

しかし、全てがこんな調子でありまた障害も多かっ

たのにもかかわらず、不十分ではあるがとりあえ

ず私の目標は達成した｣。ヘルマンはJhilsを通っ

てKhassiaHillsの麓へ行った。非常に湿気が高

く不快な時期であった。最も懸念したのはマラリ

アのガスであった（この表現から当時はマラリア

に関する医学的知識が少なかった事が窺える)｡

ヘルマンとアダムス少佐は2週間前から脳炎を患っ

ていた。ヘルマンは10カ月程の間シルヘットやゴー

ハティ、ティスプールヘと旅をし、汽船を利用し

てディブルガーの様な遠方にも足を伸ばし（汽船

の代わりにカヌーを矛岬したが、すぐに行き詰まっ

た／)、その後カルカッタに帰った。

トレイル峠を越えて

アドルフはナイニタールから有名なトレイル峠

越えをした。この峠を越えたのは、ケース．メイ

スンに次いで2番目だった（訳者註:1830年初め

てこの峠を越えたのはG.W.トレイルで、多分記

憶違いであろう)。標高は17,000フィート(5,180

m実高度5,395m)を越えているので、馬の使用

は不可能である。また深雪のため登行は困難でス

ピードも遅かった。ルートを知っているのはただ

1人で、他のメンバーは峠の上で神への生贄に3

匹の山羊が捧げられる事しか知らなかった。ロベ

ルトはアドルフとは違う路を経由してミラムヘ向

かった。2人はミラムで落ち合い、ミラムから彼

等の苛酷な踏査の中でも最も苛酷な踏査ひとつを

開始した。シナの官憲の目をごまかそうと変装し

てチベットに潜入したものの、不幸にもすぐにヨー

ロッパ人だと見破られ､来た路を護送されてしまっ

た｡2人は闇夜に乗じて逃亡することを企て、沢



山の賄賂を使ってバラ・マニの手を借りてSakh

峠を越え、中央アジアの主要交易地であったガル

トク（訳者註：現ガルヤンサ[I喝爾雅沙〕か）に

辿り着いた。このバラ・マニは1812年ムーアクロ

フトとハーシーがチベット入域を果した時の同行

者の1人の子孫であり、この度のガルトクに到る

路の一部をムーアクロフト以来辿ったヨーロッパ

人はアドルフとロベルトが初めてであった。

「この旅行中でのアビ・ガミン登山では、22，2

60フィート（約6,784m)に到達した。我々 の知っ

ている限りでは、最高度到達記録であろう」。彼

等3兄弟の共書「インド及び中央アジア自然科学

調査報告』の第1巻18頁に、この様に記してある。

プロシア王フリードリッヒ・ウィルヘルムⅣ世に

宛てた手紙では、登山の様子を次の様に描写して

いる。「氷河のモレーン帯上19,326フィート（約5,

890m)にキャンプを設けました。その日の夜は

暴風雪で厳しい寒さでしたが、翌日は快晴でした

ので、我々は東峰を目指して登りました。荷担ぎ

人足は疲労しており、8名の人足を随行させまし

た。凍った雪の登行路の傾斜はかなり急で、午後

2時我々にはもうそれ以上登ることは出来ない事

に気づきました。人足の1人がひどく血を流し、

我々自身もまた完全に疲労困値していました。高

度の計算をしてみたら我々 は22,259フィート（約

6,784.5m)に到達していた事がわかりましたo

ずい分雲が多かったのですが、アビ・ガミン山群

を一瞥する事が出来ました。それはとても素晴し

い風景でした。病気の人足はすぐに下ろされまし

たが、途中で亡くなったに違いないと思っていま

した。その人足をバドリナートで見つけた時には

驚樗し、至上の喜びを覚えました。彼はマナ村へ

の途中、食料もないまま3日間も1人でさ迷って

いたところを、ボディア族の人々に発見されたの

です｣。

この後アドルフは中央～南部インドやニルギリ

丘陵を旅し、ロベルトはジャバルプールからアラ

ハバードを踏査した。1856年4月3兄弟はシムラ

に集結した。

崖畜へ

その後彼等はまた行動を共にせず、ヘルマンと
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ロベルトはそれぞれ異なるルートでレーヘ向かっ

た｡2人の辿った路はいずれもシムラから西部チ

ベット内部を通り、不毛の地で、時折羊飼いや羊

の背に品々を繰りつけた塩を商う者達と行き交う

だけの高所を8～10日も歩かねばならなかった。

道中17,000フィート（約5,181m)を越える峠を

幾つも越えなければならず、困難を極めた。ヘル

マンは主として可能な限り多くの塩湖を訪ねる様

にルートをとり、数々の精巧な水彩画を描いた。

彼等の歴史的な踏査はレーからブシアまで及んだ。

「我々は幸運にもカラコルム及び毘需山脈を横断

した初のヨーロッパ人となった。トムソン博士は

カラコルム峠へ行っているが、中央アジアとイン

ドの分水界と誤認されている毘帯は、今日に至る

まで全く知られざる地であり、誰も訪れた者はい

ない。ただし、13世紀にマルコ．ポーロがカシュ

ガルの南側を通っている｣。彼等の旅は内密に進

められていたので用心に用心を重ねていなければ

ならなかった。それ故非常に重要なガイド頭のモ

ハメド・アミンは本来のキャラヴァンルートを避

けて通る事を強く提案した。「全く踏み跡のない」

ルートを旅せねばならない彼等の記述によれば、

寒さといろいろな物資の欠乏は極悪状態であった。

18,000フィート（約5,486m)の峠には焚火をす

る木もなく、荷を運ぶ動物たちの飼料や水もあま

りなく、いかに苛酷な旅であったかo8月23日エ

ルチ峠（現ダヮン峠か?）越えの時には猛吹雪と

なり、この晩あまりの寒さのため馬が2頭死んで

しまった。出発時には19頭いた馬も7頭失ってし

まった。高所の氷河のひとつを横断する時に馬の

荷を降ろさざるを得なく、テントや馬の寝ワラ、

様々 な器具の入ったトランク、それに現金を帰路

に回収しようとその場にデポした。彼等が持参で

きるのは少量の食料と予備用の革鞍2つだけであっ

た｡8月25日ブシアに辿り着いた時、彼等の持っ

ていた望遠鏡を鉄砲と勘違いした羊飼い達はビッ

クリ仰天してクモの子を散らす様に逃げたが、モ

ハメド・アミンが素手で彼等の方に近づいて行く

と羊飼い達は戻って来て、フェルトの敷物を広げ

て食事とお茶を用意してくれた。羊飼い達は大変

礼儀正しくて気前良く、帰りのキャラヴァンのた

めに馬やヤク、小麦や大麦を安価で譲ってくれた。



3人のコタニス人がスムガルまで随行した。代金

をインドルピーで受け取るためである。彼等は貨

幣に女性の姿があるので大変驚いていた。それは

ヴィクトリア女王の肖像であった。

3兄弟が最後に顔を合わせたのは1856年10月ス

リナガールであった。彼等は故グラブ・シン王侯

の建てた大邸宅に客として投宿した。そこからへ

ルマンとロベルトはパンジャブ、ネパールそして

南のセイロンまで広範囲に足を伸ばし、1957年5

月ヨーロッパに帰り着いた。

アドルフはペシャワールからラホールへ出、チャ

ンチェンモからチベットへ入った。レーヘは安全

を考えて立ち寄らなかった。アドルフは人跡未踏

の道やほとんど人の通らない道を選んでカラコル

ム山脈を横断した。7月20日カランゴラク近くで

毘需を横断し、8月下旬辺りにカシュガルに辿り

着いた。8月27日アドルフは無残にも殺害された。

｢幾つかの説によれば、アドルフは英国支配下の

幾人かの捕えられていたBhot-Rajputが処刑され

たり奴隷として売られるのを彼の威光で救おうと

して、永久に消え去った｡」（第1巻44頁)｡アド

ルフの死後31年が経過してから、中・独それぞれ

の政府とロシア地理学会が共同でカシュガルにア

ドルフに敬意を表して記念碑を建てた。

左からロベルト

ヘルマン

アドルフ

FromleftRobert

Hermann

Adolph

ババリアに帰り着いたヘルマンとロベルトは、

その素晴しい功績を讃えられ、ロシア皇帝から、

"Sakunlunski-毘帯の征服者"の称号を送られた。

1855年10月から1857年5月にかけてのインド及

び中央アジア滞在期間中、彼等は限り無い独創的

な探究心を失うことなく、自然地理学や地理的観

察を行なった。種々 の植物や種子、動物標本、人

間の骸骨や頭骸骨、1,400を越える民族学的な人

種の確認、チベット文字やインド文字で書かれた

原稿、彼等個人の106冊に及ぶフォリオ版観察ノー

ト、それにそれぞれの土地の織布のサンプルを採

取した。

この他にヘルマンとアドルフの描いた素晴しい

水彩画の数々がある。ロンドンのインド課図書室

には、沢山の彼等の本が保管されている。その中

には彼等の描いた絵や作成した地図が載っている

巻も含めて4巻から成る報告書もある。

ロベルトはギーセン大学教授に任命され、アメ

リカを広く旅した。ヘルマンは最終的にバンベル

クの近くのヤーガースブルクに転居し、執筆活動

に一生をささげた。

2人は生涯独身を通し、ヘルマンは1882年にロ

ベルトは1885年に、若くしてその生涯を閉じた。

ヘルガ・アルロック

シュラーギントワイト兄弟Schlagintweitbrothers
-82-



’

日本人女性インドヒマラヤ登山年表（1960～1992年）
海外の山々 へ足を踏み入れる女性が増えてきたと言われる今日だが、その登山スタイルも、超高所無酸
素アルパインスタイルからトレッキングピークへの公募隊参加と種々 雑多である。その登山内容を問う区
分けは専門家に譲り、ここでは単純にインドヒマラヤに於ける日本人女性の入山状況をリストアップ．して

みた。ヒマラヤ諸国の中では最も入山し易いと言われているインドヒマラヤではあるが、その入山者数は
登山隊に限定したせいか、32年間に延べ人数にして250名に満たないのは意外であった。

尚、氏名から性別の判別が難しい場合と、正式許可取得をしていない隊は除外してある。また、各山岳
雑誌や登山隊報告書からのリストアップのため、チェック漏れも多々 あるものと思われる。トレッキング

ピークへの入山状況も、力量不足故リストアップ．しきれなかった隊があるであろう。お気付きの方は是非
ご一報願いたい。

交野高校隊(1980年CB,3)やアルパインクラブたんぽぽ隊(1981年CB,")濁協大学隊(1984年P.6,000)
の様に登頂記録発表後に何らかの山座同定に疑問を呈されている隊に関しては、原則として当事者の発表
を採用した。特にCB山群に於ける山座同定に関しては、IMFの正式発表があるまで整理を待ちたいと
思 う。寺沢玲子

時期

＊1960

＊1968

＊

1972

1973

1974

1975

1976

1977

－内容（＊女性隊）

・ディオ・ティバ(6,001m)にBUSH山の会有志（隊長細川沙多子）の浜中（宗実）慶子と岡

部みち子が登頂。他に原欣子、奥川（穴田）雪江、杉浦耀子が参加。

°チャンバ･カイラス(5,656m)にJAC/IMF合同隊（日本側隊長宮崎〔久野〕英子）の宮崎，
隊長以下、須田紀子、三島蓉子、折井正子の全員が初登頂。

｡バイハリ・ジョット北峰(6,290m)を目指した長野労山連盟隊（隊長森田稲吉郎）に田中三千
子が参加。

｡バイハリ・ジョット南峰(6,295m)を目指した渓嶺会隊（隊長松村浩三）に浦井雅子が参加。

｡アリラトニ･ティバ(5,470m)に登頂した淀屋橋労山隊（隊長島津昌泰）に前田好子、芝崎良
子、岡油美子、湯原小芳らが参加。

。シックル･ムーン(6,574m)を目指した自衛隊山岳友の会隊（隊長柚木文夫）に垣本由紀子、
平賀年子が参加。

。ブラマーⅡ峰(6,425m)に初登頂した札幌山岳会隊（隊長計良幸作）に星野優子が参加。

。ミヤール･ナラ源頭の6,546m峰を目指した静岡山岳会隊（隊長柴田舅）に佐藤真知子が参加。

｡ハラムク(5,142m)に六峰山岳会隊（隊長安藤昌宣）の野川初江、佐藤勝子が登頂。他に門
井照子が参加。

｡キシュトワールースリナガール間のチルング峠南方の5,130m峰にヤルクライマーズクラブの
渡辺幸子が登頂。

｡アビ･ガミン(7,355m)にJAC/IMF合同隊（日本側隊長須田紀子）の奈須文枝とインド側隊

員2名が登頂。当初の目的はカメット(7,756m)だったが、アビ･ガミンに転進。他に清水春
美、高本信子、富田由紀子が参加。

｡ナンダ･デヴィ(7,817m)を目指した日本労山連盟隊(隊長森田稲吉郎）に坂西美和子が参凧

・ドゥナギリ(7,066m)を目指した都労山連盟隊（隊長大賀由晋）に田野ちづ子が参加｡
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1977

1978

1979

1980

＊

＊

1981

＊

＊

。タルコット(6,099m)を目指したJAC公募隊（隊長原真）の高本信子と池田裕美が隣接する
バノティ(5,645m)に登頂。他に川井煕子、日向野惠美子が参加。

。ガンガバル(4,520m)に登頂した山窓会隊（隊長西村和夫）に望月恵子が参加。

。ナンダ･デヴィ東峰(7,434m)を目指した門司山岳会隊（隊長西本光司）に野田多恵子、荒木

みつ子が参加。

。トリスル(7,120m)に登頂したHAJ公募隊（隊長稲田定重）に参加した安中（森）秀子と釣

部（小泉）恵子がトリスルⅡ峰(6,690m)に登頂。

。ホワイト･セール(6,446m)を目指した函館登山隊（隊長野口邦夫）に伊予田康子が参加。

。シティダール(5,294m)に大阪府労山連盟隊の田中節子、町田明美を含む全員が登頂。

｡キャシードラル(6,400m)を目指したHAJ公募隊（隊長山倉洋-)に斎藤則子、戸部洋子、

北畠須磨子、志田セツ子が参加。

｡パンワリ・ドワール(6,663m)を冬期に目指した九山同人隊（隊長近藤和美）に生田あきが参加。

。バギラティI峰(6,856m)に初登頂した香川労山隊（隊長高林久歳）の細川あけみが三次隊

で登頂。

｡ケダルナート(6,940m)を目指したJAC婦人部隊（隊長高本信子）の清水春美、富田由紀子、

根本知子、小倉由美子、佐藤知恵子がケダルナート・ドーム(6,831m)に登頂。他に田中清子、
市村洋子、堀井昌子（医師）が参加。

。ケダルナート(6,940m)を目指したHAJ公募隊（隊長尾形好雄）の木村陽子、村上豊子、菊

池春枝がケダルナート・ドーム(6,831m)に登頂。

。シヴリン(6,543m)に登頂した兵庫労山連盟隊（隊長倉内司郎）に猪原絹子、足立寿子、峰

崎和子が参加。

。バギラティl1峰(6,512m)に女子雪氷クラブ隊（隊長安中〔森〕秀子）の安中隊長と浅野

さっきが登頂。他に久保塚隆子、古島君子、増田伊世子、松本実千代、船水久美子が参加。

。ハヌマン･ティバ(5,928m)を目指したべるくらんど隊（隊長渡辺晃）に原清子、本家みち子

が参加。

｡CB,3(6,264m)に交野高校OB会隊（隊長広谷良昭）の渡辺文子、阪長弘美を含む全員が初登

頂o(1960年独隊初登頂のCB'2との意見もある｡)

・パルチャ・カンリ(6,150m)及びグラップ･カンリ(5,900m)に登頂した西遊旅行公募隊

(隊長氷川憲明）に女性5名が参加。

。ビエン・ガバ(5,972m)を目指した神奈川大学二部WV部隊（隊長関久雄）の渡辺（関）康

子が転進した5,500m峰に登頂。

。ブリクパント(6,772m)を目指した旭川志岳会隊（隊長佐々 木裕-)に中西律恵子、村上豊

子、物井洋子が参加。

。ジャオンリ(6,632m)を目指した山岳同人タンネ隊（隊長小美根洋子）の小美根隊長以下田

島よう子、加藤れい子両隊員と高所ポーター1名が雪崩のため遭難死。他に太田泰子、太田充
子（医師）が参加。

｡CBI"(6,264m)にアルパインクラブたんぽぽ隊（隊長平川宏子）の平川隊長と東幸子、泉田

実智子が登頂。他に岡崎ヒロ子が参加。

｡KR!(6,157m)に登頂した中津川労山隊（隊長宮下征夫）に松井好子、林公子が参加。

。カン･ユセー(6,401m)に登頂した南山大学隊（隊長稲葉省吾）に中世古直子がアドヴァイザー

として参加。

。クン(7,077m)を目指した杉並労山隊（隊長栗山博）の金沢直子が高山病死。他に矢島みよ
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1982

1983

＊

1984

＊

1985

＊

＊

1986

子が参加。

。ホワイト・セール(6,446m)を目指した長野労山連盟隊（隊長望月哲男）に望月まゆみ、崎
田律子が参加。

。パプスラ(6,451m)を目指した会津山岳会隊（隊長佐々 木健臣）に佐藤教子が参加o

｡CB9(6,108m)を目指した高槻労山隊（隊長西川義弘）に香川真理が参加o

｡CB,0(=タラ・パハール6,227m)に登頂した飯田山岳会隊（隊長下井孝雄）に棚田京子が参加o

｡CB,3(6,264m)に埼玉労山連盟隊（隊長関口修）の三吉美津子が登頂。他に田中万惠美が参加。

｡CB,4(6,079m)に初登頂したラッツ隊（隊長伊藤忠男）に榎田晴美が参加。

｡CB"(=ミナール6,172m)を目指した川崎橘山想会隊（隊長目黒喜美男）に簑田涼子、武井
須美が参加。

。クン(7,077m)を目指したHAJ公募隊（隊長山森欣-)に三好喜代美が参加。

｡サトパント(7,075m)に婆娑羅衆隊（隊長関久雄）の三原洋子、戸井田恵美子、三宅清子、

関泰子が登頂。他に高本信子、野崎真知子が参加。

。シヴリン(6,543m)を目指した婆娑羅衆隊（隊長関久雄）に三原洋子、戸井田恵美子、三宅
清子、関康子が参加。

｡ケダルナート(6,940m)を目指した東京アルコウ会隊（隊長前田文彦）に加藤良子が参加o

oCB,"(6,264m)に富士宮山岳会女性隊（隊長工藤紀代）の工藤隊長、飯高良子が登頂。他に

影山こずえが参加。

｡CB山群5,810m峰に静岡市岳連隊（隊長西畑武）の小川信子が登頂。

｡Z1(6,181m)を目指したJAC隊（隊長前田文彦）に市村洋子、佐藤知恵子、若林幸子、大槻
久江が参加。

｡ヌン(7,135m)に登頂したこまぐさ山岳会隊（隊長保坂昭憲）に千崎京子が参加。

。パギラティ山群6,702m峰に初登頂した春日井山岳会隊（隊長鮎沢清次）に河口（富士居）る
いが参加。

。シヴリン(6,543m)に室蘭岳連隊（隊長南功-)の片山美紀子が登頂。

。ムルキラ(6,517m)を目指した日本福祉大学隊（隊長太田博久）に青田ひさゑが参加。

。ジェパン･ゴー(6,053m)に大阪労山連盟女性隊（隊長河野純子）の河野隊長、松田トモ子、

平岡千富恵、森本恵美子が初登頂。他に岩井君子、井村裕子、加納ひろみが参加。

｡Z3(6,270m)に登頂した濁協大学隊（隊長酒井勝雄）に楠田（菅原）愛里が参加。

。ドゥルン・ドゥルン氷河の6,000m峰に濁協大学隊（隊長酒井勝雄）の楠田（菅原）愛里が

初登頂。同峰にラハーモと命名｡(5,557m峰第3登ではないかとの疑問が呈されている｡）

。スダルシャン・パルバット(6,507m)に帯広わらじの会隊（隊長森実裕）の真嶋花子が登頂、
他に金綾子が参加。

。ディオ・ティパ(6,001m)を目指した松江アルペン・クラブ隊（隊長高木健司）に白石淑子、
細田裕子が参加。

。ハヌマン・ティバ(5,928m)に女子登掌クラブ隊（隊長倉松由子）の倉松隊長、安原（東條）

真合百、柳沢伸子の全員が登頂。

。メントーサ(6,443m)に桐生山岳会女性隊（隊長森下〔佐藤〕緑）の森下隊長、木村（吉田）

文江、小林君江、下田美和子の全員が登頂。

。ヌン(7,135m)に東洋大学隊（隊長米山英三）の川口静香が北稜から登頂。

。キンナウル・カイラス(6,473m)を目指したHAJ/IMF合同隊（日本側隊長寺沢玲子）に斎

藤則子、金子珠実、風間（斉藤）雅子、南指原さゆりが参加。
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＊1987

1988

＊

1989

1990

1991

＊1992

｡パプスラ(6,451m)に登頂した静岡ソサエティ隊（隊長松永義夫）に小泉喜代美が参加｡

｡カン・ユセー(6,401m)に登頂した仙台山岳会隊（隊長荒井俊雄）の佐々 木みゆきが6,354m

峰に登頂。

｡ヌン(7,135m)にHAJ女性隊（隊長木下祥子）の小泉恵子、貝塚（橋本）珠樹が登頂。他に

市川春代、寺沢玲子が参加。

｡パギラティⅡ峰(6,512m)に都西部労山連盟隊（隊長山中芳樹）の佐藤由紀、三原洋子が登

頂。他に高本信子（副隊長)、樋口治子、池田由紀が参加。

｡テレイ・サガール(6,904m)を目指した伊勢崎山岳会隊（隊長田島忠夫）に小沢百子、大津

明美が参加。

｡KR4(6,340m)に登頂したビスタリクラブ隊（隊長佐々 木裕-)に玉坂（根塚）由美が参加｡

。スダルシャン・パルバット(6,507m)に富山山想会隊（隊長木戸繁良）の前田友子が登頂。

。シヴァ(6,142m)にJAC女性隊（隊長田部井淳子）の田部井隊長と備前（斉藤）和子、松田

柳子、倉井登代が登頂。他に高本信子、早川瑠璃子、織田沢美知子、宮沢美緒子、篠田澄江、

石川聖子、宮坂敦子、田中恭子、末吉裕子が参加。

。ヤン(6,230m)にJAC東海支部隊（隊長梶田民雄）の中世古直子が登頂。他に小島清子が参加。

。ストック・カンリ（＝カングラチャ6,153m)に松江アルペンクラブ隊（隊長高木健司）の白

石淑子、勝部麻里子、石原恵子が登頂。

。パギラティI峰(6,856m)に登頂した会津山岳会隊（隊長佐々木健臣）に佐藤由紀、長谷川

典子が参加。

oCB,3(6,264m)に勝山山岳会隊（隊長南勲）の小林真弓が登頂。他に旦緑、浜田和子が参加o

・サトパント(7,075m)にHAJ公募隊（隊長保坂昭憲）の遠藤京子、平川宏子が登頂。他に南

指原さゆりが参加。

。ガンゴトリⅢ峰(6,577m)に兵庫労山連盟隊（隊長三宅静夫）の西村牧代が登頂。他に西中

節子、山崎智代が参加。

｡CB,4(6,078m)を目指した八日市山の会隊（隊長小林宏幸）に藤谷直子が参加。

。ストック・カンリ(6,153m)に大阪高体連隊（隊長浮舟恢弘）の松岡容子が登頂。他に中山

ゆかりが参加。

。カンチェンジュンガ(8,586m)に登頂したHAJ/ITBP合同隊（日本側隊長尾形好雄）に北川

みはる、貝塚（橋本）珠樹が参加。

。ジョギンI峰(6,465m)に練馬山の会隊（隊長大坪寿七郎）の手塚紀恵子、山中八千代、山

下公子が登頂。

。ムルキラ(6,157m)に登頂した神戸中央労山隊（隊長近藤義夫）に豊冨葉子が参加。

。ヌン(7,135m)に登頂したHAJ公募隊（隊長中岡久）に沢田幸子が参加。

。カメット山群の6,940m峰にHAJ/ITBP合同隊（日本側隊長寺沢玲子）の寺沢隊長以下加藤孝

子、白沢真弓、亀田佳恵、山口恵美子、楠田（菅原）愛里全隊員及びインド側全隊員が初登頂（

同峰にサラスワティと命名。

。ヌン(7,135m)に登頂したHAJ公募隊（隊長今村裕隆）に遠藤京子が参加o

･チャトランギ(6,393m)を目指した日本労山連盟公募隊（隊長近藤和美）はドラウパディ・

力・ダンダ(5,716m)に転進し、高本信子、杉本博子、小林光子、磯部津輝子、安原美代、

森紀和子、高橋尚子を含む全員が登頂。帰路乗っていたジープ・が落石に直撃され高本が死亡。

｡CB,#(6,078m)を目ざした大宮労山隊（隊長岡野和夫）に後藤尚子が参加。

。ストック・カンリ(6,153m)に群馬高体連隊（隊長日向野克己）の伊藤慈子が登頂。
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*19841ジェパン・ゴーインドヒマラヤ日本人女性登頂者<7,000m峰〉

'四｜山名｜標高ml登頂者’ 松田トモ子

平岡千富恵

森本恵美子
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1983

アビ・ガミン

サトパント

奈須文枝

三原洋子

戸井田恵美子

三宅清子
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川口静香
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５
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木村文江

（吉田）

小林君江
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19901サトパント 7,075
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バ
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８
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１ディオ。!6,001浜中慶子

ティバ （宗実）

岡部みち子

トリスルⅡ6,690安中(森)秀子

釣部恵子

（小泉）

バギラティI6,856細川あけみ

ケダルナート・6,831清水春美

ドーム富田由紀子

根本知子

小倉由美子

佐藤知恵子

ケダルナート・6,831木村陽子

ドーム村上豊子

菊池春枝

バギラティⅡ6,512安中(森)秀子

浅野さっき

CB,3(CB,2?)渡辺文子

阪長弘美

CB,m6,264平川宏子

東幸子

泉田美智子

CB,36,264三吉美津子

CBI"6,264工藤紀代

飯高良子

シヴリン ’6,543片山美紀子

佐藤由紀

三原洋子

前田友子

田部井淳子

備前和子

（斉藤）

松田柳子

倉井登代

中世古直子

白石淑子

勝部麻里子

石原恵子

林真弓

西村牧代

松岡容子

手塚紀恵子

山中八千代

山下公子

寺沢玲子

加藤孝子

白石真弓

亀田佳惠

山口恵美子

楠田(菅原)愛里

伊藤慈子

1988スダルシャン・

パルバット

＊1988シヴァ

6,507

6,142

6,230

6,153

6,264

6,577

6,153

6,465

6,940

6,153

1978

1980

＊1980

1988ヤン

1988ストック・カンリ

1980

1989

1990

1990

1991

CB13

ガンゴトリⅢ

ストック．カンリ

ジョギンI

*1980

1980

＊1981 ＊19921サラスワティ

1982

＊1983

19921ストック･カンリ｜1984
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ヒンドゥの神々

サラスワティSARASWATI

ブラフマー神（ヒンドゥ教三大神の一つ）の妻

で、学問・知慧・弁説・音楽の女神。SARASW-

ATIは「水を持つもの」「優美なもの」の意。ブ

ラフマーが自ら光輝の中から作り出したのがこの

女神で、故にもともとは父娘関係にあった。一目

見るなり自分に夢中になった父のまなざしを避け

ようとサラスワティは努力したが、結局逃れられ

ないと分かりブラフマーと結婚した。彼らは仲睦

まじく100年を過ごし、人類の祖となったマヌを

生んだ。サラスワティは左手に本、右手に数珠を

持つ姿や、さらに多くの腕があり、綱やヴィーナ

(琵琶）を持つ姿で表される。

ブラフマーBRAHMA

ヒンドゥ教三大神の一つ。他の二神と共に表さ

れる時には、ブラフマーが世界の倉慥を司り、ヴィ

シュヌがそれを維持し、シヴァが破壊するといわ

れる。古くは非人格的な中性原理としてのブラフ

マーであり、『ヴェーダ』においては神々を讃え

る言葉（マントラ）やヴェーダ自体、及びそこに

内在すると見られていた神秘的な力を表す語とし

て用いられていた。ヴィシュヌ、シヴァ両神の信

仰が盛んになると、宇宙の創造神としての役割は

両神が持つことになり、ブラフマーの地位は相対

的に下がることになった。

ドゥルガDURGA

シヴァ神の妻｡DURGAは「近づき難い女神」

の意で女神カーリーと共にシヴァの暗黒面を表し

ている。もとヴァンディヤ山の住民に崇拝されて

いた処女神で、悪魔を殺したり、酒や肉、獣類の

犠牲を好む女神とされていたが、『マハーバラタ」

では困難から人を救い、特に荒野で迷ったり大海

で難破した人々を救う女神として崇拝される。

シヴァSIVA

ヒンドゥ教三大神の一つ。破壊の神というイメー

ジが強いが、ヒンドゥ教によれば世界は創造・持

続・破壊を繰り返すものであり、その意味では破

壊は再生につながるので、この神には①「恐怖」

と②「恩恵」の二面性がある。その種々の性格は

多くの別名で表される。

①「恐怖」…世界期の終末に「万物を破壊するも

の」（ハラ)、死を司る「時」（カーラ)、「悪魔の

王」（ブーテーシュバラ)、etc.

②「恩恵」…「家畜の主」(パシュパティ)、生殖・

生産・再生を司る「偉大な神」（マハーデーヴァ)、

｢恩恵を与えるもの」（シャンカラ)、etc.

パルヴァティPARVATI

シヴァ神にこよなく愛された神妃で、美・穏和

の面を代表している｡PARVATIは「山の娘」

｢山に住む女神」の意。象の頭をした神ガネーシャ

はシヴァとパルヴァティの子供である。

ヴィシュヌVISNU

ヒンドゥ教三大神の一つ。ヴィシュヌ神への信

仰が一般に普及した背景にはアヴァターラ（淘上・

化身）の思想があり、正義・道徳（ダルマ）が衰

え、不正義・不道徳（アダルマ）が興る度にこの

神が現れてダルマを興すとされている。一般的に

は次の10の化身が知られている。

①マツヤ（魚）②クールマ（亀）③ヴァラーハ

(野猪）④ヌリシンハ（人獅子）⑤ヴァーマナ

(倭人）⑥パラシュラーマ（斧を持つラーマ）⑦

ラーマ（叙事詩「ラーマーヤナ』の英雄）⑧クリ

シュナ⑨ブッダ（仏教の創始者・仏陀）⑩カルキ

以上、今回の我々の報告内に“登場”する神々

について、簡単に解説してみた。

尚、サラスワティ女神は、わが国ではその姿を

“弁財天”と代えている。

参考文献「インド神話伝説辞典』菅沼晃編、東京

堂出版

絵並びに文責楠田愛里
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合同苔山に思う

比較的自由にヒマラヤ登山が行なえる様になっ

た今日、今更何故に合同登山なのか……幾人かの

岳友に問われたのを機に、書き留めてみた。確か

に言語も食生活も、文化や社会体制そして登山観

も異なる国の人々と寝食を共にし、ただでさえ辛

い高所での登山を試みるのは、時には忍耐も要す

るし、発想の転換も強いられる。そしてまた、お

互いを思いやる気持ちもより一層要求される。

合同登山、とひと言で言い表わしてはいても、

それには幾つかのパターンがある。例えば相手国

の登山規則により、自国との合同登山に限って許

可される峰があったり（例、ネパール・ヒマラヤ

Aカテ.ゴリーの峰々やインド東部カラコルムの数

座の峰)、峰の位置している場所が何らかの事情

で外国人立入禁止区域に指定されているため、合

同でなければ許可取得が不可能なケース、そして

純粋に相手国との友好のための合同登山といった

ケースもあろう。

今回の我々の合同登山は、2番目に述べた、合

同でなければ許可取得が不可能なケースであった。

当初の目的の山Gyaにしても、また転進したサラ

スワティ峰にしても、現在政治的に極めて微妙な

関係にある中印国境上の峰である。余談ながら、

1993年春のニェギェ・カンサン隊は、Gyaと同時

期にその登山許可を取得していながら、マクマホ

ン・ラインを巡る中印国境問題のため転進を余儀

なくされている。相対的に国境問題が安定し、以

前程の緊張感がなくなったと言われるが、「ヒマ

ラヤ」は我々が心に描いているより多分、遥かに
●●●●

広い。まだまだ登山活動開始前の苦労をタップリ
●●●●

味わえるエリアもあるのである。

合同登山を通じて先ず感じる事は、お互いの立

場を理解しようと努める事の大切さである。確か

に目的は「登山」であるのだが、それを追求する

あまり、ともすれば自分達の登山観のモノサシで

お互いを推し量ろうとしてしまい勝ちである。登

山事情も技術レベルも、またその根底ともなって

いる社会体制も異なるお互いの立場の相違は、常

に頭の片隅にでもインフ。ツトしておかなければな

寺沢玲子

らない事のひとつであろう。その事を踏まえてい

ない限りは、お互いのアラ探しに発展したり、つ

まらぬ誤解を生じる原因ともなりかねない。

母国語で話し合える者同志でさえ、時として誤

解が生じるのだから、止むを得ぬ事かも知れない

が、相手国のお国柄や登山事情をもう少し理解し

ていたなら、幾分かの無用のトラブルや不快感を

避けられたかも知れないと思う時、登山技術以外

にも重要な要素が合同隊には要求される事に気づ

く。

政治問題や語学に特別聡くなければならないわ

けではないにしても、自分だけの固定観念で物事

を判断する事の愚かさだけは避けなければならな

いo

異なる文化や社会体制の中で育ってきた双方の

隊員達が、時には反目し合いながらもお互いを思

いやり、尊重し合っていた事は、初登頂の喜びに

も勝る今回の登山隊の収穫だったと思う。

思えば今回の我々日本側隊員同志そのものが、

日本国内での「合同」の様なものであった。日常

の登山活動も技術レベルも価値観も異なる、巷か

らは「ネコ集団」と椰楡された我々だったが、ネ

コとの違いは、お互いの話に積極的に耳を傾けよ

うとする姿勢が我々にはあった。あまり良い意味

あいで言われる事のない「寄せ集め」集団との声

も直接間接的に耳にした。しかし、「寄せ集め」

それ自体はさ程問われる事ではなかろう。問題と

されるべきは、その寄せ集め隊に集結した隊員や

隊長の資質であろうと思う。その事を思う時、隊

長としての己の役不足は否定し難いものがあるが、

各々の隊員に関しては、まるで計ったように“適

材適所”の嵌役の隊員達ばかりであった。いつの

日かまた、共にヒマラヤの地に足を踏み入れたい

岳友達である。

「合同登山」の意義は、国内外を問わず、相互

理解を深める事ではないだろうかと、あらためて

認識した今回の登山であった。
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ITBP(インド

1947年8月15日インド・パキスタンの分離独立

により、両国はおのおの軍隊を持つことになり、

旧英印軍の陸・海・空軍はそれぞれ3分の2対3

分の1の割合で印・パ両国に分割された。独寸直

後から1949年に至る間のカシミール帰属をめぐる

紛争に際して、陸軍はカシミール作戦を行なった

が、これがインド軍としての緒戦であった。

その後は平和主義・非同盟中ウキ義の影響を受

け、国防努力は比較的低調であったが、1950年か

ら始まった一連の中共軍のチベット侵攻の影響が

インドに及び始めた。

1958年インド・カシミール地方東部のアクサイ

チンに、中国は新彊のヤルカンドとチベットのラ

サとを結ぶ新蔵公路を建設した。インドはこれに

抗議したが、中国はアクサイチンを手放す気がな

い事を明示した。

翌59年には1914年に画定された東部マクマホン・

ラインを巡って衝突が起こった。また、同年ラサ

で起こったチベット動乱の際ダライ・ラマ十四世

は約1万2千人のチベット人と共にインドに亡命

している。

1961～62年にかけて中印国境紛争は一層悪化し、

62年10月、中国はアクサイチンとインド北東部の

両地域で大規模な攻撃を開始し、アクサイチンで

のインド軍前哨部隊は壊滅的攻撃を受け、インド

北東部ではヒマラヤを越えた中国軍はアッサム平

原へと迫った。そして同年12月、ヒマラヤを越え

る補給が困難になった中国軍は、インド北東部の

軍隊をマクマホン・ラインまで撤退したが、アク

サイチンは手放さずまた北東部の領有権主張も放

棄しなかった。

こうした戦いで痛撃をうけたインド政府は国防

努力の必要性を痛感し、国防力整備に格段の努力

を開始した。そうした中で1962年10月、中印国境

を主としたインド北部国境の警備・辺境地区の治

安のために内務省所管の国境警備隊(BSF)の

もとに位置づけられる準軍隊としてインド・チベッ

ト国境警察隊(ITBP)が創設された。

ITBPは常時高地に駐屯する組織として、登

● チベット国境警察）

山やスキー、ラフティングなどの実践を重視して

おり、数多くの登山隊を組織し、インド・ヒマラ

ヤをはじめエヴェレストヘも派遣しているoHA

Jとの合同隊では、1988年リモI峰、91年ブラマ

プトラ川ラフティング、同年カンチェンジュンガ、

92年サラスワティ、93年ピラミッド・ピークなど

がある。尚、92年のサラスヮティ合同登山隊は、

ITBPとしては初の女性合同隊であったb

ITBPに所属する女性の数は極めて少なく、

しかもそのほとんどは事務職従事者や医師であり、

今回の総隊長を務めたサントシュ・ヤダヴはIT

BP創設以来初の女性兵士であると言う。因に、

今回の女性隊員3名の内1名はスキーの腕を見込

まれて直前に入隊し、1名は武道家そして残る1

名はかってウッタルカシ登山学校勤務のスキー講

師であった。インドに於いては、国際レベルの競

技大会に出場するための手段として、スキーのイ

ンストラクター達がITBPに入隊するケースも

あると聞くところを見ると、それも納得が行く。

（文責寺沢玲子）

〈参考文献〉

。「世界各国便覧叢書』〔アジア編〕（インド）

。『中印紛争とその背景』（入江啓四郎著、成

文堂）
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C2上部から見たサラスワテイ(Pt.6940)

登頂ルートは右手のスカイラインになる

日印合同女性鱗是供

Saraswati(Pt.6940)fromC2.
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に
Ｃ
３
が
作
ら
れ
、
翌
日
、
ヤ
ダ
ヴ
以

下
バ
ー
タ
・
テ
ィ
ム
ン
ピ
（
鯉
）
、
ジ
ョ
テ

ィ
カ
。
、
矛
ギ
（
”
）
、
マ
ム
タ
・
タ
ク
ー
ル

（
皿
）
が
高
所
ポ
ー
タ
ー
２
人
と
と
も
に
初

登
頂
に
成
功
し
た
。
翌
日
、
日
本
側
６
人

ｌ
ｌ
寺
沢
隊
長
以
下
、
加
藤
孝
子
（
娼
）
、

白
沢
真
弓
（
犯
）
、
山
口
恵
美
子
（
蛇
）
、

え
り

亀
田
佳
恵
（
犯
）
、
楠
田
愛
里
（
証
）
と
連

絡
官
の
ア
ル
パ
ナ
・
パ
ン
テ
ィ
（
魂
、
女

性
）
が
高
所
ポ
ー
タ
ー
２
人
と
と
も
に
登

頂
、
登
山
活
動
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
イ
ン

ド
側
医
師
リ
タ
・
パ
テ
ル
（
蛇
）
を
除
く
全

員
登
頂
に
成
功
し
た
。

使
用
し
た
固
定
ロ
ー
プ
は
ア
イ
ス
・
フ

ォ
ー
ル
に
３
、
プ
ラ
ト
ー
～
稜
線
間
に
６
、

Ｃ
３
～
頂
上
直
下
に
６
の
計
略
本
だ
っ
た

が
、
Ｃ
３
か
ら
の
懸
垂
下
降
用
１
本
の
み

回
収
で
き
ず
、
残
置
し
て
し
ま
っ
た
。
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アメリカンアルパインジャーナル1993

P6940('0S(""wα"，,ﾉ.Thispeakliesonthelndo-Tibetanborder,rising
fromtheSaraswativalleynearBadrinath.ltisnearManaPassandnorthwestof
Kamet.Thelndo-Japaneseladies'expeditiongaveitthenameof.｡Saraswati''
afiertherivervalley.TheywereledbyIndianSubedarSanIoshYadevand
JapaneseMrs.ReikoT℃rasawa.TheyapproachedfromBadrinathalongthe
SaraswativalleyandiumednorlheastuptheBalbalaGlacieruntil(heywereat
thetopoftheSchlagintweitPass(6236meにrs).(TheSchlagintweitshadcrossed
heretoTibettoapproachAbiGamininl855.Nootherpartyisbelievediohave
reachedthepasssince.)Thesummit(6940meters,22,770feet)wasclimbed
fiomthepassalongthesoutheastridge.ThesummiにrsonAugustl8were
SantoshYadev,JyotikaNegi,MamtaThakurandBhanitaTimungpi,thelast
threeHavidarsofthelndo-TibetanBorderPolice.OnAugustl9,Mrs.Tbra-

sawa,'InkakoKato,MayumiShirasawa,EmikoYama2uchi,YoshieKameda、
EriKusudaoftheHimalayanAssociatiOnofJapanandliaisonofficerApama

Pangteyreachedthesummit

HARIsHKAPADIA,Ed"or,〃""α/αyα〃､ﾉひ”"αノ

Pt6940(SaraSwati)

The｣oiniteam,HAJ(HimalayanAssociaiionofJapan)team,|edby
ReikoTerasawa(40,1),comprised6members,andITBP(Indo-Tibetah
BorderPolice)team,ledbySantoshYadav(24,f)'comprised5
members,madethefirstascentoithispeak.Thispeakislocatedvery
closatotheNWofSchlagintweitPass(6326m),overwhichSchlaginf
weitBrotherspassedioTibetwhentheyapproachedAbiGamiT1in
1855.Thispeakwasnamed!Saraswali'byabovejointteamthistime.
OnAug.6whenthejointteam,whoenteredtheBalbalaGlaciervia
Saraswati,wheretheyplacedBC(5160m)andcouldlookattheir
aimedpeakforthefirsttime.Thoughtherewassomedifferenceon
theidentificationofthispeakbetweentheJapaneseteamandthe
Indianteam,whichwasfinallyprovedthattheformerwasrightafter
bothteamsclimbeduptoC1(5420m).AnertheyplacedC2(5730m)
onAug.11,allofthemdescendedtoBC.TheC3(6450m)wasplaced
ontheridgebythelTBPteaminbetweentheSchlagintweitPassand
thesummit.OnAug.18thelndianteam-SantoshYadav,Banita
Timungpi(24),JyotikaNegi(27)andMentaTakur(21)togetherwith
twohighportersmadethefirstascent.Onthefollowingday,allthe
Japaneseteam-1erasawa,HarukoKatoh(43,f),MayumiShira-
sawa(32,f),EmikoYamaguchi(32,1),YOshieKameda(32,f),Erl
Kusuda(31,f)togetherwiththeirLiaisonO什icerAIpanaPangtey(22,f)
andtwohighpoltersmadethesummil.

(L・．，、

ル',、/j4〆，ァ
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!p4Q-"panege_laJiesgXpeditionl992wasiedbyMsReikoTerasiAeandlnspector
(Ms)9antoShYadav.'nijsunnamedpeakintheSaraswativalley,ontheTibetanbbrder,
wasclimbedbythesouthridgefrom~theBalbalaglader-afirstascent.
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eXpedition
NEWDELHI,July22(HTc)

MmsterofStatemrHomeAffairt

M.M.JaCobnaggedoHmIndo-
JapaneSeAn-WomenExPeditionto
anUncmmbedGarhwal"ak(ht.6940
m)heretoday.ThcteamconSistingof
sixJapanc"andnveIndianwomen
mOuntaineerg,will"ledbyEverester
MiggganmshYadav・ItisfOrthenrst

timetilat3uchjomtventurcisbcing
takenbythewomenmountaineemOr
"ththcountnies,ac"rmgtoa
時ewrel哩空一

Dunngthebriefmnctionhcldat
nBPDkeCtorate,DGnBP,R、K・
Wadehra,mtrmucedthcteammem-

"mtoMrJamb・MrWadehrahigh-
nghtcdthcachievementsofrrBFin

theneldofmountameermg.
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|垂Wome"lim"s3t=amhailtomenceamfhallhailed
EXPRESSNEW3SERVICE_;rrygO"instjingandriverraftiig,pQnies,disfuptionofmule.trackdue
NEWDELHI-MinisterofState~She.S3id."Unq@mCd､Garhwal｡tofloodSandlandslideswhichham-
fbfPers5ingir~pd6IE.~6ii5Mii565,PCgiSh9Pldbgcalled&Saraswaii'':f"erejOUrprOgressconsiderably,we

T11eallwo面面teamcomprised、.reaChedthebasecamp"onAUgustandPensionsMargaretAIvaam-
mendeaMbmi~i;JUTibMIM_WW.MIWde!;,SWWSamOsi,6''"

jerPoliceandJapanesewomen砿鯏繍捌撫哨a鵬･〃Thebasecampwasatanalti-
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占晶

WOmenClimberS
dOddS

●

SurV1Ve）．”
s、－ciettOCampIwasriskyandhazardous
コHTCorr"pOndentf'w:.､とdueto.fallingboulders.Thecampwas
f．(=tUpatthejunctionofthelowerand

ロ

Heavyra血』協悪鰍總隷:溌綴駿glaci…tanaltitude
ponies,andiandslidesdidnotdeter-、TheroutebeyondCamp-2wasfull
thell-mem"rallwomen'steamkomofcrev2"es.Therewasalsoanicewall

scalingtheunclimb"peakinGarhwaland・agradualclimbinfestedwithcre-
HimalayasonAug.18.;･,vasses.T11e.cntireteammovedforthe
T11cteamindudedMsSantosh5nalclimb:bnAu9.18.Theweather
Yadavwhowas.the.se"ndIndianthatmomingwasfOggyinitiallyand
womantoscaleMoUntEvere8tacou-:thenitSUddenlycleared.･Alabout8
pleofmOnthsback.'}"・・a．m.theclimbersrecalled,thefirst
UnionMinisterofStatefbrPcIson-_SummitPartylcdbyMSSantOshYadav
nel,PubUcGrievanwSandPensionstartedfbrtheSummitandafterbrav-

MargaretAlvaWaspresenttodaytOingtheinclementWeather,Weresuc-
welcometheclim"mattheIndo-""mlmtheirventUre.T11eJapancse
TibetanPoUceBorder(rrBP)alOnggwomenmadeitthenextday.|
withtheDirector-Generalofthemrce･MmAlva,whilecongratulatingthe
R.K.Wadhera..．､team,saidWomenonECagamExhi-!
【IriqpmaUY,ihclPdq-PbelaqBpW:bilcd!hatihcycou!dtakeoiloughcstl
dcrPomcehadorganisedthedimb,Msofassignmentsandsports、
SantoshYadavand.murotherShailedCaptainM．S.Kohli,presidentof、
fromthcmrCeandtheothersixmem-IndianMountaineenngFederationJ
berswerefromJap皿．Theliaison(IMF)saidanmlwomen'steamwould
officerMsApamaPangtey,whowasattempltoscaletheMountEverest
notsupposedtoundertaketheCnmbnextyear"__inotsupposedtoundertakethecnmbnextyear-‐
beyondihebasccamPunderthemles,-Theteammemberswere:Santosh'
wentalongwithhetcOUeaguesandYadav,JyotikaNegi,Mamt3Thakur,F
paidherO"isancC"loth｡;UnnamedBhanita,Timungpi,ReikorCrasawa,
peak．TakakoKato,MayumiShirasawa，t
NarratingthethrillsanddifEcultiesEmikoYamaguchi,YoshiKameda,v
oftheclimbtraveming22,7"feet,MsEdKusudaandRitaPatel.Thcsup-W
SaiifOshYadav,theitamleader"andportteamalsoclimhedthepeakWiihd
theco-leaderMIBReikoTerasawatheteam.KashmirSingh.SangeShcr-M
saidclimbingthroughtheBalbalagia-pa,DikarSinghandSardarSinghwerepa,DikarSinghandSardarSinghwere

mCmbersofthattcam．‐ t
－ 三
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Himala】伽pCak ）

NEWDELHI,AugUsl29(PTI):
Anall-womanlndo-Japaneseteam
whichrecentlyconquredavirgin
Himalayanpeakinlhe.ChaIwal
regionwasnaggedinherelodayby
theUnionminister,MrsMar"re!
AIva.._'!,.，、.“－＄：．,>1

J

－，bd

memberleam,,.siX,each■ロハ9,Thel2－memberにam,”slx‘each

fromJapanandlheIndo-Tibetan
.｣BorderPolice(ITBP),SUCcessiillly
¥':climbedtheunnamedpeak,｡(6,940
melres)OnAugustl8aroundnOon
braving･snowandinclement
weather..･Theteamleaderwas

Subedar(Ms)SantoshYadav,Mrs
ReikoTerasawawastheJapancse
leader.･..…・

Congralulatingtheteamibrtheir
success,MrsAIvasaid･4weare

proudofyourachievemenlandibr
provingtheage-oldmythabout
womenbein9..1he!_,weaker,sex
wrong.''
Theexpeditionwasjointlyor-
ganisedbythelndo.Tibetan
BorderPolice(ITBP),･the"Indian
MounlaineeringFederalion(IMF)
andIheHimalavanAsSociationof

Japan(HAJ).､f
凸

4.

MrsAIvaSaidtheflTBPwasIhe
onlvfb｢ceiosCalebOlhM1Everesl
andMIKanchenjunga!

１
１
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"ns"n~sinfluencewasn~tsoseverethatwehadthought.
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協力いただいた方々
ｰ●

L

(順不同・敬称略）

－団体一

在印日本大使館

（株）ニュートップ

アボロスポーツ

HAJヌン峰登山隊1992

キャセイ薬品工業（株）

第一製薬（株）

（株)ICI石井スポーツ

在日インド大使館

日本酸素（株）

日本エフディ（株）

（株）ティ・エッチ・アイ

BUSH山の会

（株）キャラバン

（株）アムコ

ブリストル・マイヤーズ．

インド登山財団

十条キンバリー（株）

（株）アルテリア

（株）モンベル

わらじの仲間

三共（株）

（株）カモシカスポーツ

帯広ビスタリクラブ

ニルカンタ登山隊‘93

エア・インディア

スクイブ（株）

一個人一

斉藤キミ

大久保博

高野雅洋

高本信子

山森欣一

飛田和夫

松野雅芳

大嶋悦子

奈良慧

大橋好枝

渡辺昌子

金子秀一

小島守夫

息秀彦

森下茂

関根幸次

宮内幸男

笠松美和子

尾形好雄

中川裕

遠藤雄悦

小西政継

山口哲郎

古内真弓

宮崎久夫

金子珠実

平川宏子

栗原圭子

鈴木新太郎

今村裕隆

出口當

橋本珠樹

寺沢善信

宮川裕子

斉藤尚之

二俣勇司

門明見

菅原聡

中岡久

八木原圀明

宮本博文

子
子
義
重
彦
樹
一
子
孝
子

翼
明
京
徹
正
定
敞
英
賢
文
佑
司
祥
収

土屋

森下

遠藤

遠藤

松舘

稲田

天城

伊藤

小宮

根本

片田

近喰

木下

滝田
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編集後記

ひとたび国境紛争が起こればあの道に長い軍隊

の列が通るのだろう。途中で出合った羊飼いのお

じさんは戦火のあい間を縫って羊に草を食べさせ

ることはできるのだろうか。

先日、NHKで人の心と脳の発達についての番

組を見た。戦火の地にあるネアンデルタール人の

洞窟周辺に花咲き乱れる草原が、ふとかの地を思

い起こさせた。感情と知性のバランスに富んでい

たといわれる彼らには、文明こそないが優しく穏

やかな暮らしがあったという。激しい感情を伴う

記憶とそれから逃れようとする行動が戦いを呼び、

新しい脳を発展させ文明は築かれた。

さて、戦火もなく、高度成長期に労なく生まれ

育ち、インドの奥地まで登山をしに行くという一

連の幸運を得た我が身を振り返る。ウーン、語る

言葉が出てこない。

それにしてもインドの記憶から離れ難く（?）

原稿書きから編集まで1年以上かかった。インド

ののんびりした性格が合ってしまったせいかしら。

（白沢）

遠征前に編集の任を引き受けた時は、「原稿と

写真を集めればいいんだな」ぐらいに軽く考えて

いたのですが､生まれて初めて細かいマス目にびっ

しり被われた割付紙を手にした途端、「後悔」の

文字が頭一杯広がりました。不慣れな自分が足を

引っ張って作業は遅々として進まず、毎月HAJ

ルームのカレンダーに「サラスヮティ会合」と書

き込む度に、“一生これを続けるのだろうか”と

いう不安に襲われたものでした。もし、編集部か

らの度重なる要望に忍耐強く対応してくれた他の

メンバー達や、毎回の会合につき合って大々的に

フォローしてくれた隊長がいなかったら、本当に

一生やっていたか、もしくは白沢さんとの逃亡に

踏み切っていた事でしょう（!?）

周りもしんどくさせ、自分もしんどかつた編集

作業でしたが、遠征中にどういう記録を取れば報

告書に役立つかが分かっただけでも収穫でした。

この一冊が、見知らぬ誰かの何かいいきっかけに

なってくれれば幸いです。（菅原）

1992年日印合同女性登山隊報告書

発行日1994年4月

発行所日本ヒマラヤ協会(HAJ)

(TheHimalayanAssosiationofJapan)

〒169東京都新宿区高田馬場3－23－1

淀橋食糧ビル506号冠03-3367-8521

FAXO3-3367-4509

振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」
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